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【ご利用にあたって】 

本文書は、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）アジア・太平洋総合研究センター（Asia and 

Pacific Research Center；APRC）が、調査研究に用いるためアジア・太平洋地域の政策文書等につい

て仮訳したものとなります。APRCの目的である日本とアジア・太平洋地域との間での科学技術協力を

支える基盤構築として、政策立案者、関連研究者、およびアジア・太平洋地域との連携にご関心の高

い方々等へ広くご活用いただくため、公開するものです。 

 

【免責事項について】 

本文書には仮訳の部分を含んでおり、記載される情報に関しては万全を期しておりますが、その内

容の真実性、正確性、信用性、有用性を保証するものではありません。予めご了承下さい。 

また、本文書を利用したことに起因または関連して生じた一切の損害（間接的であるか直接的であ

るかを問いません。）について責任を負いません。 
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序文 

 

ASEAN科学技術イノベーション行動計画（APASTI）2026-2035を発表できることを光栄に思う。こ

れは、科学技術イノベーション（STI）を地域の発展、レジリエンス、そして統合の礎として活用する

というASEANの新たな取り組みを反映した戦略文書である。この新たな計画は、APASTI 2016-2025

が築いた基盤の直上に構築された。過去10年間、ASEANはASEAN STIエコシステムの強化、地域協力

の促進、そして地域全体におけるイノベーション主導のイニシアチブの推進において重要な進歩を遂

げてきた。 

 

次の10年は、加速するデジタル・トランスフォーメーション、気候変動、健康とフード・インセキ

ュリティ、イノベーション経済の需要が形成していく。APASTI 2026–2035は、インパクト、包摂性、

及び将来への備えをさらに重視し、これらの課題に対応する。 

 

本計画の策定にあたって、アーンスト・アンド・ヤング（EY）オーストラリアが実施した「APASTI 

2016-2025の期末レビュー」、オーストラリア連邦科学産業研究機構が策定した「APASTI 2026-2035

の予測」、ASEAN Foresight Allianceが策定した「ASEAN STIエコシステムの予測2035」など、多くの

エビデンスに基づく情報を使用した。さらに、本計画は全ASEAN加盟国と東ティモールの利害関係者

が参加する包括的かつ協議的なプロセスも経た。 

 

本計画は、持続可能で強靭性を持つASEANの未来にとって極めて重要な優先分野について分かりや

すく説明している。その優先分野とは、先進農業、食品業及び林業、エネルギー転換、海洋経済およ

び循環型経済、宇宙、新興技術などである。本計画は、能力構築、政策先見性、並びに産官学及び地

域社会の間のより緊密な協力を基盤として、ミッション駆動型のSTI連携アプローチを推進する。 

 

COSTIを代表し、本計画の策定においてASEAN未来イニシアチブを通じてご支援いただいたオース

トラリア政府に深く感謝申し上げる。また、この取り組みに貢献してくれたすべての方々に感謝し、

このビジョンの実現に向けて、すべての利害関係者の方々がご参加してくれるようお願いしたい。 

 

ボディアストエティ・オントウィルジョ博士 

 

ASEAN科学技術イノベーション委員会（COSTI）議長 

インドネシア共和国国立研究イノベーション庁 研究・イノベーション政策担当副委員長 
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A. APASTIの進化 

 

科学技術イノベーションがASEAN経済の成長を駆り立てている仕組み 

 

科学技術イノベーション (STI) はASEAN経済にとって極めて重要である。成長を促進し、福祉を向

上させ、地域統合を推し進める。STIの発展は、生産性、生活水準、雇用創出、そして協力関係を発展

させ、地域全体の強靭性と相互接続性の向上につながる。 

 

各国はSTIの力を活用し、その力は持続可能な開発と経済の強靭性を継続させる決定的な要因となっ

た。東南アジア諸国連合（ASEAN）は、ダイナミックな成長と多様な経済を特徴とする地域である。

ASEANは変化と移り変わる優先事項に合わせ、新興技術とデジタル・トランスフォーメーションの最

前線に立ち、競争力強化を重視している。「ASEAN科学技術イノベーション行動計画2026-2035

（APASTI）」は分野別計画である。ASEANが進取的な地域であるだけでなくハブやセンター・オブ・

エクセレンスとして主導的な役割を果たすための欠かせない方策となっている。ASEANは本計画を通

じて科学、技術、イノベーションの進歩を活用し、新たな競争力の源泉を活用して経済統合を推進

し、活気あるエコシステムを作り出す。 

 

APASTIは技術革新の触媒の役目を果たす。ASEANを世界のイノベーションの最前線において競争力

を推進し、経済成長を促進し、人々の生活の質を向上させる。APASTIはイノベーション、国際連携、

持続可能な開発に重点を置き、ASEANがダイナミックで統合されたコミュニティとして繁栄し、世界

の舞台でSTIをリードする未来へのロードマップを提供する。 

 

ASEANは世界で最も急速に成長している地域である 

 

 

APASTI 2026-2035のビジョン 

科学技術イノベーションを基盤としてASEANを統合し、シームレスな連携、強化されたイノベーショ

ン業績による世界的競争力、持続可能性、及び経済成長を促進し、豊かな未来を築く 
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APASTIの趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

能力構築、研究開発、技術普及、及びSTIの商業化への投資と促進 

STIインフラ、ガバナンス、及び規制システムの強化 

STI成果物の開発と活用による便益の可視性向上 

民間部門、対話パートナー国、その他のSTI利害関係者との協力と連携

の強化 

メガトレンドや新たな地域的・世界的な機会及び課題に対する

ASEAN STIエコシステムの回復力と対応力の向上 
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柱1 柱2 柱3 

ASEAN経済共同体（AEC）ビジョン 

我々は、高度なスキルを持つ包摂的な労働力、生産性とイノベーションが進める成長、そしてバリ

ューチェーン全体にわたる持続可能性を組み込んだ単一市場としての繁栄するASEANを構想する。 

 

共通の目標を達成するために地域全体の連携の取り組みを利用する仕組み 

 

ASEAN経済共同体（AEC）戦略計画2026-2030は、ASEANの分野別計画（APASTIを含む）と整合す

る主要な地域戦略計画である。AEC戦略計画は、2030年までの国連の持続可能な開発目標（SDGs）に

向けたASEAN加盟国（AMS）の取り組みや、地球規模の機会と課題に対処する広範な地域メカニズム

など、地域の様々な野心的目標を基にして策定されており、企業、シンクタンク、学界、市民社会組

織など、様々な利害関係集団や外部利害関係者からの重要な協力を取り入れている。 

したがって、APASTI 2026-2035の分野別ビジョンと戦略の指針となるのは、AECビジョン2045と、

3つの主要な経済発展の柱それぞれの主要優先事項である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASEAN経済共同体（AEC）戦略計画 

ASEAN経済統合に関するハイレベルタスクフォース。AECポスト2025作業部会の支援を受ける 

 

 

 

 

 

 

APASTI 2026-2035は、これらの包括的なASEAN戦略優先事項と整合しており、関連する要素を参

照し、該当する場合には、APASTIのイニシアチブをこれらの広範な戦略に基づくASEANの目標と明確

に関連付けている。これは、APASTIのイニシアチブが、今後10年間、そしてそれ以降のASEANの戦略

的優先事項及びビジョンと統合され、整合されることを支援するものである（セクションCを参照）。  

ASEAN社会文化共同体

（ASCC）戦略計画 

ASCCポスト2025戦略

計画策定作業部会 

ASEAN政治安全保障共同

体（ASPC）戦略計画 

ASEAN共同体のポスト

2025ビジョンに関するハイ

レベルタスクフォース 

ASEAN連携戦略計画 

ASEAN連携調整委員会 
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過去がASEANにおける科学技術イノベーションの未来を形成する仕組み 

 

ASEANは設立以来、一貫してSTIの重要性を認識してきた。科学技術特別委員会（COST）という正

式名称が知られているASEAN科学技術イノベーション委員会（COSTI）は、科学技術協力の促進と強

化を目的として設立された。 

 

COSTが達成した最初の大きな成果の一つは、1985年に初の地域科学技術行動計画（APAST）を採

択したことである。これは地域の協力を強化して科学技術を発展させることを目的としていた。 

 

2004年、ビエンチャン行動計画（VAP）（ASEANビジョン2020の最終目標を目指す一連の行動計画

またはプログラムの第2弾）は、STIが経済成長と発展に貢献していることを認め、STIをASEAN経済

共同体（AEC）の柱とした。 

 

その後の行動計画は1994年、2001年、2006年、2016年に発表され、さらにその後の計画はASEAN

における科学技術協力の基盤であるASEANビジョン2020に沿って策定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで達成された主要な進歩に基づく構築 

 

最新のAPASTI 2016-2025は地域が様々な重要分野において大きな進歩を遂げる支えとなり、

ASEAN全体が継続的に発展できる強固な基盤を築いた。以下はそれらの基盤の例である。 

・ ASEAN 加盟国と対話パートナー間の地域連携の強化。主要対話パートナーとの対話強化を含む 

・ クリーンエネルギー、技術・データ、食品科学、人材移動といった世界的な潮流への整合。 

・ STI イニシアチブの実施における官民パートナーシップの活用強化。 

・ 主要重点分野におけるフラッグシッププログラムの成功裡の実施。 

・ 能力構築と知識移転の強化。 

 

APASTI 2026-2035はこれらの成果を基盤として、ASEANをSTIにおける世界のリーダーとして

位置付け、繁栄、競争力、及び包摂性を促進することを目指す。 
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科学技術特別委員会

（COST）第1回会議 
ASEAN科学技術行動

計画 

第2回ASEAN非公式サ

ミット 

ASEANビジョン2020 

ASEAN科学技術行動

計画の実施のための枠

組み2001-2004（その

後2006年まで延長） 

ASEANの設立 

ASEAN設立宣言 

ASEAN科学技術委員

会（COST）に改名 
ASEAN科学技術行動

計画 

第6回ASEANサミット 

ハノイ行動計画 

1999-2004 

第10回ASEANサミット 

ビエンチャン行動計画

2004-2010 

第14回ASEANサミット 

ASEAN共同体ロードマッ

プ2009-2015 

APASTI 

2026-2035

の策定 

第9回ASEANサミット 

第二ASEAN協和宣言 

ASEAN科学技術行動

計画2007-2011 

（その後2015年まで

延長） 

第27回ASEANサミット 

ASEAN Forging Ahead 

Together（共に前進する

ASEAN） 

ASEAN 

イノベーション宣言 
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B. ASEAN STIエコシステムの強靭性と対応力 
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メガフォースがASEANでSTI推進戦略を形成する仕組み 

 

ASEANが地政学的変動、貿易関係の進化、環境問題、人口動態の変化といった複雑な問題を乗り越

えようとしている中、この地域は、STIの将来と地域全体の発展を形作る機会と喫緊の課題の岐路に立

っている。 

 

STIの発展に大きなインパクトを与え、あるいは機会を提供する要因を理解することは、今後10年間

におけるAPASTIの成功、そして持続可能な成長を推進し、地域協力を強化し、AMS全体にわたる包摂

的な発展を確保する効果的な戦略への継続的な注力にとって不可欠である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メガトレンドに加え、地域全体はいくつもの地域的・構造的課題の影響を受けながら進歩を続けて

きており、今後も進歩していくことであろう。これらの要因は、APASTI 2016-2025のレビューと、

ASEAN内外において、一群のメガフォースが変化を引き起こしている。メガフォースは、今後

10年間に発生すると思われるいくつかのメガトレンドと、継続中であり対処が必要な地域的・構

造的な課題から構成されている。 

 

ASEAN STIエコシステムの強靭性を構築し、同時に俊敏性と柔軟性を守ることで、ASEAN地域

はこれらの課題に高度に対応し、機会を最大限に活用し、経済成長と繁栄に支えられ、さらに力強

く発展していく。 

メガトレンド 

 

技術の進歩は、STIと生産性全般にわたり

知識及びプロセスを大きく発展させること

ができる 

ASEANは異常気象や自然災害に対し

て特に脆弱であるため、気候変動が

加速するとそれに対する適応力及び

強靭性が必要になる。 

人口動態が変化し2045年までにASEANが

上位中所得国へと移行すると、新たなビ

ジネスチャンスが創出される一方で、競

争力と包摂的な開発を維持するために取

り組むべき課題も生まれてくる 

 

一部のASEAN加盟国における政治的不安

定とガバナンスは、特に汚職や官僚機構

の非効率性により、STIイニシアチブを崩

壊させ、投資を阻害し、長期計画を阻害

するかもしれない 

 
パンデミックや健康危機が起こると、遠

くない未来に重点分野や資源の問題を変

化させ、他の分野の研究を遅らせ、STI活

動を混乱させる可能性がある 

 

地政学的緊張により取引の流れが変化す

ると、ASEANは特定の取引経路への過度

な依存を回避するためにサプライチェー

ンを多様化し、地域の付加価値を高める

ようになる 
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ASEAN Foresight Allianceによる調査を通じて特定された。本APASTIは、計画期間中にこれらの課題

を緩和または解決する方法について検討する。 

下の図は、メガトレンドの相互関係性について示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表の出典： 

AUS4ASEANの未来、最終報告書：ASEAN経済共同体（AEC）ポスト2025年研究: ASEAN経済共同体 (AEC) 2045年

に向けて：ASEAN経済共同体 (AEC) 2045年の選択肢と可能性、2024年11月8日。 

CSIRO及びASEAN、ASEAN科学技術イノベーション行動計画（2026～2035年）の見通し、2024年12月。ASEAN フ

ォーサイト・アライアンス、ASEAN科学技術イノベーション・エコシステムの展望2035、2024年7月。 
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主な地域的・構造的課題 

STI能力の不均衡は、ASEAN加盟国間の科学インフラ及び研究開発能力の著しい格差を原因としてい

る。この不均衡はAPASTIの目標と目的を達成させるにあたり大きな課題となり、調整され標準化さ

れたアプローチの実現を不可能にするかもしれない。開発が不公平なものであり、スキル開発が不均

衡なものであると、包摂的な地域統合は制限され、新しい持続可能性市場への移行は阻害される。 

 

ASEAN 全体で政策や規制のフレームワークが調和していない、APASTI に対する認識が異なる、産

学連携が不十分である、共同研究開発が不十分である、などを原因として連携関係が欠如している場

合、国家政策の実施に矛盾点が見られる可能性がある。 

 

能力の限界により外国技術に依存すると、ASEANの能力開発が制限され、外的混乱の影響を受けや

すくなる可能性がある。 

 

インフラ格差は、インフラとサービス向上の必要性が開発用資金を上回るときに生じる。デジタルイ

ンフラと物理的インフラの双方が十分でなければSTI開発が遅れ、さらにはASEANにおける経済・社

会の発展も遅れる可能性がある。 

社会的包摂及び多様性への障壁、並びに障壁がもたらす継続的な構造的課題は、多様なグループの

STIへの完全な参加を依然として妨げており、人材育成及びイノベーションの機会が奪われているこ

とを示す。 

 

STI分野への女性の参加は未だに十分ではない 

 

STI分野の業種において、女性は職の確保と報酬の不平等という継続的な課題に直面している。STI関

連の高等教育の中で、女性は今でも少数派である。政策決定や指導的立場における女性の過小評価は

深刻であり、参加と存在感の進展を妨げる可能性がある。以下に、2025年までの10年間における

ASEAN全体について裏づけを行う主な洞察を記す。 

教育や主要リソースへのアクセス向上を含め、若者への機会の拡大は、STIの継続的な発展に不可

欠である。この年代層を育み、次世代のSTIに関する知識を育成するためには、STEM教育における

女性の登用促進やSTEM教育の質の向上など、若者がSTIの重要な機会にアクセスできるようにしな

ければならない。次世代に機会を創出する上での主な障壁としては、経験不足、金融サービスへのア

クセスの制限、雇用の不安定性、スキル不足、又はスキル開発の機会不足などが挙げられる。 

こうしたメガフォースを見据え、様々な主要戦略を通じてASEAN STIエコシステムの強靭性

を強化することが、APASTI 2026-2035の中核を成す。様々な戦略はSTIの発展を推し進め、

ASEAN加盟国間の持続可能かつ包摂的な成長、協力、発展を促進する（セクションDを参照）。 
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C. STIの発展に向けた地域の経済成長の優先順位 
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ASEAN経済共同体の5カ年計画がAPASTIの分野別フレームワークに影響を与える仕組み 

APASTI 2026-2035の枠組みは、分野別ビジョン、戦略的目的及び目標、ならびに戦略的措置から構

成され、AEC 戦略計画 2026-2030 と調和している。この枠組みはSTIの発展を目標としており、さら

に広範な地域の優先事項に対応し、地域の経済成長と繁栄を直接的に支えようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

行動に向けたコ

ミュニティ 

 

持続可能な 

コミュニティ 

 

新たな競争から機会を

捉え、技術革新に焦点

を当て、持続可能な開

発を取り入れる 

脱炭素化、海洋循環経

済の取り組みなど、あ

らゆる面での気候変動

に対応したSTI政策と

実践の主流化 

進取的、大胆、かつ革

新的なコミュニティ 

新たなトレンドや技術

の進歩に対応するデジ

タル・トランスフォー

メーション、発達した

イノベーション・エコ

システム、及び包括的

な起業家精神を促進す

るために、分野間の協

力を強化する 

機敏で回復力（強靱

性）あるコミュニティ 

研究と技術革新を通じ

て安定的で回復力のあ

るサプライチェーンを

推進し、持続可能な資

源管理を推進する 

包摂的、参加型、連携

型のコミュニティ 

連携するパートナーシ

ップを育成・強化し、

活力に満ち、熟練した

多様な人材を育成して

地域の連携を強化する 

目標と戦略的措置 目標と戦略的措置 目標と戦略的措置 目標と戦略的措置 目標と戦略的措置 

詳細は付録Bを参照 

横断的支援イニシアチブ 

循環型経済、脱炭素化、海洋経済  地域の連携     社会的包摂とジェンダー 

主流化 

シアチブ 

活動 

戦略的措置に対する成果指標 活動に対する成果指標 

今後10年間でSTIの進歩に大きなインパクトを与える5つの分野横断的戦略と2つの分野別優先

事項（セクションDを参照） 

APASTI 2026-2035の枠組みの 

ビジョン 
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APASTIの枠組みの構成要素が設定される仕組み 

 

このロードマップは、APASTIの枠組みを構成する各戦略要素と、それらの指針を示す。 

以下の「戦略セクション参照」は、本書の各セクションに対応している。戦略的措置などの詳細に

ついては、AEC戦略計画2026-2030を参照されたい。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

戦略セクシ

ョン参照 

 

分野別計画に関するAECの指針 

広域ASEAN地域の 
戦略計画 

APASTIのビジョン 

戦略目的 

目標：長期成果 

戦略的措置：中期成果 

活動 

支援イニシアチブ 

業績評価 

ASEAN共同体2025年

以降のビジョンの中心

要素からの抜粋 

AEC戦略計画

2026–2030 からの

抜粋 

 

AEC戦略計画

2026–2030 からの

抜粋 

AEC戦略計画2026–2030の

活動統合リストに反映 

目標と戦略的措置に対する成果指標、

活動に対するアウトプット指標 
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D. 今後10年間でSTIを発展させ、 
大きなインパクトを与える主要戦略 
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APASTIが地域全体でSTIの取り組みを統合し、影響を与える仕組み 

 

科学技術イノベーションが推進する統合したASEANを構築し、シームレスな連携を作り上げ、革新

的パフォーマンスを向上させ世界での競争力を高め、そして豊かな未来のために持続可能性と経済成

長を促進するというAPASTI 2026-2035ビジョンを実現するために、我々の主要戦略は、過去の行動計

画で達成された進捗を基に構築され、STI投資からさらに大きな価値を生み出す。 

 

今後10年間で大きな影響を持つ主要戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これらの主要戦略では、以下を実施する。 

・ AEC戦略計画2026-2030に定められた地域と加盟国の経済成長に関する最優先事項に対応し、支援するた

めに、地域のSTI推進を指導する 

・ 環境・災害回復力、デジタル格差の解消、女性と若者のエンパワーメントなど、地域の重要な社会経済開

発イニシアチブに貢献する。 

 

分野横断的戦略 
 

分野別優先事項 
 

新興技術と基盤技術に関する地域の能
力と対応力を強化する 
 
 
宇宙技術の研究能力を向上させ、範囲
を広げる 
 
STIエコシステムの将来性を確保し、
パートナーシップを育み、イノベーシ
ョンと起業家精神を促進させる 
 
主要産業におけるSTIの加速的展開を
支援する 
 
人材育成と人材移動に投資する 

ヘルスケア、環境・災害回復性、持続可
能性など、幅広い中核分野において、地
域STIの発達と技術主導型イノベーショ
ンを加速させる。 

優先順位の高い分野のバリューチェーン
全体にわたり、大きな影響のある分野を
発展させるための差別化された投資を行
う。具体的には以下の通り。 

分野横断的な連携を行い、新エネル
ギー技術のイノベーション及び商業
化、並びに海洋循環経済におけるSTI
の展開を加速する。 
 
持続可能な水利用を促進し、農業、
食品業、及び林業を発展させる革新
的技術を導入する。 
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分野横断的戦略＃１ 

 

新興技術と基盤技術に関する地域の能力と対応力を強化する  

 

ASEANは、新興かつ実現力のあるビッグデータ（高性能コンピューティング [HPC]、人工知能 [AI]、

量子コンピュータ、バイオテクノロジーなど）の分野において重要なプレーヤーとなる態勢を整えてお

り、これらの技術がイノベーションを推進し、STIでの意思決定を強化する未来へ向かっている。データ

駆動型ソリューションの需要が高まる中、AMSの優先事項は研究開発 (R&D) であり、地域の技術情勢

に極めて重要な変化をもたらしている。 

 

APASTIは、パートナーシップを育み、能力を高め、共同イニシアチブへの参加を促進するとともに、

新興かつ実現力のあるビッグデータの適用においては、知識共有と倫理的慣行を推進する。医療、金融、

教育、環境管理など、多様な分野にわたる技術移転を可能にすることを重要視し、これらの技術の便益

が持続可能な経済成長と社会の発展に活用されるようにする。 

 

APASTIは柔軟性があり適応性を持つ技術の導入を支援して、多様な技術ソリューションが発展でき

る環境を育む。これにより、AMS はイノベーションと連携の機会を捉え、ASEAN独自の課題と願望に

最も適した技術を選択できるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

APASTI 2026-2035の初期段階（2026-2030年）における主要行動は、以下の指針に基づき、各

戦略の進捗に向けて設定されている。 

 

・ AMSの国家STI優先事項と整合した地域の価値創造に焦点を置いた差別化。 

・ 地域全体における連携、公平性、調和の強化。 

・ AEC戦略計画2026-2030で指定されたCOSTIの責任のうち、関連する重点分野及び関係する戦略的

措置について主導し、支援する。 

 

 

関連する戦略的措置： 
 
・ AIガバナンスについて、エビデンスに基づくアプローチと協調的なアプローチを採用・推進してビッグデ

ータとAIの導入を促進する 
 
・ スマートシティ、ビッグデータ、アナリティクスなどといった情報通信技術 (ICT) のイノベーション、起

業家精神、技術開発を活性化する 
 
・ モノのインターネット (IoT)、ビッグデータ、クラウド技術、人工知能、量子技術、高性能コンピュータ、

仮想現実・拡張現実、積層造形、バイオテクノロジーなどのイノベーション及び技術の導入と普及を刺激
する 

 
・ 技術中立性の原則を採用し、推進する 
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分野横断的戦略＃2 

 

分野横断的戦略＃２ 

 

宇宙技術の研究能力を向上させ、範囲を広げる 

 

ASEANは宇宙分野において重要なプレーヤーとして台頭しつつあり、他の国際的な主要国の優位性

を超えつつある。世界的な商業宇宙活動の拡大に伴い、ASEAN加盟国は地理情報科学、衛星、その他

の応用分野における研究と能力開発を通じて宇宙能力の向上を優先している。これはASEANが宇宙探

査に向けた大きな変化を示している。 

 

APASTIは、パートナーシップを促進し、能力を強化し、共同イニシアチブを推進するとともに、通

信、リモートセンシング、開発、防災、環境・資源管理、教育・研究など、多様な分野における基盤

技術の移転を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要行動 
 
・ 奨学金及び研修プログラム：高性能コンピューティング、AI、HPC、量子コンピュータをはじめ

とする新興ビッグデータ技術に焦点を当て、奨学金制度と継続的な専門能力開発プログラムを推
進する。 

 
・ 国境を越えた知識共有：新興ビッグデータ技術について、国境を越えた知識共有を促進する。 
 
・ 倫理的慣行とデータガバナンスに関する研究：新興ビッグデータ技術の倫理的使用に関するベス

トプラクティスと地域ガイドラインの確立を目的として、共同研究に投資する。 
 
・ 柔軟な技術フレームワーク：様々な分野からの参加者を通じて、適応性と柔軟性に優れた技術フ

レームワークの開発を支援する。 

関連する戦略的措置： 
 
・ 地理情報科学、衛星、他の応用に関する研究と能力開発を通じて宇宙技術の進歩を加速させる。 
 

主要行動 
 
・ 連携パートナーシップ：政府機関、研究機関、民間企業の間で公式及び非公式の連携パートナー

シップを設立し、宇宙技術とR&D能力に関する資源と技能を活用する。 
 
・ 宇宙ミッションにおける連携：気候変動の影響、炭素モニタリング報告と検証、食料安全保障、

防災、農業といった地域共通の課題を解決するために、特に地理情報科学、衛星、他の応用分野
を活用し、宇宙ミッションと研究プロジェクトで地域協力を促進し、資源と技能を共有する。 

 
・ 知識と専門技能の共有：研究機関、産業界パートナー、開発途上国の間で知識と専門技能を移転

するために、構造化・実用的・持続可能なメカニズムを構築する。 
 
・ 宇宙政策に関する地域交流の促進：各国の宇宙政策と戦略的優先事項を共有し、安全、安心、か

つ利用しやすい宇宙空間を確保して、スペースデブリ、宇宙状況把握、宇宙交通調整といった新
たな課題に関する議論を促進する。 

 
・ データ共有フレームワークの強化：研究者や開発者が貴重な宇宙関連データにアクセスし、活用

できるようにするために、既存のデータ共有フレームワークを強化して、連携とイノベーション
を促進する。 

 
・ 投資促進ガイドライン：宇宙技術のイノベーションと商業化への投資を促進することを目的と

し、各AMSが適応可能な地域ガイドラインを策定する。 
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分野横断的戦略＃３ 

 

STIエコシステムの将来性を確保し、パートナーシップを育み、イノベーションと起業家精神を促進さ

せる 

 

APASTIは、ASEAN地域におけるイノベーションと起業家精神の推進に不可欠なパートナーシップ、

政策連携、及び分野間連携を促進することで、STIエコシステムを強化する。APASTIは民間部門と知

識コミュニティ間の連携を強化して、スタートアップ企業や革新的なソリューションを育成する力強

いSTIエコシステムの構築を重要視する。 

 

さらに、ASEANの能力開発、技術移転、及び戦略的商業化を支えるSTIエコシステムを強化するに

は、学術界、研究機関、及びネットワーク間の連携強化が不可欠である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する戦略的措置： 
 
・ 地域の協力を深めてスタートアップ企業のイノベーションを促進する 
 
・ 学術界、研究機関、卓越研究拠点ネットワーク、民間部門の間の連携を強化し、能力開発、技術移転、及

び戦略的商業化のための効果的なエコシステムを構築する 
 
・ スピンオフやジョイントベンチャーから生まれたASEANの科学・技術・イノベーション企業を推進させ管

理するための革新的な支援システムを構築する 
 
・ 民間部門とナレッジコミュニティ間の連携とパートナーシップを強化して、イノベーションを促進し、起

業家精神を育成する（スタートアップ企業の創設など） 
 
・ AECに関する研究活動を促進する観点から、地域内の権威ある研究機関の関与を強化する 

主要行動 
 
・ イノベーション・エコシステムとインフラ：既存のインフラを強化し、技術移転、資金の可

視化、スタートアップ企業と研究機関のための一元化されたデジタル・マーケットプレイス
を支援することで、強固な地域イノベーション・エコシステムを構築する。 

 
・ 産学連携：知識共有とスキル移転に重点を置いた産学連携プログラムを創設し、女性と若者

の技術職への配置を優先する。 
 
・ パートナーシップ促進のためのイニシアチブ：共同研究やイノベーション・チャレンジを通

じて民間部門とナレッジコミュニティ間のパートナーシップを育み、女性と若者の参加を促
進し、STEMへのエンゲージメントを強化する。 

 
・ 地域ガイドライン：AMS全体でガイドラインとフレームワークを調和させ、地域横断的なエ

コシステムの発展と成長を促進する。 
 
・ ワークショップと表彰：地域・地方で育まれたSTIの起業家精神とスタートアップ企業を促進

し、紹介する。 
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分野横断的戦略＃４ 

 

主要産業におけるSTIの加速的展開を支援する 

 

ASEAN地域は、医療やデジタルバリューチェーンといった主要産業の革新的ソリューションを通じ

て、変革の最前線に立っている。AMSはイノベーションを重視することで、創造性と技術発展を活用

し、喫緊の課題に取り組み、成長と連携のための新たな道を切り開くことができる。 

 

AMSはこのようにして革新的なソリューションの促進に取り組むことで、様々な分野における効率

性と持続可能性を高め、ASEANが進化を続ける中で、最終的に進歩を推進し、地域の競争力を強化す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野横断的戦略＃５ 

 

人材育成と人材移動に投資する 

 

人材育成と人材移動は、ASEAN地域の未来を形作る上で極めて重要な役割を果たし、熟練した労働

力が活躍できる環境を創出する。人材移動とスキル向上を優先することで、AMSは連携とイノベーシ

ョンの新たな機会を創出し、世界情勢が急速に変化する中でも、需要に対応できるようになる。 

 

ASEANが発展を続ける中で、人材移動とスキル開発への注力は、AMSが様々な分野において適応

力、包摂性、及び熟練性を備えた人材を育成することを可能にしており、発展を牽引し、地域の競争

力を高める。 

 

 

 

 

 

 

関連する戦略的措置： 
 
・ 科学、技術、及びイノベーションのソリューションを展開し、医療、循環型経済、デジタルバリューチェ

ーンなど、変革の可能性を秘めた主要産業の成長を加速する。 
 

主要行動 
 
・ 地域パートナーシップの強化：政府、大学、民間部門の専門家の間の地域パートナーシップを

支援し、大学生が医療やデジタルバリューチェーンといった主要産業に関連する新興技術の実
践的な経験にアクセスする機会を提供する（例えば、インターンシップや職業体験プログラ
ム）。女性、若者、少数派集団（障がい者や先住民コミュニティなど）の包摂を支援する。 

 
 
 
 
 
 

関連する戦略的措置： 
 
・ 地域における自然人の移動を促進する制度やイニシアチブを開発し、実施する 
 
・ デジタルバリューチェーンやデジタルリテラシーを含めたスキルアップと再訓練を通じて、最先端技術と

イノベーションに関する人材育成を強化する 
 
・ 官民の科学技術（S&T）機関で、科学者や研究者の移動を促進する 
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分野の優先順位＃１ 

 

海洋・循環型経済の中で新しいエネルギー技術とSTIを展開させ、イノベーションと商業化を加速する

分野横断的連携 

 

ASEANは、包摂的かつ持続可能な成長の新たな原動力として、循環型経済・海洋経済における協力

を推進することに尽力している。APASTIは、海洋資源と淡水資源を持続可能な方法で活用し、伝統的

な海洋分野と新興産業を統合することで、包摂的な開発を促進する。また、循環型経済を推進して、

物質とエネルギーを最大限活用する。 

 

持続可能性への移行を促進するため、ASEANは脱炭素化技術に重点を置き、その技術をデジタル・

トランスフォーメーションとテクノロジー・トランスフォーメーションの主流とし、公正かつ包摂的

な再生可能エネルギーへの移行を支援し、エネルギー安全保障と購入可能性の確保に取り組んでい

る。持続可能なエネルギー生成の課題に直面しているにもかかわらず、ASEANは、地域の強靭性と経

済の勢いを強化するために、技術主導のソリューションを維持しようと全力を注いでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主要行動 
 
・ 一元化人材交流プログラム：女性、若者、及び少数派集団のアクセス向上をさらに重要視しな

がら、ASEAN全体にわたる人材交流と専門家移動向上を目的とする一元的なプログラムを作成
する。 

 
・ ASEAN地域メンターシッププログラム：業界の専門家や研究者と新興人材を結びつける

ASEAN地域メンターシッププログラムを構築する。 
 
・ スキル開発：教育機関と産業界の間の正式なパートナーシップの構築を支援し、スキルを重視

し新興技術に対応した学習モジュールの開発・提供を行う一方で、社会的包摂の促進を図る。 
 
 
 
 
 

関連する戦略的措置： 
 
・ 海洋経済に関する科学、技術、及びイノベーションの連携を促進する。 
 
・ 循環型経済への移行を加速させるため、地域サプライチェーンにおける持続可能性と循環型要素の導入を

促進する。 
 

・ 地域の中で循環型サプライチェーンと環境に配慮したサプライチェーンを支える優れた規制慣行を促進す
る。 

 
・ 沿岸・海洋環境の保全、保護、修復、科学研究、技術移転、持続可能な利用を行う協力を強化し、特に生

態学的に敏感な地域における海洋ごみや海洋プラスチック汚染など、海洋生態系及び沿岸環境への汚染や
脅威といった環境リスクに反応し、対応する。 
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分野の優先順位＃2 

 

持続可能な水利用を促進し、農業、食品業、及び林業を発展させる革新的技術の導入を強化する。 

 

ASEANの中で、農業食品、水資源の持続可能性、及びそして林業分野は、持続可能な開発にとって

ますます重要になってきている。食料と持続可能な水資源管理に対する世界的な需要が高まっている

が、AMSは、農林業用地の減少が進む中であっても、効率性を最大化し、水の安全保障を確保し、食

料を継続的に供給するために、STIの活用を優先事項としている。 

 

APASTIは、グローバルサプライチェーンに不可欠なコミュニティを育成し、上流から下流までの生

産プロセスの最適化、配達と物流のネットワークの強化、原材料へのアクセスの確保に重点を置いて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要行動 
 
・ エビデンスに基づく政策と市場情報に基づく戦略：利害関係者間の連携を促進し、STI共同研

究拠点を通じてエビデンスに基づく政策と市場情報に基づく戦略を策定するとともに、政策策
定において女性及び若者のアクセスと機会を向上させる。 

 
・ 調和の取れたガイドライン：廃棄物削減と資源効率に重点を置き、脱炭素化、循環型経済に貢

献するSTIソリューションの導入を推奨し、障壁を取り除く地域ガイドラインの調和を支援す
る。 

 
・ 海洋経済に焦点を当てた人材育成：海洋経済分野で働くSTIの人材パイプラインに包括的な研

修プログラムを実施し、様々な分野や業界リーダーの視点を取り入れつつ、STEM分野におけ
る女性と少女のアクセス向上を図る。 

 
 

関連する戦略的措置： 
 
・ 新しく適切な技術、ベストプラクティス、管理システムを最適化して食品の安全性を確保し、特に急成長

を遂げている食品、農業、林業分野において、健康・疾病および環境問題に対処する 
 
・ 農業の研究開発 (R&D) 及びインフラへの投資を促進して、農業食品の生産性の問題に対処する 

 
・ 革新的な技術と実践の導入を含めたデジタル・トランスフォーメーションを加速させ、農業食品生産にお

ける生産力と回復力を向上させる 
 

 

主要行動 
 
・ 連携R&Dイニシアチブ：ASEANにおける農産品生産性と水資源管理の向上に焦点を当てた

R&Dプロジェクトを連携するために、研究機関、大学、農業団体を連携させるイニシアチブを
支援する。 

 
・ 地域知識交換フォーラム：食品、農業、林業部門における食品安全、水安全保障、健康、環境

問題について、ベストプラクティスとなる地域知識交換フォーラム、新しい技術管理システム
を支援する。 

 
・ 持続可能な慣行のための研修プログラム：業界の専門家や研究機関とのパートナーシップを援

助して、持続可能な慣行に関する実践的な研修を農家に提供する。 
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E. 変化の理論 
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10年間にわたるAPASTIのインパクトを見せる仕組み 

 

「APASTI 2026-2035 変化の理論（Theory of Change, ToC）」は、相互関連する変化の力を説明し

ている。この力はASEANのSTIが進む道を作り上げる。ToCは、世界や地域における変化の力がASEAN

加盟国の社会経済的・文化的構造に大きな影響を与え、それが次にはAPASTIイニシアチブの機会と目

標を形作っていく仕組みを教えてくれる。ToCは、APASTIを見守り、そして最も重要なことだが、評

価する上で不可欠なツールとなっている。 

 

次ページに示すように、ToCは、ある活動がAPASTIの包括的なビジョン、目的、目標を達成する仕

組みを示す。これはすべての実施活動の指針となり、重要な独立したコミュニケーションツールとし

て機能する。ToCフレームワークは、4つの主要要素に基づいている。それら4つの要素とは「主要推進

要因」、「アウトプット」、「成果とインパクト」、及び「原則」である。 
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変化の力 主要推進要因 

ビジョン 

人口動態 

健康統計 

環境と地球 

食料と水 

エネルギー 

経済動態 

消費者市場動態 

教育と人材 

政治とガバナンス 

正義、平等、公平 

R&D情報・インフラ構造： 

R&Dへの投資促進 
 
政策・規制： 

規制枠組みを合理化し、政策統合を加速してSTIソリューシ
ョンを支援する 
 

デジタル化： 
デジタルエコシステムの発展とデジタル経済基盤の強化 
 

スキルと人材： 
包摂的・未来志向のSTI学習を通じたSTEM分野の能力構
築・知識移転・エンゲージメントの拡大 

 
金融投資： 
イノベーション資金の流れの多様化と民間投資の促進 

ASEAN/ AEC  

部門計画 

・ デジタル・トランスフォーメーション、経済競

争力、及び持続可能なイノベーションを分野横

断的に推進する新興技術と基盤技術の広範な導

入 

・ 継続的なスピンオフ、ジョイントベンチャー、

及び分野横断的連携を支援する体制の整備 

・ 環境・災害に対する回復力と対応力の向上 

・ 地域連携の強化と、主要地域分野における分野

間協力の向上 

 

・ 持続可能なSTIの発展を主導し、イノベーショ

ンと起業家精神を促進するパートナーシップ

を育む、将来性を確保した人材 

・ 持続可能でイノベーション主導の海洋・循環

型経済の成長、エコシステムの回復力の向上 

・ デジタル・トランスフォーメーション、経

済競争力、及び持続可能なイノベーション

を推進する先進技術の広範な導入 

・ イノベーションを継続的に創出

し育む成熟したSTIエコシステム 

・ 女性と若者の包摂と進出の強化 

 

APASTI 2026-2035のビジョン 

科学、技術、及びイノベーションの力を得た統合ASEANは、シーム

レスな連携、革新的パフォーマンスの向上による世界的競争力、持続

可能性、及び経済成長を促進し、豊かな未来を築く。 

 

インパクト* 

原則 

APASTIは、幅広い社会での包摂の原則に基づく 

地域規模のイニシアチブは、国家規模で実施されるものと比較して、付加価値を生み出す 

民間部門の関与と投資の拡大は、ASEANのSTI能力を強化する 

パートナーとASMの資金源は、APASTIへのアクセスと実施の拡大への取り組みを維持し、深化させる 

APASTIは、発展途上にあるASMの発展を支援して、AMS間の便益配分と参加の不平等に対処する 

STIの成長に対する政治的取り組みは、国家規模及び地域規模で維持される 

少数派集団、特に女性と若者には、平等な機会とアクセスが与えられる 
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アウトプット 

成果** 

・ 深化した地域協力と国境を越えたSTIプログラム及びイニシア

チブを通じてイノベーションを促進する、調和のとれた政策と

ガイドライン 

・ STIイノベーション企業、スタートアップ、スピンオフ、ジョ

イントベンチャーを促進するプラットフォームの運用 

・ 地理情報科学や衛星システムなど、宇宙技術に関する研究と能

力の拡大 

・ 官民両部門における国境を越えたSTI人材の配置、交流、奨学

金プログラムの確立 

・ 確立された研究機関との連携強化及びSTI研究活動の促進 

・ 新たなSTIスキルに焦点を当てた学校で実施されるプログラ

ム。特に女子を対象とする 

 

・ 医療、循環型経済、デジタルバリューチェー

ンなどインパクトの大きい産業におけるSTIソ

リューションの統合 

・ 共通の優先事項に対応し、起業家精神とスタ

ートアップを育成する地域デジタルイノベー

ション・プラットフォーム 

・ 分野横断的な先進デジタル技術および新興技

術の導入と統合の促進 

・ 海洋経済イノベーションを支援する複数の利

害関係者によるイニシアチブと連携 

・ スマートシティインフラと新興技術において

開発・展開されるスタートアップとソリュー

ションの増加 

・ 主要産業（医療、農業食品産業、水資源管理、
林業など）におけるSTI能力と技術導入を強化

して、製品とサービスのイノベーションを促進 

・ 宇宙技術、科学、衛星開発における国及び地域
の能力向上 

・ 海洋経済イニシアチブの強化 

・ 地域全体のデジタル能力向上 

・ R&D及びイノベーション能力の強化 

・ 新エネルギー技術の商業化と脱炭素化への取り
組み 

・ STIベンチャーへの民間部門のエンゲージメン
ト拡大と、市場投入可能なイノベーション創出
のための研究機関の能力強化 

・ ジェンダー平等雇用の拡大 

・ 海洋経済イニシアチブの強化 

・ 持続可能な農業慣行を促進する政策の 

導入拡大 

・ 生産と消費における持続可能な循環型経済慣行

の拡大 

・ 新エネルギー技術の商業化と脱炭素化への取り
組み 

ASEAN経済共同体（AEC）2026-2030ビジョン 

ASEANは、高度なスキルを持つ包摂的な人材、生産性とイノベ

ーションが主導する成長、バリューチェーン全体にわたる持続可

能性を組み込んだ、単一市場として繁栄する。 

*インパクトは「AEC戦略的目的と目標」に基づき、長期的な成果（10年）である。 

**成果は「AEC戦略的目標と評価」に基づき、短期から中期的な成果（1～5年）である。 
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変化の理論が働く仕組み 

 

ToCフレームワークは以下に記す4つの要素を基にしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主要推進要因（イネーブラー） 

アウトプット 

成果とインパクト 

原則 

主要推進要因は6つある。これらはAPASTIの活動、投資、イニシアチ
ブの成功を推進し、長期にわたる変化と永続的な変化のための環境を
作り出す主要な構造領域を示す。 

アウトプットは、戦略的な中期・長期目標につながる実施経路を示
し、活動と成果の間の具体的な連絡役として機能する 

ToCに含まれる成果は、地域の中期便益を決定する。この便益は
APASTIの最初の5年間に、戦略的措置に関連する活動を通じて達成さ
れる 
 
これらのインパクトは、各AMSおよびASEAN全体で市民に影響を及ぼ
す便益を表す。これらは、APASTIの戦略目的及び目標と整合してお
り、他の地域及び世界を枠組みとして行われた取り組みも反映してい
る。 

原則とは主要な前提のことであり、ToCが期待通りに機能するために
満たされなければならない重要な条件及び背景の要因を表す。これら
の原則は、ある変化が別の変化につながると予想される理由を説明
し、理論的に考えられる変化を実施した場合の現実と結びつける。こ
れらの原則は、包摂性、調和したSTI政策、共有インフラ、課題に基づ
くイノベーション、及び地域のバリューチェーンが組み込まれた原則
はAPASTIの成功を導く中核的柱であることを示唆する。 
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F. 戦略的推進要因 
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中核的な実施メカニズムがAPASTIの戦略と実行を繋げる仕組み 

 

APASTI 2026-2035は、ガバナンス、資金提供、資源提供だけでなく堅牢なモニタリング・評価フレ

ームワークを活用することで、透明性、説明責任、及び先見性のある目的との整合性を確保する。

APASTIは積極的かつ適応力のある戦略的管理アプローチを採用することで、イノベーションの最前線

に立ち続ける機会を予測・獲得し、新たな課題を軽減し、戦略的野望を維持する。 

 

これらの戦略的推進要因は、効果的な実行と連携に不可欠であり、継続的な改善の文化を育む。

APASTIは、変化する状況や利害関係者のニーズに柔軟性を持ち機敏に対応することで、イノベーショ

ンと長期的な持続可能性を育む最先端のSTI環境を推し進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナンス 

資金調達と資源 

利害関係者の関与 

モニタリングと評価 

戦略的推進要因 

戦略的管理 

APASTI 

2026-2035 

戦略的 

推進要因 
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戦略的推進要因 

 

ガバナンス 

 

APASTIの成果と進捗を実現するには、効果的なガバナンスが欠かせない。戦略は堅牢な実施メカニ

ズムに根ざしている。そのため、将来を見据えた計画と実行のギャップを埋めるとき、戦略は成功に

つながる。ASEANは、積極的かつ適応性のあるリスク管理アプローチを通じて、新たな課題を予測し

て軽減し、戦略的ビジョンの完全性を守ることができる。 

 

APASTI 2026-2035のガバナンス・フレームワークは、主要な管理機関の役割の概要を示す。次の表

は、各管理機関について示す。 

 

政策分野  STIに関するASEAN閣僚会合 (AMMSTI)  

 

 

執行機関・実施機関 

 STI委員会 (COSTI) 

COSTI諮問委員会 

(BAC: Board of Advisers 
to COSTI) 

ASEAN事務局 

COSTI小委員会 

タスクフォース 

地域と世界の科学コミュニティ センター、ネットワーク、及び補助組織 

国際機関、民間部門、及び非政府組織 

 

パートナー 

対話国、提供者、民間部門及び他の外部パートナー 

 

 

 

 

 

戦略と評価 運営と評価 助言と評

価 

凡例：

と評価 
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管理機関 説明 

政
策

 

分
野

 

AMMSTI 

・ ASEAN STIの発展について方向性を定める。 
・ APASTI 2026-2035の実施に関する指針と助言を提供する。 

執
行

機
関

・
実

施
機

関
 

 

COSTI 
・ APASTI 2026-2035の開発、モニタリング、及び実施の開始、指示、監督を行う。 

BAC 
・ 適切な時期に助言を行い、COSTIの戦略的決定を助ける。 

小委員会 

・ APASTI 2026-2035の実施に関する運用上の責任。COSTIが承認したSTIイニシアチ
ブの監督および評価の実施を含む。 

・ APASTI 2026-2035の主要強化点：2026年6月以降、APASTI 2026-2035の戦略目
標及び範囲に沿って、小委員会の数を合理化する。 

ASEAN事務局 

・ COSTIとその補助組織がAPASTI 2026-2035を実施するにあたり、主要な促進及び
調整を行い支援する。 

・ APASTI 2026-2035における主要強化点：ASEAN分野別部門及びAEC戦略計画モニ
タリング評価チームとの連携強化、ならびに小委員会への支援強化。 

 センター、ネットワー

ク、及び他の補助組織 

 

・ 多くの補助組織は臨時的な性質を持ち、小委員会が補助組織を設立するにあたっ
ては、COSTIの承認を必要とする。COSTIは、関連する小委員会による作業
計画の実施を支援する。 

パ
ー

ト
ナ

ー
 

 

対話国、提供者、民間

部門及び他の外部パー

トナー 

 

・ APASTIを支援し、実施に協力する他の主要組織 

 

APASTI 2026-2035における追加強化事項 

・ ガバナンスを見直すメカニズム：ガバナンスの枠組み（すなわち、すべてのガバナンス体制）は、

APASTI 2026-2035の最初の5年間の終了時に見直しを行い、目的に適合していることを確認する。 

・ 対話国その他の外部パートナーとの組織的エンゲージメント：様々なプロジェクトやイニシアチブの

実施は、対話国その他の外部パートナーによってこれまでも支援されており、今後も支援が続く。

APASTI 2026-2035においては、主要なエンゲージメント目標（主要なパートナー関係のオーナーの明

確化、組織化され調整されたエンゲージメントプロセス、外部パートナーの付加価値の明確化、及び

調整を含む）を達成するため、ASEAN事務局が調整をしながら、より組織的かつ正式なエンゲージメ

ントが必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな小委員会体制は2026年6

月から正式に発足する 

AEC戦略計画の更新に伴い、ガバナ

ンス体制、権限事項、戦略の整合

性を全て見直す 

新しい小委員会の構造、任務、お

よびAPASTIの重点分野と活動との

整合性を決定する 
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戦略的推進要因 

 

資金及び資源の提供 

APASTIイニシアチブを成功させるには、継続的かつ持続可能な資金提供が不可欠である。APASTI 

2026-2035は、利用可能な資金規模がイニシアチブと活動の大きなニーズに見合うものとなるように

し、地域全体でSTIが持つ可能性を解き放つ。APASTIは、4つの資金提供戦略と2つの主要推進要因を

採用し、APASTI 2026-2035の革新的かつ変革的な実施を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

APASTI 2026-
2035 

資金調達の未来像 

資金戦略 資金推進要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

Improving prioritisation and 優先順位と配分の改善 

 

Improving prioritisation and 

allocation 

協力、調整、及び統合された

コミュニケーション 

資金と資源の可用性、確実性、及び量を向上させる

継
続

的
な

ア
ク

セ
ス

と
持

続
可

能
性

を
推

進
す

る 配
分

と
管

理
の

効
率

性

と
有

効
性

を
強

化
す

る
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資金提供戦略 

APASTIの下での実施項目 資金提供戦略 

ASTIF及びその他の資本金の

規模を拡大する 

AMS及び対話国からの一時的又は定期的な追加拠出を通じてASTIFの資本金を増額す

る 

ことにより、ASTIFの利用可能な資金と経常収入を増やす 

資金源、特に民間部門から

の資金を多様化する 

以下の機会を積極的に模索し、追求する 

・ 民間部門の投資と貢献を可能にし、一般財源と資金の可用性を向上させる 

・ 多様な資金源を誘致し、活用する。例えば、イニシアチブを複雑なものにして、

AMS、対話国、多国籍提供者から成り立つ共同資金と拠出を得ることができる 

 

資金提供の透明性、明確性、

可視性を向上させる 

資金源と資金提供手段について、以下を確保する 

・ AMSに十分に伝達され、可視化されている 

・ 資金提供プロセスと基準が合理化され、透明性とアクセス性を備えている 

・ 利害関係者に対し、新たな機会などの情報を定期的に提供する 

・ 資金提供ニーズと主要優先分野を整合させ、事務サポートが利用できるよう

に構成されている 

優先順位と配分を改善する 
優先順位の包括的枠組みを構築・実施し、限られた資金と資源を、効果の高いイニシア

チブに向ける。主な基準には、整合性、インパクト、持続可能性、公平性、及びモニタ

リングが含まれる。 

 

資金提供推進要因 

APASTIの下での実施項目 資金提供推進要因 

人材と人員能力の向上に専念

する 

資金拠出と配分を拡大するために、APASTIは以下を行う 

・ 資本投資と資金配分で、主要人員の能力向上に投資する 

・ 資金提供活動の拡大、ASTIF投資イニシアチブの管理、及びASTIF資金申請・

配分プロセスの合理化のために、十分に資源を与えられた専任者を配置する 

あらゆる業務で、協力、調

整、及び統一されたコミュニ

ケーションを主流化する 

APASTIの管理機関全体において効果的な資金管理と調整を支援するために、APASTIは

以下を行う 

・ 資金提供者に対して、ASEAN協力の統一的な取り組み方針とその代表としての

形を示す。 

・ APASTIの投資に対する資金提供者の意識と信頼を高める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材と能力の向上に向けた優先的な強化策、

行動、および資源を決定する 

資金の優先順位について、その構成と基準を

確定する 

資金調達戦略と推進要因を見直し、AEC戦略

計画の更新と整合を図る 

資金調達推進要因に優先順位を付ける 

運用に向け、直接的な推進要因を決定する 

資金拠出の最低基準、共同資金調達の手順、お

よび便益配分の手順（AMS間、民間部門間ま

たはAMD・民間部門間）を決定する 

人材と能力の向上に向けた優先的な強化策、行動、

および資源を決定する 

資金調達の優先順位付けの手順と基準を確定する 
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戦略的推進要因 

 

利害関係者のエンゲージメントとコミュニケーション 

 

APASTIの利害関係者は複雑な環境の中にいる。多くの場合、様々なグループが様々な戦略的イニシ

アチブの支援と貢献において複数の役割を担う。APASTI 2026-2035の戦略的目的を達成・維持し、幅

広い目標と戦略的措置を整合させる上で、利害関係者のエンゲージメントは効果的なものとしなけれ

ばならない。 

今後10年間のAPASTIの成功を確実なものとするために、APASTI 2026-2035は実行者が個々に合わ

せたエンゲージメント戦略を策定できるよう支え、権限を与える。APASTIは、STIエコシステム全体

で利害関係者の貢献と影響力をまとめて活用し、STIの発展に向けて主要な成果を達成し、地域全体で

効果的な連携を促進する。 

APASTIにおける利害関係者のエンゲージメントは、R&Dコミュニティの主要な行為主体、並びに民

間部門、一般市民、企業家、イノベーター、及び政府機関をまとめてアイデア、専門技能、技術の多

様な相互作用を促進し、STIの価値創造を促進する。 

緊密なエンゲージメントと関係を構築することで、ASEAN は急成長技術分野に進出し、産業能力の

格差に対処し、市民のニーズを満たす個別のイノベーション戦略を策定できるようになる。 

APASTIの利害関係者のエンゲージメント戦略は、地域の人材プールを拡大させ、ASEANのSTI推進

を牽引し、雇用創出を促進し、包摂的な成長を牽引する。利害関係者のエンゲージメントが緊密であ

れば、APASTIイニシアチブへの信頼と参加が高まり、利害関係者が共通の目的に向けて協力すること

で、より効果的で持続可能な成果を促進する。 

このような共通認識と多様な意見があれば、STIの成果を市民生活の実践的な改善に結び付けること

ができ、STIの進歩に対する市民の支持にも弾みがつく。 

 

以下の表は、APASTI 2026-2035の成功に不可欠な主要利害関係者グループ、特に非政府行為主体及

び10年間で変化すると考えられるそれらの役割を示す。 

 

意思決定 実施 資金提供 政策策定 受益者 

 AMS政府  AMS政府  民間部門  AMS政府  民間部門 

 AMMSTI  民間部門 大学・研究機関  AMMSTI  市民 

 COSTI  大学・研究機関  対話国  COSTI  大学・研究機関 

  対話国  AMS政府   メディア 

  COSTI  提供者   対話国 

  小委員会    AMS政府 
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利害関係者のエンゲージメントとコミュニケーションに関する戦略の詳細については、付録Dを参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利害関係者のエンゲージメントとコ

ミュニケーションに関する戦略の開

発と運用 

利害関係者のエンゲージメントに関

する戦略の見直しとAEC戦略計画の更

新との整合性 

STI利害関係者の特定とマッピング 

STI利害関係者グループの優先順位 

戦略の有効性評価と改善 
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戦略的推進要因 

 

モニタリングと評価 

 

APASTI 2026-2035のモニタリングと評価は、計画の実施が責任あるものであり、透明性を保ち、新

たな動向や課題に対応できることを確保するために行われる。モニタリングと評価は、5年ごとに2つ

のフェーズにわたって実施される。第1フェーズは2026-2030年、第2フェーズは2030-2035年であり、

実施状況について評価する。この2段階方式を採用することで、AEC戦略計画の5年ごとの見直しでは

重点分野を判断し、ASEAN全体で技術開発や動向が変化する中で、AEC戦略が柔軟性、適応性、機敏

性を維持できるようにする。 

APASTI 2026-2035は、データに基づく洞察、批判的考察、及び継続的な学習を活用し、今後10年間

にわたる包摂的で持続可能な成長を推進する。 ASEANは中長期的な成果を積極的かつ厳格に調べ、新

たな課題を特定し、投資とイニシアチブをリアルタイムで調整することで、持続的かつ永続的な変化

に対応できる環境を創出することができる。 

APASTIモニタリング・評価フレームワークはAEC戦略計画2026-2030のモニタリング・評価フレー

ムワークと緊密に連携している。目的達成は成果・アウトプットの包括的指標、定期的な評価、及び

戦略的検討ポイントを通じて判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価計画は、APASTI 2026-2035の計画的かつ定期的な評価を進めるものであ

り、適切性、有効性、効率性、インパクト、持続可能性といった主要分野に焦点を

当てている。このアプローチにより、APASTI戦略は依然として関連性と影響力を

保ち、主要なSTI影響分野では改善を継続的に行うことができる。 

 

プロセスレビュー #1 中期レビュー プロセスレビュー＃2 終期レビュー 

実施の 
一貫性 

 実施中     成果段階 

 
Outcome 

Stage  

実施の 
適応 

実施の 
一貫性 

実施の 
適応 

中期 
成果 

実施の 
適応 

実施の 
一貫性 

長期 
成果 

長期イン
パクト 

持続可能性 

 実施中  成果段階    インパクト段階 
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評価計画ではインパクト及び達成をガバナンス及び実施の手法と結びつける。これにより、ASEAN

はAPASTIの成功と課題の背後にある主要推進要因を現実的に、状況に合わせて理解することができ、

STIの変化の実現に関するロードマップを作ることができる。APASTIはこの構造を利用して以下を実

現する。 

 

 

APASTIの下での実施項目 戦略 

意思決定を強化する 包括的かつリアルタイムのデータを収集し、効果的かつタイムリーな

STI介入を行う 

説明責任と透明性を向上

させる 

 

利害関係者の説明責任を確保し、実施活動を通じて利害関係者の信頼

と信用を高める堅牢なフレームワークを活用する 

APASTIの効果を高める APASTIの効果を高める 

継続的なフィードバックと適応型学習をモニタリング・評価プロセス

に組み込むことで、変化する人口動態のニーズにさらに対応し、STI

の傾向に遅れを取らないよう、イニシアチブを向上させる 

包摂的な開発を確保する ASEANは、多様な利害関係者を巻き込み、細分化されたデータを収

集することで、あらゆる集団のニーズと視点を考慮して公平かつ持続

的なSTIの成果を推進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データテンプレートと

指針文書の作成 

最初のプロセス

レビューの終了 

モニタリング・評価プロセス

のレビュー及びAEC戦略計画

の更新に整合させる計画 

成果指標、実施活動、アウト

プット指標、及び関係する基

準値データとKPIをレビュー

し、確認する 

モニタリングと必要データ容

量の評価 

テンプレートと指針文書に基

づいてレビュープロセスを実

施する 

第2回プロセスレビューの完了 
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戦略的推進要因 

 

戦略的管理 

 

積極的な戦略的管理を行うと、APASTIは主要戦略を潜在的な機会と整合させ、リスクを軽減するこ

とができる。これにより、変化する状況に適応し、10年間の実施期間中に起こるかもしれない新たな

機会を捉えることができる。すると過去の教訓を取り入れ、既知の失敗点を回避することができる。

長期の目的及び目標の達成を保障する措置となり、新たな傾向や環境の変化に適応した対応を取れる

ようになる。APASTI 2026-2035は、ASEANにおけるSTIの成功を阻害する可能性のある新たなリスク

と機会を特定するために、内部環境と外部環境のモニタリングを継続的に実施する。 

免責事項：このセクションに記載の情報は2025年時点のものである。状況及び情報は10年間の実施期間中に変化する

可能性があることに注意されたい。利害関係者は、あらゆる変化を反映し、APASTI 2026-2035の戦略的目的との継続

的な整合性を確保するために、リスク管理戦略を定期的に見直し、更新することが推奨される。 

APASTIは、目的と目標の達成に影響を与える世界情勢、技術開発、規制の変化、社会・地政学的要

因を常に把握するとともに、以下のリスクを監視し、軽減する。これらのリスクは過去の行動計画に

おける主な欠陥から判明しており、継続的な反省と改善を重視している。 

 

機会とリスクの分野 管理戦略 

資金提供 

十分な資金と資源を確保す

る能力（特に開発途上国へ

の依存や不安定な地政学的

背景において）。 

 

多様な資金源の検討と、その有効性を評価する定期的な見直しなど、包括的な資金提供

戦略を開発し、維持する。この戦略は定期的に見直される。（COSTI及びSC） 

構造化され、調整された手法で資金提供を行い、AMSと主要利害関係者間の継続的な対

話と連携を促進する。（ASEAN事務局） 

平等な参加と便益配分 

STIの高度政策意思決定の

中でジェンダー平等を確保

し、また、女性への機会提供

となるプロジェクトに適切

な資金配分をする。 

主要プロセス及びKPIモニタリングについて、AMSの包摂的なエンゲージメントを確保

し、あらゆる視点を考慮し、連携と共同実施の手法を強化する。(COSTI。ASEAN事務局

の支援を受ける) 

地域プロジェクトにおける参加型計画プロセスを実施し、資源配分の決定においてコミ

ュニティに権限を与え、責任と透明性を推進する。(COSTI。ASEAN事務局の支援を受け

る) 

ジェンダー平等と社会的包

摂 

STIの高度政策意思決定の

中でジェンダー平等を確保

し、また、女性への機会提供

となるプロジェクトに適切

な資金配分をする。 

主要な実施活動、ガバナンス、資金提供及び資源提供、APASTI実施活動、並びにモニタ

リング及び評価の全体にわたって、社会的包摂とジェンダー主流化の原則をさらに強く

統合する。（COSTI。ASEAN事務局の支援を受ける） 

APASTIの継続的な適切性 

急速な技術進歩や将来の危

機（パンデミックなど）は、

APASTI内の特定の要素が

持つ継続的な適切性と有効

性に影響を与え、最終的に

様々な分野の利害関係者のエンゲージメントを継続し、APASTIの適切性に関する知見

とフィードバックを収集する。（ASEAN事務局） 

定期的なレビュープロセスを実施し、STIで新たな進展と機会を反映させる。（COSTI。

ASEAN事務局の調整を受ける） 

COSTI諮問委員会 (BAC) の支援を強化して、戦略的方向の情報を強化する。（COSTI
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は進展を阻害し、その有効

性を低下させる可能性を持

つ。 

及びBAC） 

長期的強靭性のためにSTIの構造を強化する。（すべての管理機関） 

資源提供 

必要な分野における熟練し

た人材と専門家の確保（例：

人材の維持、イニシアチブ

の遂行、技術の進歩に合わ

せた能力）。 

APASTIの目的と目標について理解を深めてもらうために、新規職員の知識共有と研修

を強化する。（BAC及び小委員会） 

パートナーシップを構築して専門技能と資源を活用し、知識共有と連携を促進する。（す

べての管理機関） 

ボランティア認定制度を確立し、APASTIの効果的な実施に対するモチベーションと意

欲を高める。（ASEAN事務局） 

APASTIの一貫した普及 

AMS全体でAPASTIが十分

普及し、効果的に活用され

れば、一貫した実施と地域

目標達成への効果向上につ

ながる。 

APASTI普及の中で、ベストプラクティスに関する知識共有と相互学習を実施する

（ASEAN事務局） 

調整されたアプローチの実

施 

プロジェクト実施にあた

り、効果的な調整と統合的

なアプローチ（他の分野と

の連携を含む）により、活動

とAPASTIの目的との整合

性を強化し、効率性と相乗

効果を向上させる。 

標準化された提案テンプレート、デジタルワークフロー、報告要件を作成し、期待を整

合させる（ASEAN事務局） 

職能横断型チームを通じて連携の文化を育くむ。（すべての管理機関） 

レビュープロセスに組み込まれたフィードバック方式を通じて、継続的な改善を促進す

る（ASEAN事務局） 

プロジェクトの成功 

目標、タイムライン、予算を

達成したプロジェクトは、

強い影響力を持ち、利害関

係者はさらに広範な目的と

目標を達成する能力につい

て信頼と確信を高めるよう

になる。 

堅牢なAPASTIモニタリング・評価フレームワークを開発・実施して、プロジェクトの進

捗、関連性、及びインパクトを継続的にモニタリング・評価する。 (COSTI、APASTIタ

スクフォース、及び小委員会) 

将来の実施に役立てるために、実施後レビューを実施する。(小委員会。ASEAN事務局

の支援を受ける) 

コミュニケーションと文化

理解 

AMSには多様な言語と文

化がある。このため、誤解、

誤解釈、及びエンゲージメ

ント不足につながり、結果

として連携やイニシアチブ

の成功に影響を及ぼす可能

性があり、イニシアチブの

有効性や利害関係者の信頼

が低下し、地域統合の機会

損失につながるかもしれな

い。 

コミュニケーション手法に関する利害関係者の懸念に対するフィードバック制度を導

入する。（ASEAN事務局） 

コミュニティ主導のアプローチを促進し、地域の文化や背景に関する知識の活用に役立

てる。（小委員会） 
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リスク分野それぞれに関する詳細なリスク軽減戦略は付録に記載されている。 

免責事項：このセクションに記載の情報は2025年時点のものである。状況及び情報は10年間の実施期間中に変化する

可能性があることに注意されたい。利害関係者は、あらゆる変化を反映し、APASTI 2026-2035の戦略的目的との継続

的な整合性を確保するために、リスク管理戦略を定期的に見直し、更新することが推奨される。 

 

  

AEC戦略計画の更新に合わせて、

関連するリスクと機会、及び関係

のある管理戦略を調べる。 

管理戦略を最終決定

し、責任者の任命を確

認する 

内部・外部要因の継続的モニタリング 
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戦略的推進要因 

 

行動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

APASTIの成功を実現させるためには、10年間の計画期間の当初から、一連の段階的な移行と活動を

行い、実施体制を進化させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月    8月    9月    10月   11月   12月    1月    2月    3月   4月    5月    6月    7月    8月 

 

開始前計画期間（2025年） 実施期間（2026-2035年） 

フェーズ1 

 

APASTI 2016-2025終了 

 

APASTI 2026-2035開始 

 

ガバナンス 

実
施

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

ワ
ー

ク
ス

ト
リ

ー
ム

 

利害関係者のエンゲ

ージメントとコミュ

ニケーション 

合理化されたSC構造、権限事項、並びにガバナンス体制をAPASTI

の重点分野及び活動との整合を定める 

小委員会移行期間 

新しい小委員会構造が 

正式に発効する 

特定とマッピング 

STI利害関係者グループの優先順位 
利害関係者のエンゲージメントとコミュニケーションの

発展 

資金調達と資源提供 

資金調達推進要因の優先順位をつける。実施に向け

た即時的な推進要因の特定 

資金調達のための優先順位の構造と

基準の最終決定 

資金拠出の最低額、共同資金調達体系及

び便益配分体系（AMS間、民間部門間

又はAMD・民間部門間）の決定 

人材と能力の向上に向けた優先的な

強化策、行動、および資源の決定 

優先事項の実施に向けた追加資金と

資源の確保 

モニタリングと評価 

成果指標、実施活動、アウトプット指標、及びKPI

の見直しと確認 

モニタリングとデータ容量のニーズ評価の実施 

データテンプレートと指針文書の作成 

データ収集と分析 

戦略的管理 

フェーズ1、第1段階のデータの収集と分析 

管理の戦略と責任者の最終決定 

内部・外部要因の継続的モニタリング 
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これらの段階的な移行と、主な実施体制それぞれ（ガバナンス、利害関係者のエンゲージメントと

コミュニケーション、資金提供と資源提供、モニタリングと評価）に直接かかわる主要活動は、実

施・行動計画にまとめられている。実施・行動計画は、移行の3つの主な段階、すなわち開始前計画、

移行、及び完全実施を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェーズ2 

8月   9月   10月   11月  12月 

中期レビュー 期末レビュー 

対話国のためのASEAN国別

コーディネーター職

（2027-2030年）の改正 

AEC戦略計画の改定に伴う

ガバナンス構造、権限事

項、戦略の整合性の見直し 

対話国のためのASEAN国別

コーディネーター職

（2031-2034年）の見直し 

AEC戦略計画の改定に伴う

ガバナンス構造の確認、権

限事項および戦略の更新 

 

対話国のためのASEAN国別

コーディネーター職

（2031-2034年）の改正 

AEC戦略計画の改定

に伴うガバナンス体

制および戦略の整合

性の見直し 

利害関係者のエンゲージメ

ント戦略の見直しとAEC戦

略計画の改正との整合性 

利害関係者のエンゲージメントの実施 

戦略の有効性評価 

利害関係者のエンゲー

ジメント戦略の確認と

AEC戦略計画の改正と

合わせた更新 

利害関係者のエンゲ

ージメント戦略の見

直しとAEC戦略計画

の改正との整合性 

資金調達戦略と推進要因

の確認、AEC戦略計画の

改正と合わせた更新 

資金調達戦略と推進

要因の見直し、AEC

戦略計画の改正との

整合性 

資金調達戦略と推進要因

の見直し、AEC戦略計画

の改正との整合性 

テンプレートと指針文書に基づくレビュー

プロセスの実施 

AEC戦略計画の改正

に合わせたモニタリ

ングと評価のプロセ

スと計画の見直し 

AEC戦略計画の改

正に合わせたモニ

タリングと評価の

プロセスと計画の

見直し 

AEC戦略計画の改正

に合わせたモニタリ

ングと評価のプロセ

スと計画の確認及び

更新 

プロセスレビュー プロセスレビュー 

フェーズ2、第1段階のデータの収集と分

析。4年目に第2段階に進む 

フェーズ3、第3段階のデータの収集と分析 

AEC戦略計画の改正

に合わせた、機会と

リスクの関連性及び

関係する戦略の見直

し 

AEC戦略計画の改正に合

わせた、機会とリスクの

関連性の確認及び関係す

る戦略の更新 

AEC戦略計画の改正に合わせた、機会

とリスクの関連性及び関係する戦略の

見直し 
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付録A 
ASEAN状況分析 

 
  



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2025-PD-ASE01 

47 

グローバル・イノベーション・インデックス（GII）は、政策環境、教育、インフラ、知識創造など

約80の指標に基づき、約130の経済圏のイノベーションの業績をランク付けする。このインデックスは

世界知的所有権機関（WIPO）が毎年公表するものであり、ASEANがイノベーションに関する全体的

な業績と進捗状況を時系列で見る際に役に立つ。 

2016年から2024年にかけて、ほぼ全てのAMSがGIIのランキングで平均して8位向上している。これ

は、ASEAN全体におけるSTIの進歩を示している。この期間にランキングが大幅に向上したAMSはい

くつもあったのに対し、下がったAMSはわずか2か国であった。以下の表はランキングと、比較のため

に選定された対話国のランキングを示す。 

 

表1：選定された対話国とAMSのグローバル・イノベーション・インデックス・ランキング1 

AMS・対話国 2016 2018 2020 2022 2024 
2016年から2024

年の変化 

ブルネイ・ダルサラーム国 71 67 71 92 88 -17 

カンボジア 95 98 110 98 103 -8 

インドネシア 88 85 85 75 54 34 

ラオス人民民主共和国 N/A N/A 113 112 111 N/A 

マレーシア 35 35 33 36 33 2 

ミャンマー N/A N/A 129 116 125 N/A 

フィリピン 74 73 50 59 53 21 

シンガポール 6 5 8 7 4 2 

タイ 52 44 44 43 41 11 

ベトナム 59 45 42 48 44 15 

 

AMS変化の平均 

      

8 

オーストラリア 19 20 23 25 23 -4 

カナダ 15 18 17 15 14 1 

中国 25 17 14 11 11 14 

インド 66 57 48 40 39 27 

日本 16 13 16 13 13 3 

ニュージーランド 17 22 26 24 25 -8 

韓国 11 12 10 6 6 5 

ロシア連邦 43 46 47 47 59 -16 

米国 4 6 3 2 3 1 

 

選定された対話国の変化平均 

 

3 

 

 

 

 

 

 
1 世界知的所有権機関（WIPO）、WIPO世界イノベーション・インデックス、2016-2024、https://www.wipo.int/en/web/global-

innovation-index から引用 

凡例 

最高 

最低 最低 

最高 

https://www.wipo.int/en/web/global-innovation-index
https://www.wipo.int/en/web/global-innovation-index
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1.2 ASEANに影響を与えるメガトレンド 

ASEANは、地政学的変化、取引関係の変容、環境問題、人口動態の変化を乗り越える中で、STIと全

体的な進歩に影響を与え得る大きな機会と差し迫った課題の両方に直面している。STIの発展に影響を

与え、あるいはSTIに発展の機会を与えるかもしれない要因を理解することは、APASTIを成功させ、そ

して持続可能な成長を促進し、地域協力を強化し、AMS全体で包摂的な開発を確保する効果的な戦略を

継続的に開発するにあたり不可欠である。 

重要なことは、『メガトレンド』がASEAN内外で変化の推進力となっていることである。「ASEAN経済

共同体（AEC）ポスト2025年研究2」と「APASTI 2026-2035の予測3」は、本APASTIの期間中に発生す

る可能性が高い主要なメガトレンドを重要視している。分野別計画であるAPASTIは、これらのメガトレ

ンドに対応する形でSTI能力の向上に焦点を当てる必要がある。AMSがSTIの発展を活用し、主要な課題

に対処する能力を持つことは、将来の安全保障と繁栄に対する決定的な要素である。図1に特定された

メガトレンドを示す。また、その概要についても以下に記す。 

図1：ASEANに影響を与えるメガトレンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2 AUS4ASEAN Futures、最終報告書：ASEAN経済共同体（AEC）ポスト2025年研究：ASEAN経済共同体（AEC）2045に向けて：

ASEAN経済共同体（AEC）2045の選択肢と可能性、2024年11月8日 
3 CSIRO及びASEAN、ASEAN科学技術イノベーション行動計画（2026-2035年）の予測、2024年12月 
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1.2.1. 技術の進歩 

 

生成AIなどの新興技術は、STI、イノベーション、生産性全般にわたる知識とプロセスを大幅に向上

させる可能性を秘めている。例えば、量子センシングは分子プロセスの理解を深め、元素検出の精度

を向上させる。このような技術はASEANに大きな潜在的価値と業務効率をもたらす一方で、以下のよ

うな課題も関連して存在する。 

 

・ サイバーセキュリティの脅威 – デジタル技術の統合が進むにつれて、各国はサイバー攻撃に対してま

すます脆弱になってきている。サイバーセキュリティが破られると機密情報は危険にさらされ、一般

市民や企業の技術に対する信頼は低下していく。近年、ASEAN諸国の機関を標的とした攻撃が急増し

ている。だが、堅牢なサイバーセキュリティシステムは依然として不足している。例えば、2024年に

は東南アジアにおけるサイバー攻撃の件数は前年比で2倍であった4。 

・ 不平等となるインパクト – ASEAN全域の遠隔地や支援を必要とする地域社会の多くは、技術へのアク

セスが限られている。するとデジタルデバイドが生じ、教育とイノベーションの障害となり、さらに

は地域全体で不平等が悪化することになる。 

・ 消費者市場の動き―データ収集とAIを活用したマーケティングが急増したため、消費者との信頼関係に

問題を引き起こし、ソーシャルネットワークプロバイダーの権力集中を生み出している。持続可能

性、品質保証、認証制度に関する主張の検証は、いずれも慎重かつ適切に行われている。 

 

1.2.2. 加速する気候変動 

 

地球温暖化が加速しているため、気候変動への適応と強靭性に関する行動が必要である。ASEANは

特に脆弱であり、台風、洪水、干ばつといった極端気象現象や自然災害には頻繁に起こっている。こ

れらの現象は、重要なインフラに損害を与え、動物や人々を移動させる。また、長期的な傷害やトラ

ウマを引き起こし、汚染を悪化させ、地域住民の安全リスクを高め、STIよりも緊急性の高い復興活動

に資源を配分し直す必要が出てくるかもしれない。 

 

ASEANエネルギーセンターによると、ASEAN加盟国が今まで通りの活動を続けた場合、ASEAN全体

のエネルギー消費量は2017年から2040年の間に146%増加すると推定されている5。しかし、自然由来

又はグリーンなソリューションを通じて成長することはできる。ASEANは再生可能エネルギー、持続

可能な農業、緊急対応システム、保全技術といった世界的な取り組みを支援することで、エネルギー

使用量を削減し、地球温暖化のペースを遅くすることができる。 

 

 

 

 

 
4 ポジティブテクノロジーズ、東南アジアへのサイバー攻撃は2024年に倍増、2025年3月20日 
5 ASEANエネルギーセンター、第6回ASEANエネルギー展望2017-2040、2020年11月 

 
ASEAN加盟国が今まで通りの活動を続けた場合、ASEAN全体のエネルギー消費量は2017年か
ら2040年の間に146%増加すると推定されている。 
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1.2.3. 人口動態の変化 

ASEANは2045年までに上位中所得国経済へと移行し、消費の増加は新たなビジネスチャンスを生み

出すであろう。しかし、競争力を維持し、包摂的な発展を確保するためには、賃金上昇、高齢化、所

得格差といった課題に対処する必要がある。考慮すべき主要な人口動態の変化を以下に記す。 

 

・ 高齢化 – 高齢化は世界的な傾向ではあるが、一部のASEAN加盟国（タイ、シンガポール、ベトナム、

ブルネイ、マレーシアなど）では、世界の他の国々よりもはるかに速いペースで高齢化が進むと予想

されている。高齢化へのインパクトとしては、国民一人当たりの医療費の上昇、デジタルリテラシー

の低さ、労働力不足などが挙げられる。 

・ 若年層 – 高齢化は世界的な傾向として進んでいるが、ミャンマー、カンボジア、フィリピン、ラオス

人民民主共和国など、一部のASEAN諸国では若年層人口が増加している。この構造のインパクトによ

り、若年層の失業率が上昇し、技術知識格差及びデジタルインフラ格差が発生し、また、若年層向け

サービスを提供する必要性が生じている。しかし、若く活力のある人口は、STIを成長させる強力な基

盤となる可能性も秘めている。 

・ 人口の移動 – 人口の移動が活発になると、ASEANと世界全体で知識共有の機会を生み出す。その一

方、ASEANは、未熟練移民の雇用、他地域での技能・資格の認定、文化の違い、及び遠隔投票といっ

た解決策についても意識しておく必要がある。 

・ 健康人口統計 – ASEAN全体で、蚊媒介性疾患、栄養失調及び低栄養（一部地域では減少傾向にあるも

のの根強い）、心血管疾患・がん・糖尿病・慢性呼吸器疾患の罹患率が増加している。がん罹患率の

上昇、ライフスタイル・食生活の変化（ファーストフードや加工食品の普及率の増加を含む）も見ら

れる。これらの特定の健康課題の治療または予防に役立つSTIの発展を優先事項とすることが期待され

る。 

 

1.2.4. 政情不安とガバナンス 

一部のASEAN諸国では政情不安が見られ、これがSTIイニシアチブを混乱させ、投資を控えさせ、長

期計画を損なうことが考えられる。汚職と官僚制度による非効率性は、進歩をさらに困難にする。加

えて、東西間の分極化が進むとASEANにとって機会となるが、その一方、紛争や保護主義のリスクも

考えられ、資本の流れや資源が制限されるかもしれない。 

 

1.2.5. パンデミックと健康危機 

COVID-19のような健康危機は、医療の重点と資源を差し迫ったニーズにシフトさせ、他の分野の研

究を遅らせ、STI活動に混乱をもたらしうる。例えば、COVID-19パンデミックの間、健康危機とは無

関係の多くの研究プロジェクトの優先順位が下げられた。さらに、このような健康危機は、STI活動及

び研究を混乱させるだけでなく、経済活動や投資活動を幅広く減速させる。経済が低迷するとSTI イ

ニシアチブへの資金が削減され、イノベーションと成長が阻害される。また、教育制度に混乱が起こ

り、国の STI 技能と能力の発展に永続的なインパクトを与える可能性がある。 
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1.2.6. 取引の流れの変化 

近年、地政学的緊張が取引に影響を与え、取引ルート、共有資源、サプライチェーンに影響を与え

ている。例えば、2018年に米国が中国に関税を課した際には、生産拠点が他国に移転した（多くは

ASEAN加盟国への移転だった）。 

中国のサプライチェーンの多様化はASEANに恩恵をもたらすが、付加価値を高め、中国からの輸入

への依存を減らすことで、他の地域に機会を奪われることを避けることができる。 

 

1.3 主要な地域的・構造的課題 

地域全体の発展は、今まで複数の地域的・構造的課題の影響を受けてきた。また、今後も影響を受

けることであろう。要因については、APASTI 2016-2025のレビュー及びASEAN Foresight Allianceが

行った調査により特定された。本APASTIでは、期間の間に計画がこれらの課題を軽減する方法又は解

決策を提供する方法について検討する。 

 

1.3.1. STI能力の不均衡性 

ASEAN諸国間では、科学インフラ及びR&D能力に大きな格差がある。シンガポールはミャンマー、

ラオス、カンボジアといった新興国のはるか先を行っている。スキル構築において、協調的かつ標準

化された手法がないことが、APASTIの目標達成の大きな課題となっている。 

不平等な発展と不均衡なスキル開発は、包摂的な地域統合を制限し、新しい持続可能性市場への移

行の妨害となる。さらに、STI能力の不均衡性は、同等の技術熟成度を必要とする地域全体のイニシア

チブの実施を阻害する。 

 

頭脳流出 

多くの優秀な科学者や研究者が良い機会を求めて高所得国へ移住する。そのため、地域における
知識移転、専門技能、そして人材の喪失という結果となる。これは、人的資本の発展、生産性、
及び経済成長の格差に大きな影響を与える。しかし、多くのASEAN諸国では、生活水準が向上し、
経済が安定してきているため、熟練した専門家が戻ってきている。 

限られた資金 

投資を増やしている国もあるものの、ASEANにおける科学技術への総資金は、米国、欧州連合、
中国といった世界のリーダーたちと比較して比較的低い水準にある。さらに、資金調達方法に関
する理解に違いがあるため、発展途上中のASEAN加盟国が技術力においてさらに遅れをとると
いう悪循環を生み出している。 

技術へのアクセスの不平等 

ASEANでは、農村部や支援を必要とする地域社会はエネルギー、技術、インターネット接続への
アクセスが十分ではないことが多く、デジタルデバイドを悪化させ、STIの包摂的なインパクト
は制限される。例えば、インドネシアやカンボジアの遠隔地ではインターネットへのアクセスが
限られており、気候変動災害や新興技術といった課題に対処する教育やイノベーションへの平等
なアクセスは抑制されている。 

教育と人材 

ASEAN加盟国の間で見られる教育の質と一貫性次第で、STIの能力とスキルに大きな格差が生ま
れている。この格差は現在の傾向によってさらに悪化するかもしれない。例えば、低技能の人々
は一般的に自動化技術の影響を受けやすい。 
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1.3.2. 連携関係の欠如 

 

一貫性のない政策の枠組み 

AMS 間の政策は調和が取れておらず、規制の枠組みが十分ではないため、地域の連携や研究者・資

源の移動は制限される。また、一部の AMS では、新規ベンチャーや企業の規模拡大が阻害される。政

策枠組みが多様であると、一貫性のある業績指標や評価手法の開発が難しくなるかもしれない。 

 

APASTIに対する地域と世界の認識の違い 

STI分野と非STI分野の両方において、理解不足やアクセスの困難さからAPASTIに関する認識に地域

全体でばらつきが生じている。これがAPASTIの採用及び実施、並びにAMSの中の主要イニシアチブに

影響を与えている。このため、APASTIの目標を教育、貿易、産業といった他の政策分野に統合する機

会が制限されている。 

 

APASTI と国家優先事項の不整合 

APASTI と AMS 各国の優先事項が整合していないと、APASTI の目的を連携、経済開発、公衆衛

生、環境の持続可能性といった重要な分野にうまく統合できないかもしれない。明確な整合性がなけ

れば、AMS は APASTI イニシアチブの優先順位付けを巡って混乱し、国全体の発展とイノベーション

の取り組みの強化に必要な連携と資源配分の機会を逃すことになる。 

 

不十分な産学連携 

学術機関と産業界の連携はまだ十分発達しておらず、研究の実用化は制限されている。産業界と学

界の連携が弱いと、研究の場で開発された新技術の導入が遅れ、研究の市場対応力が制限されると考

えられる。また、STI スキルと産業界のニーズにミスマッチがあるとも報告されている。 

 

少ない高品質の研究結果と一貫性のないデータ収集 

論文数は急増しているものの、AMS の研究は世界の中でもインパクトファクターや被引用数は比較

的低いままである。さらに、データ収集に関するツールや方法の利用が一貫していないため、AMS に

とって日常的な連携や情報共有は困難である。 

 

1.3.3. 外国技術への依存 

 

現在、STI 分野において、多くの ASEAN 加盟国は輸入された技術と専門技能に大きく依存してい

る。例えば、多くの ASEAN 加盟国は、自国の技術産業の中でも半導体やソフトウェアを輸入してい

る。外国の技術、稼働容量、能力に依存すると、ASEAN の能力開発は制限され、外的な混乱の影響を

受けやすくなる。 
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1.3.4. インフラ格差 

 

ASEAN 全体でインフラとサービス向上の必要性が開発用資金を上回っている。デジタルインフラと

物理的インフラの双方が十分でなければ経済・社会の発展も遅れる可能性があり、ASEAN が R&D な

どの主要な STI 活動を行う手段を持たないことを意味する。 

 

1.3.5. 社会的包摂と多様性への障壁 

 

社会的包摂とジェンダー平等の向上に関連する構造的、文化的、そして制度的な課題が依然として

存在している。この課題は特に STI 分野において見受けられる。これは多様なグループの STI への完

全な参加を妨げ、人材育成及びイノベーションの機会が奪われていることを示す。 

 

STI 分野への女性の参加はまだ十分ではない 

APASTI 2016-2025 は、女性、若者、その他 STI 分野における少数派集団に関して、ジェンダー平

等、障がい、社会的包摂（GEDSI）をある程度改善した。しかしながら、AMS 全体における GEDSI

格差を埋める上で、依然として構造的、文化的、制度的な障壁は残っている。STI 分野で様々な少数派

集団の参加を改善するには、排除の根本原因に対処するという明確な目標を掲げた、包括的かつ統合

的なプログラムが必要である。 

 

APASTIによる進展にもかかわらず、女性はSTI分野の中で、今でも労働者の平等な参加と報酬の確保

という課題に直面しており、STI関連の高等教育の中で、女性は未だに少数派である。政策立案や指導的

立場では女性の数は少なく、これが更に女性の参加が進まず少数派にとどまっている理由である。例え

ば、STI分野で働く女性の多くは若手又は中堅の地位に就いているが、この地位に使われるのは短期資

金である。その結果、STI 分野の人材の離職率が高くなり、管理職が専門能力開発やリーダーシップの

機会を与えようとしても、その動機は弱くなる。 

 

GEDSIへの障壁は広く存在し、変化を生み出すには、分野横断的な対応を徹底して行う必要がある。 

APASTI 2016-2025 は、GEDSI を多少取り扱った程度であり、主に「推進力 2：人材移動、人と人

との繋がり、及び包摂性」に記載していた。しかし、GEDSI の課題は STI のあらゆる側面に広がって

おり、例えば政策決定における存在感、教育へのアクセス、産業界及び学術界への参加、STI の発展か

ら生じる経済その他の便益の享受、などの課題がある。 
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図2：ASEAN全体におけるSTI分野のジェンダー平等と女性の存在感のばらつき 

 

 

 

1.3.6. STI を継続的に発展させるためには、若者への機会拡大が必要 

 

ASEAN 全体でかなりの数の熟練した若年層が存在するため、生産性の高い労働力と高度なデジタル

リテラシーを持つ消費者層を継続的に育てることができる。こうした若年層を育成し、次世代に STI

に関する知識を伝えるためには、若者が STI における重要な機会にアクセスできるようにする必要が

ある。次世代のために機会を作り出す上での主な障壁としては、以下のものが挙げられる。 

 

 

 

AMSの中で男性研究者よりも女性研究

者の割合が高いのはミャンマーとフィリ

ピンの2か国だけである 
 
 
 
 
 

 

 

平均して、STI分野

を卒業した女性は

19.3%だった 
 
 
 

 
一般的に、ATEM分野
の女性の収入は男性
の68%ほどにしかな
らない 

 
 

ASEAN30か国の中で、女

性が経営し、10億ドル以

上と評価される非上場ス

タートアップ企業がある

のはわずか3か国である 

 

AMSで女性が大臣職に占める割合は8.6%である。意思決定者

としての女性の割合は非常に低く、COSTIで議長の立場を持

つのはわずか27%であり、女性のSTI大臣はいない。 
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・ 経験不足 

・ 金融サービスへのアクセスの制限 

・ 雇用不安 

・ スキル不足、又はスキル開発の機会不足 

 

その他の重要な課題としては、キャリアガイダンスや専門職との人脈が不十分であることが挙げら

れる。これらが不十分であると、就職や職業指導の機会が阻害されると考えられる。ASEAN 全体で若

者のスキルと機会を育成するためには、各 AMS の中で、若者に教育を提供し、主な資源へのアクセス

を向上させることが不可欠である。 
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付録 B 

APASTI 2026-2035 の枠組みの詳細 
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APASTI 2026-2035 の枠組みは STI を推し進め、ASEAN 経済共同体（AEC）戦略計画 2026-2030 に

基づく一連の戦略的目的及び目標、並びに戦略的措置を通じて、ASEAN 全体の経済成長と繁栄を支援

する。これらの方向性は ASEAN COSTI が主導して実施する APASTI の枠組みの基盤構造及び APASTI 

2026-2035 の主要戦略の基盤となっている。図 3 は、AEC 戦略計画により定められる APASTI 2026-

2035 枠組みに適合した段階を表している。 

 

図 3：APASTIF の枠組みの構造 
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第 1 段階：戦略的目的 

 

戦略的目的は、今後 10 年間の STI 推進の基盤となり、地域全体で主要課題への取り組み、連携の促

進、持続可能な開発の推進を導く。これらは、ASEAN 共同体ポスト 2025 ビジョンの中核要素から厳

選されたものである。その要素には、行動に向けたコミュニティ、持続可能な共同体、進取的、大胆

かつ革新的なコミュニティ、適応力のあるコミュニティ（APASTI の管轄外）、機敏で強靭性のあるコ

ミュニティ、及び包括型、参加型、協調型のコミュニティなどがある。 

 

第 2 段階：目標 

 

戦略目標は、包括的な戦略的目的を、STI における意義ある進歩を達成するための指針的活動へと転

換し、長期的な成果に向かわせる。APASTI 2026-2035 では、AEC 戦略計画 2026-2030 から関連する

戦略目標が選定されている。 

 

第 3 段階：戦略的措置 

 

戦略的措置は、地域全体で STI が変化するニーズと課題に対処する中期的な成果として機能する。

APASTI 2026-2035 では、AEC 戦略計画 2026-2030 から関連する戦略的措置が選定されている。 

 

第 4 段階：活動 

 

活動は、STI の中で各戦略的措置を実現するための行動とイニシアチブを導き、目標を達成させ、的

を絞った取り組みの実施を通じて目標を実現させる。 

 

第 5 段階：支援イニシアチブ 

 

主要な分野横断的支援イニシアチブは、中核となる戦略的目的を補完する。これらのイニシアチブ

は革新的であるだけでなく、公平性と持続可能性も備えており、ASEAN 諸国の人々の多様なニーズに

対応しながら、連携と環境管理を促進する。 

 

脱炭素化、海洋経済・循環型経済 

これは脱炭素化の取り組みを支える柱であり、炭素回収・利用・貯留、及び海洋・循環型経済をテー

マとしている。循環型経済の原則、及び水と緑を活かした環境施策を統合して、持続可能な資源管理を

推進することを唱えている。このアプローチは、APASTI の実施の中で、あらゆる要素の持続可能性を

促進することに重点を置く。ASEAN はこのモデルを採用して、環境を守りながら経済成長を支え、持
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続可能な未来に向けてイノベーションと連携を推進する、強靭性あるエコシステムの構築を目指してい

る。 

 

地域の連携 

地域の連携には、加盟国間の結束と連携を促進するというテーマがあり、地域開発への一体的なア

プローチを重視している。分野や国境を越えたパートナーシップを育成すれば、ASEAN は集団的な強

みを活用し、ベストプラクティスを共有して、共通の課題に対処することができる。この連携精神

は、地域の連携と連帯を強化し、ASEAN を世界の中で強靭性が高く革新的なプレーヤーとして位置づ

ける。 

 

社会的包摂とジェンダー主流化 

社会的包摂とジェンダー主流化は、ジェンダー平等、多様性、社会的包摂（GEDSI）の促進に焦点

を当てる。APASTI 2026-2035 において、GEDSI は、女性、若者、その他 STI の中の少数派集団（障

がい者や先住民コミュニティなど）が直面する障壁に対抗する、横断的な支援イニシアチブとなる。 

 

APASTI のあらゆる要素に GEDSI の原則を組み込むことで、ASEAN は公平性の高い共同体となり、

多様な参加を促進し、これらの集団がイノベーションと持続可能な開発に貢献するよう支えることが

できる。この取り組みにより、STI の便益がすべての人に享受され、包摂性と強靭性の高い地域環境の

整備を促進できるようになる。 

 

第 6 段階：業績評価 

 

目標及び戦略的措置に対する成果指標 

 

分野別計画に含まれる活動に対するアウトプット指標 

 

上記の概要に加え、表 2 は APASTI の枠組みの詳細を示し、各目標に対する戦略的措置（または中

期成果）の一覧を示す。この枠組みは、実施活動と資源を支え、APASTI の主要な戦略、活動、指標の

基礎となる。詳しいことはモニタリング計画に記載されている。 
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表 2： APASTI 2026-2035 の枠組みで定められる AEC 戦略計画 

戦略的目的 

戦略的目的 1 戦略的目的 2 戦略的目的 3 

新たな競争源から機会を捉え、技術革新に焦点を当

て、持続可能な開発を取り入れる 

脱炭素化、海洋経済・循環型経済の取り組みを含む、

あらゆる面において気候変動に対応した STI 政策と

実践を主流化する 

分野間協力を強化してデジタル・トランスフォーメーシ

ョンを促進し、イノベーション・エコシステムを発展さ

せ、新たなトレンドや技術進歩に対応するために包摂的

な起業家精神を促進する 

目標と戦略的措置 

企業と人の移動の促進 

個人と企業が国境を越えて繁栄し、イノベーション

と経済成長を促進できるシームレスな環境を整備す

る。地域と STI 分野で個人の潜在能力を活用するこ

とで、戦略目標を加速し、人材の移動を促進する。 

 

 

持続可能な農業慣行と森林管理の促進 

革新的な技術と責任ある資源管理を統合して、農業・

林業システムが気候変動に対して強靭性を持ち、持

続可能な開発に貢献することを目標とする 

デジタル・トランスフォーメーションとテクノロジー・

トランスフォーメーションの加速 

デジタル・トランスフォーメーションとテクノロジー・

トランスフォーメーションの加速には、最先端技術とデ

ジタルソリューションの導入が含まれており、ASEAN に

おける生産性向上、業務効率化、そしてビジネスの活性

化を図ることを目的としている。これは、急速に変化す

る世界の中で ASEAN が繁栄するために必要なツールを

備える上で不可欠である。この目標は、デジタル技術を

活用した労働力を育成し、先進技術の導入を促進するこ

とで、すべての加盟国がデジタル経済において効果的に

競争できるようにすることを目的としている。 

地域における自然人の移動を促進する制度やイニシ

アチブを策定し、実施する 

適切な新技術、ベストプラクティス、管理システム

を最適化して、特に急成長を遂げている食品、農業、

林業分野において、食品の安全性を確保し、健康・

疾病及び環境問題に対処する 

地域の協力を深めて、スタートアップ企業のイノベーシ

ョンを促進する 

 包摂的かつ持続可能な経済成長の新たな原動力とし

て、AEC に関連する海洋経済に関する協力を推進す

る。 

STI を通じた海洋経済に関する協力の推進は、

ASEAN が豊富な海洋資源と沿岸資源を活用しつつ

持続可能な開発を促進する変革的な機会となる。こ

の目標は、STI を活用して資源利用を最適化し、イ

ノベーションを促進し、海洋経済に関する取り組み

とそこからの便益が AMS 全体で協調的に活用され

ることを目的としている。 

技術中立性の原則を採用し、促進する 

 デジタルバリューチェーンやデジタルリテラシーを含め

たスキルアップと再訓練を通じて、最先端技術とイノベ

ーションに関する人材育成を強化する。 

 海洋経済に関する科学技術イノベーションの連携を

促進する 

エビデンスに基づくアプローチと人工知能のガバナンス

に関する強調的なアプローチを採用・推進して、ビッグ

データと人工知能の導入を促進する 

  包摂的、革新的、かつ競争力のあるビジネス環境を推進

し、中小零細企業の地域と世界のバリューチェーンへの

統合を強化する。 

包摂的、革新的、かつ競争力のあるビジネス環境は、中小

零細企業の地域と世界のバリューチェーンへの統合を強

化する。この戦略目標は、すべての企業が資源、市場、機

会にアクセスできるようにし、最終的には ASEAN 地域

全体の競争力を強化することを目指している。 

 

 

民間部門とナレッジコミュニティの連携パートナー

シップを強化し、イノベーションを促進し、スタート

アップ企業の創出など、起業家精神を育成する。 
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 戦略的目的 5 戦略的目的 6 

 研究とテクノロジー・トランスフォーメーションを

通じて、安定的して強靭性のあるサプライチェーン

を推進し、持続可能な資源管理を推進する 

連携パートナーシップを育成・強化し、エネルギッ

シュで熟練した多様な人材を育成し、地域の連携を

強化する 

 

高度なイノベーション・エコシステム 

この目標は、利害関係者間の連携を促進して創造性

を刺激し、STI の分野で新たなアイデアやソリュー

ションの開発を促進する強固な環境を作り出す。高

度なイノベーション・エコシステムは、ASEAN の研

究開発能力を強化し、STI の取り組みが影響力のあ

るイノベーションへと効果的に繋がり、社会課題に

対処できることを意味する。 

食料安全保障の確保と水資源管理の強化 

この戦略目標は、気候変動と資源不足がもたらす課

題に対して食料生産を守り、持続可能な水利用を促

進する革新的な慣行と政策の実施に焦点を当ててい

る。この目標を達成することで、ASEAN 諸国の全て

のコミュニティが栄養価の高い食料と清潔な水へと

確実にアクセス可能になり、すべての人々の強靭性

を高めることができる。 

産学官民間のパートナーシップの強化 

この戦略目標は、対象となる利害関係者（民間部門

その他の関連パートナーを含む）が、経済統合の恩

恵を確実に受けられるようにすることに焦点を当て

ている。 

 

スマートシティ、ビッグデータ、アナリティクスな

どを含め、ICT イノベーション、起業家精神、技術

開発を促進する 

農業食品の生産性向上のために、農業研究開発及び

インフラへの投資を促進する 

AEC に関する研究活動を促進する中で、地域内の権

威ある研究機関の関与を強化する 

モノのインターネット（IoT）、ビッグデータ、クラ

ウド技術、人工知能、量子技術、高性能コンピュー

ティング、仮想現実と拡張現実、積層造形（AM）、

バイオテクノロジーといったイノベーションと技術

の採用と普及を刺激する 

農業・食品生産における生産性と強靭性を向上させ

る革新的な技術と実践の導入など、デジタル・トラ

ンスフォーメーションを加速する 

 

科学技術イノベーションを使うソリューションを展

開し、医療、循環型経済、デジタルバリューチェー

ンなど変革を生み出す可能性を持つ主要産業の成長

を加速させる 

  

学界、研究機関、センター・オブ・エクセレンスの

ネットワーク、民間部門の間の連携を強化し、能力

開発、技術移転、戦略的商業化のための効果的なエ

コシステムを構築する 

  

官民の科学技術機関の科学者・研究者の流動性を高

める 

  

スピンオフやジョイントベンチャーから生まれた地

域の科学技術イノベーション企業を促進・管理する

ための革新的な支援システムを構築する 

  

地理情報科学、衛星、その他の応用分野における研

究と能力開発を通じて、宇宙技術の進歩を加速させ

る 

  

 

 

 

 

 

 

AEC戦略計画は、STIに関する8の
目標と18の戦略的措置を定めてい
る。 
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分野を横断する戦略的措置 

脱炭素化と海洋経済・循環型経済 

循環型経済への移行を加速するため、地

域サプライチェーンの中で持続可能性と

循環型要素の導入を促進する。(ASCC) 

地域における循環型・グリーンサ

プライチェーンを支える優れた規

制慣行を促進する。(ASCC) 

 沿岸・海洋環境の保全、保護、修

復、科学調査、技術移転、持続可能

な利用のための協力を強化し、生態

学的に敏感な地域における海洋ゴミ

や海洋プラスチック汚染など、海洋

生態系と沿岸環境への汚染や脅威に

よる環境リスクに対応する。(ASCC) 

地域連携 

イノベーションの育成、デジタルデバ

イドへの対処など、デジタル技術の共

同研究開発を強化する。(ASEAN連携) 

気候変動対策、災害に強いインフ

ラ、及び持続可能な開発のための

自然に基づくソリューションにつ

いて科学技術イノベーションの潜

在能力を最大限に活用する取り組

みを強化し、ASEANを防災管理

のセンター・オブ・エクセレンス

とする。(ASCC) 

教育、家族、及び地域社会の役割

を強化して、情報通信技術(ICTS)

と人工知能(AI)の誤用・悪用による

新たな地球規模の課題への意識を

高め、リスクを軽減する。 (ASCC) 

ASEAN全体が一丸となって持続可能

な強靭性を構築する中で、予防行

動、災害管理能力の強化、災害強靭

性と持続可能な開発の実現に向けた

効果的な政策の実施支援などを通じ

て、ASEAN全体の総合的な能力を強

化する。(ASCC) 

社会的包摂とジェンダー主流化 

ジェンダー平等と女性の経済的エ

ンパワーメント（WEE）を促進する

ために、ASEAN共同体全体で分野

間協力及び柱間協力を強化する。

具体的には、WEEイニシアチブに

ジェンダーへの配慮を組み込む、

技術職業教育訓練（TVET）、科学、

技術、工学、芸術、数学（STEAM）

などの分野で女子と女性の教育を

受ける機会へのアクセスを増や

す、労働雇用、起業政策及びプログ

ラム、法執行、並びに安全保障にお

いてジェンダー主流化を組み込む

などが挙げられる。（ASCC） 

農村部開発と貧困撲滅への責任

ある持続可能な投資を促進する。

これには農業におけるデジタル

活用を高め、包摂的なデジタルイ

ンフラ、スキル、リテラシーを開

発し、農業・食料システムの変革

への対応力を強化することが含

まれる。(ASCC) 

女性、特に障がいのある女性

や脆弱な立場にある女性が、

起業や幅広い経済的エンパワ

ーメントの中で直面する体系

的・制度的障壁に対処し、特

に少女や高齢女性向けのケア

サービスを強化することによ

り、ジェンダーに配慮した利

用しやすい起業支援サービス

を提供する。(ASCC) 

女性と若者がASEAN共同体構

築の取り組みに効果的に貢献

できるよう、能力向上を図

る。(APSC) 

 

これらの横断的戦略的措置に関する COSTI の役割を以下に記す。 

 

イノベーション分野の主導的機関、科学技術教育分野の主導的機関、循環型経済フォーカスグルー

プのメンバー、グローバル・バリューチェーン・フォーカスグループ、ASEAN 災害レジリエンス・プ

ラットフォーム会合、及びデジタル・トランスフォーメーションのメンバー。 
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表 3：戦略的措置ならびにその戦略的目的（COSTI の関与別） 

 

 目標 戦略的措置 

C
O

S
T

I 
の

主
導

・
共

同
主

導
 

包摂的かつ持続可能な経済成長の新たな原動力として、AECに

関連する海洋経済に関する協力を推進する 

海洋経済に関する科学技術イノベーションの連携を促進する 

デジタル・トランスフォーメーション及びテクノロジー・トラン

スフォーメーションを加速する 

地域協力を密にしてスタートアップ企業のイノベーションを促進

する 

イノベーション・エコシステムを推し進める スマートシティ、ビッグデータ、アナリティクスなどを含め、

ICTイノベーション、起業家精神、技術開発を促進する 

 モノのインターネット（IoT）、ビッグデータ、クラウド技

術、人工知能、量子技術、高性能コンピューティング

（HPC）、仮想現実及び拡張現実、積層造形、バイオテクノ

ロジーなどのイノベーションと技術の導入と普及を促進する 

 医療、循環型経済、デジタルバリューチェーンといった変革

の可能性を秘めた主要産業の成長を加速するため、科学技術

イノベーションによるソリューションを展開する 

 学界、研究機関、センター・オブ・エクセレンスのネットワ

ーク、民間部門間の連携を強化し、能力開発、技術移転、戦

略的商業化のための効果的なエコシステムを構築する 

 官民の科学技術（S&T）機関の科学者及び研究者の移動を推進

する 

 スピンオフやジョイントベンチャーから生まれる地域の科学

技術イノベーション企業を促進・管理するための革新的な支

援システムを構築する 

 地理情報科学、衛星、その他の応用分野における研究と能力開

発を通じて、宇宙技術の進歩を加速させる。 

包摂的、革新的、かつ競争力のあるビジネス環境を推進

し、中小零細企業の地域と世界のバリューチェーンへの

統合を強化する 

民間部門とナレッジコミュニティの連携とパートナーシップ

を強化し、イノベーションを促進し、スタートアップ企業の

創出など、起業家精神を育成する 

産学官民間のパートナーシップの強化 AECに関する研究活動を促進する中で、地域内の権威ある研

究機関の関与を強化する 

脱炭素化と海洋・循環型経済 循環型経済への移行を加速するため、地域サプライチェーンの

中で持続可能性と循環型要素の導入を促進する(ASCC) 

地域における循環型・グリーンサプライチェーンを支える優れ

た規制慣行を促進する(ASCC) 

地域の連携 イノベーションの育成、デジタルデバイドへの対処など、デジ

タル技術の共同研究開発を強化する(ASEAN連携) 

社会的包摂とジェンダー主流化 女性と若者がASEAN共同体構築の取り組みに効果的に貢献でき

るよう、能力向上を図る(APSC) 
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 目標 戦略的措置 
C

O
S

T
Iの

支
援

 

企業と人の移動の促進 地域における自然人の移動を促進する制度やイニシアチブを策定し、実

施する 

持続可能な農業慣行と森林管理の促進 適切な新技術、ベストプラクティス、管理システムを最適化して、特

に急成長を遂げている食品、農業、林業分野において、食品の安全性

を確保し、健康・疾病及び環境問題に対処する 

デジタル・トランスフォーメーション及びテクノロ

ジー・トランスフォーメーションの加速する 

技術中立性の原則を採用し、促進する 

 デジタルバリューチェーンやデジタルリテラシーを含めたスキルアップと

再訓練を通じて、最先端技術とイノベーションに関する人材育成を強化す

る 

 エビデンスに基づくアプローチと人工知能のガバナンスに関する強調

的なアプローチを採用・推進して、ビッグデータと人工知能の導入を

促進する 

食料安全保障の確保と水資源管理の強化 農産品の生産性向上のために、農業の研究開発（R&D）及びインフラへ

の投資を促進する 

農業・食品生産における生産性と強靭性を向上させる革新的な技術と実

践の導入など、デジタル・トランスフォーメーションを加速する 

脱炭素化と海洋・循環型経済 沿岸・海洋環境の保全、保護、修復、科学調査、技術移転、持続可

能な利用のための協力を強化し、生態学的に敏感な地域における海

洋ゴミや海洋プラスチック汚染など、海洋生態系と沿岸環境への汚

染や脅威による環境リスクに対応する(ASCC) 

地域の連携 気候変動対策、災害に強いインフラ、及び持続可能な開発のための

自然に基づくソリューションについて科学技術イノベーションの潜

在能力を最大限に活用する取り組みを強化し、ASEANを防災管理の

センター・オブ・エクセレンスとする(ASCC) 

教育、家族、及び地域社会の役割を強化して、情報通信技術(ICTS)と

人工知能(AI)の誤用・悪用による新たな地球規模の課題への意識を高

め、リスクを軽減する (ASCC) 

ASEAN全体が一丸となって持続可能な強靭性を構築する中で、予防

行動、災害管理能力の強化、災害強靭性と持続可能な開発の実現に向け

た効果的な政策の実施支援などを通じて、ASEAN全体の総合的な能力

を強化する(ASCC) 

社会的包摂とジェンダー主流化 ジェンダー平等と女性の経済的エンパワーメント（WEE）を促進する

ために、ASEAN共同体全体で分野間協力及び柱間協力を強化する。具

体的には、WEEイニシアチブにジェンダーへの配慮を組み込む、技術

職業教育訓練（TVET）、科学、技術、工学、芸術、数学（STEAM）

などの教育において女子と女性の機会へのアクセスを増やす、労働雇

用、起業政策及びプログラム、法執行、並びに安全保障においてジェ

ンダー主流化を組み込むなどが挙げられる（ASCC） 

 農村部開発と貧困撲滅への責任ある持続可能な投資を促進する。これに

は農業におけるデジタル活用を高め、包摂的なデジタルインフラ、スキ

ル、リテラシーを開発し、農業・食料システムの変革への対応力を強化

することが含まれる(ASCC) 

 女性、特に障がいのある女性や脆弱な立場にある女性が、起業や幅広

い経済的エンパワーメントの中で直面する体系的・制度的障壁に対処

し、特に少女や高齢女性向けのケアサービスを強化することにより、

ジェンダーに配慮した利用しやすい起業支援サービスを提供する

(ASCC) 
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付録 C 

ガバナンス 
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3.1 APASTI のガバナンスの枠組み 

表 4 は APASTI 2026-2035 のガバナンスの枠組みについて述べており、各主要管理機関の概要を説

明している。 

 

表 4 ガバナンスの枠組み 

管理機関 説明 

ASEAN非公式科学技術イノベーショ

ン閣僚会議 (AMMSTI) 

AMMSTIは毎年開催され、APASTIとの関係において以下の役割を担う。 

・ 経済統合及びAECに向けた協力を支える目標、使命、戦略を達成するのに必要なASEAN STIの発展

の方向性を定め、APASTI 2026-2035及びASEAN共同体ビジョン2045で特定された主要な問題、

課題、共通の利益に対処する 

・ APASTI 2026-2035の実施に関する全体的な指針と助言を提供する 

APASTI 2026-2035の主要考慮事項 –変更に伴う実際的なメリットと課題を十分に考慮し、AMMSTI議長

国とASEAN議長国の連携を見直す。 

科学技術イノベーション委員会 

(COSTI) 

COSTIは補助組織のプログラム及び活動を含めてAPASTI 2026-2035の開発、モニタリング及び実施を開

始し、指導し、監督する。 

COSTIは以下についても責任を負う 

・ 地域STI活動とその経済発展への貢献について一般市民の意識を向上させる 

・ ASEAN対話国その他の外部協力者との関係の進展を含め、連携の全体的な進捗状況を見直す 

COSTIには、ASEAN COSTI議長及び国家COSTI議長を置く。 

・ ASEAN COSTI議長は、COSTIの目標、使命、戦略の達成に向けてリーダーとなり、指導を行う。

ASEAN COSTIは、AMMSTI及びAEC評議会に報告を行う。年2回会合を開き、地域プログラムの進

捗状況を確認し、新規プログラム及びプロジェクトを支援し、補助組織によるプログラム及びプロ

ジェクトの実施を命令する。ASEAN COSTI議長職は、ASEAN諸国間でアルファベット順に持ち回

りで務め、閣僚会合の議長職と連動する。 

 

・ 国家COSTI議長は、COSTI憲章（目標、使命、戦略）の達成に向けた各国の取り組みに対し指揮と

指導を行うことでSTI大臣を補佐する。 

APASTI 2026-2035の主要考慮事項 –国家COSTI議長における女性の存在について確認し、存在目標に対

する報告及びアンコンシャス・バイアスのリスクを軽減するために、ASEAN高レベル機関に代表者を任命

する場合の標準化された基準の確立を検討する。 

COSTI諮問委員会 (BAC) BACの役割は、COSTIがAPASTI 2026-2035の実施に関する戦略的意思決定を行う上で、以下を含めた重

要事項について適切かつ時宜に応じた助言を提供することである 

・ ASTIFの管理と活用 

・ 対話国、分野別パートナー、開発パートナー、産業・民間部門、及び国際機関からのその他の資金拠

出の活用 

・ 新興技術、地域・世界の動向、ASEANの経済変革とAPASTI 2026-2035の実施への影響 

・ APASTI 2026-2035の策定と実施 

・ COSTIから委託されるその他の事項 

APASTI 2016-2025では、BACは小委員会の活動に関する適切な業績レビュー制度の構築に関する特定の機

能も担っていた。APASTI 2026-2035では、BACの役割を効率化するため、この機能はASEAN事務局が担

う。ASEAN事務局はレビュー結果をBACに提出し、APASTI 2026-2035の実施に関する助言と必要な改善

を行う。 
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管理機関 説明 

ASEAN事務局 ASEAN事務局は、COSTIとその補助組織によるAPASTI 2026-2035の実施を支援して、以下に挙げる推進

と調整という重要な役割を果たす 

・ 全般的支援：COSTIの活動及び運営の調整・支援。関連会議における相談役としての役割、ホスト国

の計画及び調整活動の支援を含む 

・ プロジェクトの構想、実施、モニタリング：プロジェクト及びプログラム提案の構想、策定、評価。実施

進捗のモニタリング。COSTIプロジェクトの実施調整。ASEAN事務局が提案するプロジェクトの実施 

・ 情報発信：COSTIとその補助組織に対し、関連会議の指令事項を伝える。COSTIとその補助機関、プ

ロジェクト提案者、プロジェクトコンサルタント・専門家、対話国及び国際機関の指定された連絡担

当者と定期的に連絡を取り、つながりを維持する。ASEAN STI協力に関する報告書や最新情報を提供

する。 

・ ASTIFの管理：AMMSTI及びCOSTIの指示に従いASTIFを管理する。COSTIが承認した活動及びプロジ

ェクトを支援するためにASTIFからの資金支出を管理する 

・ 外部パートナーとの関係：対話国を含む外部パートナーとのパートナーシップ協定に基づき、

活動を監視し、調整する 

・ その他の事項：ASEAN事務局長、AMMSTI、及びCOSTIの指示に従い、その他の任務を遂行する 

APASTI 2026-2035の主要強化事項：APASTI 2026-2035の優先事項に沿って、ASEAN事務局は以下の分野に

も重点的に取り組む 

・ APASTIのあらゆる実施段階において、GEDSIの原則と実践の一致及び強化された統合を推進するた

めに、幅広くASEAN GEDSI分野別部門と緊密に連携する 

・ APASTI 2026-2035に基づくモニタリング・評価活動が関連する要件及び活動と整合するよう、

AEC戦略計画モニタリング・評価チームと緊密に連携する。モニタリング・評価活動の要件を周知

させるために、小委員会との明確なコミュニケーションと定期的な連携を行う 

・ 小委員会への支援を強化し、連携を強化し、サイロ化や重複した取り組みを削減する 

COSTI小委員会 COSTI小委員会は、APASTI 2026-2035の実施に関連して、以下の業務上の責任を担う 

・ 各作業計画に基づき、APASTIプロジェクト及びイニシアチブの管理、調整、評価、実施を監督する 

・ 作業計画に基づくプロジェクト及びイニシアチブが地域のSTI能力の強化に及ぼす影響を評価する 

・ APASTI 2026-2035を支える独自の作業計画を策定する 

APASTI 2026-2035の主要強化事項：小委員会の数が合理化された。この小委員会構造は2026年6月から有効と

なり、APASTI 2026-2035の戦略目標と範囲を反映する。 

現在の小委員会一覧については表5を参照されたい。 

その他の補助組織（専門家グ

ループ、タスクフォース及びネ

ットワーク） 

関連する小委員会の作業計画の実施を支援するために、様々な専門家グループ、タスクフォース、ネット

ワークが設立されている（表6参照）。 

多くの補助組織は臨時的な性質を持ち、小委員会が補助組織を設立するにあたっては、COSTIの承認を必

要とする。以下は補助組織についての説明である 

• すべてのAMSが合意した上で、 特定の政策課題への対応、又は関連小委員会の作業計画を支援す

るタスクやプログラムの実施が必要になった場合にのみ招集される 

• 明確な権限事項を持ち、関連する小委員会によって承認され、ASEAN COSTIの支持を得た具体的な

作業プログラムがある 

• 任務完了後、すべてのAMSが合意したならば、関連する小委員会の裁量により、ASEAN COSTI

の支持を得て解散する 

APASTI 2026-2035の主要強化事項：各補助組織の権限を見直し、適切な時期に解散するための規律を奨励

するため、補助組織は、サンセット条項又は事前設定された見直し日（例えば、任務の性質に応じて6か

月、12か月、又はその他の期間）を条件として設立される。サンセット条項又は見直し日が終了した時点

で、ASEAN COSTIが一定の存続期間を追加することに同意しない限り、補助組織は解散する。 
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以下の表 5 は APASTI 2026-2035 小委員会の一覧である。 

 

表 5：APASTI 小委員会 

小委員会 

SCB バイオテクノロジー小委員会 

SCFST 食品科学技術小委員会 

SCIRD 科学技術インフラ資源開発小委員会 

SCMG 気象地球物理学賞委員会 

SCMIT マイクロエレクトロニクス情報技術小委員会 

SCMSAT 海洋科学技術小委員会 

SCMST 材料・科学技術小委員会 

SCSER 持続可能エネルギー研究小委員会 

SCOSA 宇宙技術応用小委員会 

 

以下の表 6 は、活動中の補助組織の一部を示す。2026 年 1 月の APASTI 開始までに補助組織一覧を

見直し、更新する予定である。 

 

表 6：他の補助組織の例 

他の補助組織の例 

ASMC ASEAN専門気象センター 

AEIC ASEAN地震情報センター 

AWMC ASEAN気象改変センター 

ASEAN NDI ASEAN医薬品・診断技術・ワクチン・伝統医薬イノベーションネットワーク 

ABSN ASEANバッテリー安全性ネットワーク 

AHC ASEAN水文情報データセンター 

LNSN ASEAN大型原子力・放射光施設ネットワーク 

EGM 計量学専門家グループ 

AFA ASEANフォーサイト・アライアンス 

ARTSA ASEAN宇宙技術・応用研究訓練センター 
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3.2 ガバナンスレビューのメカニズム 

 

APASTI 2026-2035 のガバナンス枠組みは、10 年間を通して目的に合致した状態を維持するため

に、APASTI 2026-2035 の最初の 5 年間の終了時に見直される。レビュープロセスは ASEAN 事務局の

支援を受けて COSTI が行う。プロセスでは各補助組織の役割と責任などガバナンス構造の詳細な見直

しを行い、APASTI 2026-2035 のビジョン、目的、目標を達成に導く。 

 

3.3 対話国その他の外部パートナーとの構造化されたエンゲージメント 

 

様々なプロジェクトやイニシアチブの実施は、対話国その他の外部パートナーによってこれまでも

支援されており、今後も支援が続けられる。COSTI とこれらの主要パートナーの間では、合同委員

会、作業部会、対話、協議など、様々なプラットフォームを通じて幅広いエンゲージメントが確立さ

れている。 

 

APASTI 2026-2035 では、ASEAN 事務局が調整を援助しつつ、以下のエンゲージメント目標を達成

させるために、構造を洗練させた正式なエンゲージメント体制を構築する必要がある。 

 

・ APASTI ガバナンス構造全体における主要パートナーの責任者との連絡窓口の明確化 

・ 優先事項、貢献及び支援、並びにタイムラインを整合させるための、主要パートナーとの構造化され

調整されたエンゲージメントプロセス 

・ 地域間パートナーシップ及び二国間パートナーシップにおける対話国その他の外部パートナーの付加

価値の明確化 

・ 異なる対話国の貢献を重複とせず相互補完的なものにする調整 

 

小委員会は、対話国及び外部利害関係者のエンゲージメント及び協力にこれまで責任を負ってきて

おり、今後も責任を負う。各小委員会の委員長は、対話国及びその他の関連パートナーの委員長と定

期的にコミュニケーションを続け、連携を強化する責任を負う。エンゲージメントが効果的かつ円滑

に行われることを目的として、ASEAN 事務局は APASTI 2026-2035 の実施において中心的な調整役を

担う。 

 

ASEAN対話国との協力は、合同委員会、作業部会、関連プラットフォームの設立を通じて正式なも

のとされている。次ページの表7を参照されたい。 
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表7：既存の協力対話国 

 

対話国との協力 

ASEAN-中国JSTIC JSTC - 合同科学技術イノベーション委員会 

ASEAN-欧州連合 (EU) DSTI DST - 科学技術イノベーションについての対話 

ASEAN-インドWGSTI WGST - 科学技術イノベーション作業部会 

ASEAN-日本CCSTI CCST - 科学技術イノベーション協力委員会 

ASEAN-韓国JSTIC JSTC - 科学技術イノベーション合同委員会 

ASEAN-ロシアWGSTI WGST - 科学技術イノベーション作業部会 

ASEAN-米国CST CST - 科学技術イノベーション協議会 

ASEAN COSTI+3 ASEAN COSTI＋中国、日本、韓国 

ASEAN-英国 ASEAN - 英国対話パートナーシップ 

 

以下の表は対話国との ASEAN 諸国の調整役を示す。 

 

ASEAN調整役 

対話国 2024-2027 2027-2030 

オーストラリア インドネシア カンボジア 

カナダ ラオス人民民主共和国 インドネシア 

中国 マレーシア ラオス人民民主共和国 

欧州連合 (EU)  ブルネイ・ダルサラーム国 マレーシア 

インド フィリピン ミャンマー 

日本 シンガポール フィリピン 

韓国 タイ シンガポール 

ニュージーランド ベトナム タイ 

ロシア ミャンマー ベトナム 

英国 ベトナム タイ 

米国 カンボジア ブルネイ・ダルサラーム国 
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主要行動 

効果的なガバナンス体制は、ベストプラクティスの実施を促進し、最終的には持続可能な開発を推進
し、STI にとって望ましい成果の達成につながる。 

 

しかしながら、既存のガバナンス構造は、APASTI のビジョンとの整合性が明確でなく、様々な管理
機関の役割と責任が明確でないことから、戦略的意思決定に影響を与えている。 

ガバナンスの役割と責任の明確性、相乗効果の促進、調整・連携・効率性の向上に向けた即時の行動 

・ 新たな小委員会の構成、権限事項、並びに APASTI 2026-2035 の重点分野及び活動との整合性の決定
（AMS との協議および合意に基づく） 

・ 現在の小委員会の構成から新しい構成への変更活動（知識移転及び小委員会メンバーの異動を含む） 

・ 新たな小委員会の構成は 2026 年 6 月に正式に発効 

・ COSTI は以下の戦略的方向性を見直し、確認する 

◦COSTI のタスクフォースと補助組織 

◦ASTNET 

◦ASEAN 科学技術イノベーション基金（ASTIF） 

◦AMMSTI の議長職務と会議の開催 
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付録 D 

利害関係者のエンゲージメントとコミュニケーション 
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利害関係者のエンゲージメントとコミュニケーションの戦略 

 

利害関係者のエンゲージメント戦略は、APASTI 2026-2035 の目標達成に不可欠である。効果的なエ

ンゲージメントは、関係を育み、信頼を築き、利害関係者を意思決定に関与させ、利害関係者の視点

と APASTI の目標を一致させる。 

 

 

 

 

 

 

 

APASTI の実施の成功は、重要な役割を果たす多彩な利害関係者にかかっている。 

 

・ 意思決定：STI 政策とイニシアチブの策定。 

・ 実施：行動とイニシアチブの実行。 

・ 資金提供：資源と支援の提供。 

・ 政策策定：STI 開発政策への影響。 

・ 受益者：APASTI イニシアチブからの便益の享受。 

 

APASTI の利害関係者を取り巻く環境は複雑であり、戦略的措置の支援では通常、様々なグループが

複数の役割を担う。 

 

4.1 利害関係者のエンゲージメントの枠組み 

 

APASTI内において、利害関係者のエンゲージメントは複雑であり、体系的なアプローチを必要とす

る。戦略的目的を支え、実行者が適切なエンゲージメント戦略とコミュニケーション戦略を策定でき

るよう、専用のツールが開発された。 

 

APASTI 2026-2035利害関係者のエンゲージメントの枠組みは、以下のことを意図している。 

 

・ ベストプラクティスに基づく多様なマッピング手法とフレームワークを活用する 

・ 複数の基準を用いて、利害関係者を APASTI の戦略的目的と目標全体に整合させる 

・ 利害関係者のニュアンスに富んだ理解を適切に反映し、的を絞ったエンゲージメント戦略を推進する 

 

 
利害関係者のエンゲージメントとは、成果を達成するためには誰の意見に耳を傾け、どの利害関係者
の意見が必要かを考えることである。利害関係者と会話や対話を行い、意見や参加を求めることであ
る。 
 
利害関係者のコミュニケーションとは、情報を送り手から受け手へ伝える行為である。利害関係者に
提供される話や情報は、一般的には管理され、一方通行である。コミュニケーションは、何を、どの
ように、誰に伝えるかに焦点を当てる。 
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図 4 は、利害関係者のエンゲージメント戦略の概要を示しており、エンゲージメントの全体的な成

果、目標、原則、利害関係者グループなどが含まれる。この図は既存の利害関係者マッピング手法を

補完し、複雑なエンゲージメントについて構造を理解するうえで役に立つ。 

 

 

図 4：APASTI 2026-2035 利害関係者のエンゲージメント戦略の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*エンゲージメントの目標は、APASTI の目標に基づく 

 

この枠組みは国際的なベストプラクティスに基づき、意思決定プロセスを強化する有意義な相互作

用を作る。実績のある APASTI の手法を補完し、利害関係者の複雑な力学を体系的に管理する能力を

高める。 

 

この枠組みは利害関係者に関する既存のマッピング手法を補完するものであり、複雑かつ多次元的

なエンゲージメントの構造を更に詳しく説明する。APASTIの手法を強化し、利害関係者の複雑な力学

をうまく管理する。 

 

図5は、APASTI 2026-2035利害関係者のエンゲージメントの枠組みの3つのステージを示す。 

 

 

ASEANは、APASTIを推進するにあたり、一貫性があり、目的があり、敬意を持ち、生産

的で透明性のある利害関係者のエンゲージメントを支え、利害関係者との関係を築く 

認識と信頼 

確固たるパート

ナーシップ 

戦略的措置の

現実化 

ASEAN加盟国、対話国、民間部

門、その他の利害関係者間のパ

ートナーシップを強化する 

STIインフラ、ガバナンス、規

制を強化する 

研究開発、技術普及、STI商業

化への投資と促進を行う 

STI製品の開発と活用による

便益を強調する 

製品を活用した協力強化によ

る便益を強調する 

サービス提供の価値を実証し、

多様な資金源からの資金調達を

促進する 

目的と効果 

包摂 

時宜と対応 

透明性と責任 

尊重 

意図 

適応 

・ AMS政府 

・ 産業界・研究機関 

・ 対話国 (DP) 

・ 提供者 

・ 国際機関・民間部門 

・ 国民・メディア・市

民団体又はサービス

機関 (CSO) 

エンゲージメントの成果     エンゲージメントの目標*         エンゲージメントの原則    利害関係者グループ 
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図5：APASTI 2026-2035利害関係者のエンゲージメントの枠組みの3つのステージ 

 

 

APASTI 2026-2035 

利害関係者の 

エンゲージメント・ツール 

 

 

 

次のセクションでは、プロセスの各段階の要件の詳細を述べる。 

 

ステージ 1：APASTI 利害関係者グループの特定 

 

表8は、APASTI 2026-2035の実施成功に不可欠な主要利害関係者グループと、10年間で変化する可

能性のあるグループの役割を示す。 

 

表 8：APASTI 2026-2035 における主要利害関係者グループと関連する役割 

 

 意思決定 実施 資金提供 政策策定 受益者 

AMS政府      

民間部門      

大学      

対話国      

AMMSTI      

COSTI      

小委員会      

提供者      

一 般 市 民 （ 女

性、子ども、障

がい者を含む） 

     

メディア      

 

主要利害関係者グループの

特定 

異なる利害関係者グループの

利益、ニーズ、影響力を把握

するために、主な基準の策定 

各利害関係者グループの明確

な特徴に対応するエンゲージ

メント戦略の策定 

ステップ1 

ステップ2 

ステップ3 
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特に民間部門や一般市民を含む非政府主体の役割が、APASTI の中で多様であることは注目に値す

る。例えば、民間部門は、地域における科学技術の発展を促進する革新的なソリューションや技術を

提供して、APASTI の実施を助けてくれる。企業は政府機関と連携して、最先端の研究イニシアチブや

技術プラットフォームを開発して AMS 全体における知識共有及びイノベーションを促進することがで

きる。 

 

一方、APASTI の主な受益者は一般市民である。科学技術イニシアチブを推進すれば、市民は必要な

サービスを利用しやすくなり、教育や雇用の機会も得やすくなる。例えば、もし地域社会が STI スキ

ルを促進する新しい教育プログラムの恩恵を受けるならば、市民は成長するテクノロジー経済に参加

し、地域開発への貢献を果たすことができる。 

 

ステージ2：利害関係者マッピングによるエンゲージメント手法の理解 

 

表9に示されるように、利害関係者マッピングのプロセスは2段階で構成される。 

 

ステップ1：「影響力」と「権益」に基づいて利害関係者を分類する。これは、エンゲージメント戦

略の策定に役立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 2：「インパクト」、「重要性」、「既存の関係の強さ」に基づいて利害関係者をさらに評価す

る。このステップでは、ステップ 1 で策定したエンゲージメント戦略を検証し、調整する。 

 

 

 

 

影響力と権益の高い利害関係者 
このような利害関係者は綿密な管理が必要な主要プレーヤーとなるため、強力な支持を得る必要があ
る。十分に関与させる必要のある利害関係者であり、最大限の努力を払い、情報と関与に関する彼ら
のニーズを満たす必要がある。 
 
影響力は高いが権益の低い利害関係者 
このような利害関係者の満足度を維持するには、積極的な連携を行うことが重要である。重要な問題
について彼らの意見を聞き満足してもらうためには、十分なエンゲージメントが必要であるが、彼ら
が関心を失わないように、連絡頻度をある程度保つ必要がある。 
 
影響力は低いが権益の高い利害関係者 
このグループには、彼らの関心を維持し、発生する可能性のある問題や懸念事項を監視するために、
双方向コミュニケーションを通じて定期的に情報を提供する必要がある。このグループの利害関係者
は、詳細な情報を提供してくれることも多い。 
 
影響力と権益の低い利害関係者 
このグループには観察を行い、情報を提供し続けるが、不要な情報を過度に伝えすぎないようにす
る。 
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表 9：APASTI 2026-2035 利害関係者マッピング基準の概要 

 

基準 説明 

ステップ1：以下2つの基準に基づいて利害関係者グループを分類し、利害関係者の影響力または権益が低いか高いかを判断する。 

影響力6 利害関係者はAPASTIの戦略的成果にどの程度影響を与えることができるか？ 

権益7 利害関係者はプロジェクトにどの程度の既得権益を持っているか？これには、利害関係

者のAPASTIの戦略的目的に対する権益が含まれる。 

ステップ2：以下の3つの基準に基づいて利害関係者を分類し、利害関係者のインパクト、重要性、及び既存の関係について影響力

又は権益の強弱を判断する。 

インパクト8 利害関係者はAPASTIの決定又は成果によってどの程度影響を受けるか？ 

重要性9 利害関係者はAPASTIの目標達成と全体的な成功にとってどの程度重要か？ 

既存の関係の強さ10 利害関係者と効果的に関わり、コミュニケーションをとるには、どの程度の労力が必要

か？ 

 

ステージ 3：エンゲージメントの手法の決定 

 

利害関係者についてマッピングしたならば、利害関係者のエンゲージメントの枠組みを用いて、適

切なエンゲージメントとコミュニケーション戦略を策定できる。国際的なベストプラクティスでは、

これらのエンゲージメント手法を分類する。APASTI 2026-2035では、以下のアプローチが推奨され

る。 

 

・ パートナー - 定期的に関わりを持ち、協議を行う。会議や最新情報の共有に利害関係者を関わらせ

る。 

・ 関与 - 主要な権益分野や大きな変更について協議を行う。 

・ 協議 - 双方向のエンゲージメントを通じて、利害関係者に情報を提供する。 

・ 情報（プッシュ型とプル型のコミュニケーション） - 一方的なエンゲージメントを通じて、利害関係

者に情報を提供し、情報を共有しないことから発生する問題を回避する。 

 

図6は、利害関係者の関与レベルを最上層である双方向の協議及びパートナーシップから最低層であ

る一方的な情報共有まで、段階的に示している。この図は、相互作用の性質と必要な労力の程度に関

する指針となる。これにより、実行者は限られた資源をより的確に配分し、インパクトを最大とする

ことができる。 

 

 

 
6 Polonsky, M. J. (1996) Stakeholder Management and the Stakeholder Matrix, Journal of Market-Focused Management 
7 Polonsky, M. J. (1996) Stakeholder Management and the Stakeholder Matrix, Journal of Market-Focused Management 
8 Gilmour, J. & Beilin, R. (2006) Stakeholder Mapping for Effective Risk Assessment and Communication. 
9 Gilmour, J. & Beilin, R. (2006) Stakeholder Mapping for Effective Risk Assessment and Communication. 
10 Mints, A. (2019) Methods of Stakeholder Prioritisation in the Context of Stakeholder Management 
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図6：APASTI 2026-2035の利害関係者のエンゲージメントを示すピラミッド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利害関係者に関するマッピングとエンゲージメント活動 

 

表10は戦略的措置：E.1.1 AECに関する研究活動の促進における地域内の権威ある研究機関の関与の

強化の具体例である。APASTI戦略的措置の実現の支援という背景での、利害関係者のエンゲージメン

トの枠組みの適用方法について示す。 

 

図7は、ツールを様々な戦略的措置のシナリオに適用する方法の具体例である。シナリオは、

APASTIが実施される中での複雑かつ動的な利害関係者の背景を詳しく述べ、限られた資源の中で時間

と労力の優先順位付けに役立つこのツールの有用性を補強する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パート 

ナー 

動的双方向共有 

高い影響力 

高い権益 

関与 

積極的討論‐ 

双方向だけ 

協議 

管理された協議 - 限定的な

双方向のエンゲージメント 

情報 - プッシュ型コミュニケーション 

一方向のエンゲージメント 

情報 – プル型コミュニケーション 

一方向のエンゲージメント 

高い影響力 

低い権益 

低い影響力 

高い権益 

低い影響力 

低い権益 
利害関係者のコミュ

ニケーション手法 

利害関係者のエンゲ

ージメント手法 
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図 7：利害関係者のマッピングに関する戦略的措置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略的措置：E.1.1 AECに関する研究活動の促進における地域内の権威ある研究機関の関与の強化 

ステップ1  利害関係者グループを、影響力と権益という2つの基準に基づいて分類する。 

利害関係者の影響力又は権益の程度が低いか高いかを決定する。 

影響力 

利害関係者はどの程度APASTIの戦略成果に影響を

与えるか？ 

 

 

 AMS政府 

 

 

 

 

権益 

利害関係者はプロジェクトでどの程度の既得権益

を持つか？これには利害関係者がAPASTIの戦略

目的に関係して持つ権益の程度が含まれる 

産業界・ 

研究機関 

 

 

 

 

対話国（DP） 

 

 

 

 提供者 

 

 

 

 

国際機関・ 

民間部門 

 

 

 

 
一般市民・メデ

ィア・民間サー

ビス組織 (CSO) 

 

 

 

 

高い‐資金提供者、政策立案者、実施パートナー、権限

付与当局、承認機関。 

 

 

高い‐研究機関の設立と経営に直接関わる。 

 

 

高い - 資金提供と能力開発が高い。資源と人材をもたら

す。関与の程度は対話国によって異なる。 

 

 

低い - これまでのところ、多国間開発銀行や慈善団体と

の関与はあるものの、低い。過去3年間、他の提供者か

らのプロジェクトへの資金提供はなかった。今後、

APASTIはこの利害関係者グループをより有効に活用でき

る可能性はある。 

高い‐民間部門は動力源である。活動が事業の動機を重

要視するものであれば、人材とスキルを呼び込むために

重要である。国際機関や民間部門は新しいSTI動向の最

前線に立ち、推進し、R&D成果の商用化を可能にする。 

 

 

低い‐現在のところ、関与は低い。だが将来は関与が高

くなると考えられる。 

 

 

高い‐この戦略的措置の実現に大きな権益を持つ。 

 

 

 

混合 - DP の目的との整合性によって異なる。 

 

 

 

混合‐R&Dに高い権益を持つか否かというDPの優先順

位によって異なる 

 

 

低い‐他の資金源があれば、提供者なしでの研究は可

能。 

 

 

 

 

低い（将来的には高くなることを期待する） 

 

 

 

低い‐研究活動を行うにあたり、この利害関係者グルー

プの関与は必須ではない。 
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ステップ2 ステップ1の成果に基づいて、利害関係者のピラミッドに利害関係者を割り当てたもの 

AMS政府 

governments 

パート 

ナー 

動的双方向共有 

パート 

ナー 

動的双方向共有 

関与 

積極的討論‐ 

双方向だけ 

協議 

管理された協議 - 

限定的な双方向のエ

ンゲージメント 

情報 - プッシュ型コミュニケーション 

一方向のエンゲージメント 

情報 – プル型コミュニケーション 

一方向のエンゲージメント 

産業界・ 

研究機関 

対話国 

高い影響力 

高い権益 

低い影響力 

低い権益 

低い影響力 

高い権益 

低い影響力 

低い権益 

国際機関 

提供者 

一般市民・ 

メディア 

利害関係者のエンゲ

ージメント手法 

利害関係者のコミュ

ニケーション手法 
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AMS政府 

 

 

 

 
産業界・ 

研究機関 

 

 

 

 

対話国（DP） 

 

 

 

 提供者 

 

 

 

 

一般市民・メデ

ィア・民間サー

ビス組織 (CSO) 

 

 

 

 

戦略的措置：E.1.1 AECに関する研究活動の促進における地域内の権威ある研究機関の関与の強化 

ステップ3  利害関係者グループを、インパクト、重要度、既存の関係の強さという3つの基準に基づいて分類する。 

このプロセスは、ステップ1で特定した予備的なエンゲージメント手法を検証する。 

国際機関・ 

民間部門 

 

 

 

 

インパクト 

利害関係者は、APASTIの決定

又は成果によってどの程度影

響を受けるか? (低い又は高い) 

 

 

重要度 

利害関係者は、APASTIの目標

達成と全体的な成功にとって

どの程度重要か? (低い又は高

い) 

既存の関係の強さ: 

利害関係者と効果的に関わ

り、コミュニケーションをと

るには、どの程度の労力が必

要か? (低い又は高い) 

 

 

高い - 強化された研究活動の実施

と得られる便益の中心となる。 

 

 

高い - 研究を直接実施し、イノベ

ーションを推進する。 

 

低い - 役割は主に助言であり、研

究の実施に直接関与しない。 

 

 

高い - 多くの場合、研究プロジェ

クトの開始と継続には、資金調達が

不可欠である。 

 

高い - グローバルな専門技能、資

源、市場へのアクセスを提供する。 

 

 

 

低い - 研究プロセスに直接関与し

ていないため。 

 

 

 

高い - 持続可能な研究活動には

政府の支援が不可欠である。 

 

 

高い – この利害関係者の専門知

識とインフラは研究活動に不可欠

である。 

低い – 中心となる研究活動は対

話国の介入なしに進められるが、

連携は有益である。 

 

低い - 研究は、別の資金源を利

用して進めることもできるが、規

模が縮小される可能性がある。 

 

高い – このグループの関与によ

り、研究イニシアチブの規模と範

囲が大幅に拡大することがある。 

 

 

低い - 研究活動は市民との関与

とは無関係に実施できるため。 

 

 

低い- 強固な基盤が既に整備されている

ため、連携を維持するための労力は少な

い。 

 

高い - パートナーシップを深めるため

に、連携関係を構築する必要がある。 

 

低い - 定期的なコミュニケーションチャ

ネルが既に存在している。 

 

 

高い - 信頼関係を構築し、資金提供の確

約を得るには、そのための努力を必要と

する。 

 

高い -継続的な連携を促進するならば、

パートナーシップを構築する必要があ

る。 

 

 

高い- 市民との関与には、特化したアウ

トリーチ戦略とコミュニケーション戦略

が必要となるため。 
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AMS政府 産業界・ 

研究機関 

対話国 

ステップ4 ステップ2の成果に基づき、利害関係者のピラミッドに示されている利害関係者を調整する必要性を決定

する。 

パート 

ナー 

動的双方向共有 

関与 

積極的討論‐ 

双方向だけ 

協議 

管理された協議 - 

限定的な双方向のエ

ンゲージメント 

情報 - プッシュ型コミュニケーション 

一方向のエンゲージメント 

情報 – プル型コミュニケーション 

一方向のエンゲージメント 

高い影響力 

高い権益 

低い影響力 

低い権益 

低い影響力 

高い権益 

低い影響力 

低い権益 

 

 

 国際機関 

一般市民・ 

メディア 

提供者 

利害関係者のエンゲ

ージメント手法 

利害関係者のコミュ

ニケーション手法 
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表 10：APASTI2026-2035 の戦略的措置 E.1.1 のためのエンゲージメント戦略の例 

戦略的措置：E.1.1 AECに関する研究活動の促進における地域内の権威ある研究機関の関与の強化 

 
利害関係者 

包括的エンゲージメ
ント手法 

主要エンゲージ
メント目標 

 
アプローチ 

AMS政府 パートナー‐動的双方
向共有 

AMS政府は戦略的パート
ナーであり、E.1.1の成功
と持続には、その信頼と
パートナーシップは不可
欠である。AMS諸国間で
共通の目的と知識共有メ
カニズムを確立すること
が大切である。 

・ E.1.1の実現のた
めに共同アプロ
ーチを調整 

・ E.1.1のために資
金提供と支援を
求める 

産業界・研究機関 パートナー‐動的双方向
共有 

E.1.1の実現には、産業界
と研究機関が重要な役割
を果たす。産業界及び研
究機関と永続する提携を
築き、賛同を得るには、
これらと持続可能な関係
を築く必要がある。それ
により、E.1.1の実現化を
支えることができる。 

・ 産業界及び研究機
関との関係を改善 

・ 賛同を得るため
に、成功要因と費
用対効果を報告 

国際機関 関与‐積極的討論‐
双方向だけ 

国際機関の知見、イニシ
アチブ、機会を共有する
ために、国際機関と関与
し、協議を行うべきであ
る。 

・ 啓発活動を促進する 

・ 信頼関係を構築し、
機関との対話を行う 

 

4.2 利害関係者コミュニケーション 

 

APASTI 2026-2035 に基づく利害関係者コミュニケーションは、一方向のエンゲージメントであり、

特に「情報提供」（プッシュ型とプル型のコミュニケーション）を重要視する。これは、方法をあらか

じめ考え、戦略目標に合わせて柔軟に調整できる展開戦略を通じて実施される。 

 

コミュニケーション戦略は、以下のことを目指している。 

 

・ APASTIに関する知識の向上（及び知識の豊かな利害関係者をアンバサダーへと転換すること） 

・ STI業界におけるデジタルリテラシー、教育及び雇用機会の向上に役立つ情報へのチャネルを提供する

こと。 

・ GEDSI、文化、その他の事項に関する利用しやすさの障壁になるものを理解させ、APASTIの成果が利

害関係者にどのように利益となるか教えること 

 

 



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2025-PD-ASE01 

84 

プッシュ型・プル型コミュニケーション手法 

 

プッシュ型・プル型コミュニケーション手法は、活動や成果について、幅広い利害関係者グループ

に情報を提供する効果的な方法である。 

以下のコミュニケーション手法は、送信者と受信者の間で一方行のアウトリーチ方法を採用してい

る。 

・ プッシュ型コミュニケーションでは、送信者が受信者に情報を送る。送信者は受信者並びにコミュニ

ケーションの方法及びタイミングを決定する。例えば、電子メール、e ニュースレター、メディアリリ

ース、サイネージ広告などが挙げられる。 

・ プル型コミュニケーションでは、送信者は受信者がいつでもアクセスできるコンテンツを作成し、受

信者はそのコンテンツに関与するかどうかを決定できる。一般的な例としては、ウェブサイトやイン

トラネットなどが挙げられる。 

 

コミュニケーションの原則 

 

対象者に対して選択されたコミュニケーション方法とは無関係に、すべてのコミュニケーションの

内容は以下のコミュニケーションの原則に従う。 

 

表 11：コミュニケーションの原則 

原則 概要 主な考慮事項 

アクセス性11 コミュニケーションにおい

ては、対象者に届けるため

に利用可能なあらゆるチャ

ネルを考慮し、効果的な対

象グループへの働きかけを

目的として、チャネルの範

囲をマッピングする。 

a) 対象者はどのチャネルにアクセスできるか？ 

b) 連絡が難しい対象者と関わり合えるパートナーのチャネル

は存在するか？ 

c) 適切な場合、どのチャネルが政策立案者とAMS間の双方

向のエンゲージメントを促進するか？ 

d) 最も効果的に周知される可能性のあるチャネルはどれか？ 

行動性12 コミュニケーションは対象者

を行動へと導き、行動を阻む

潜在的な障壁を認識させる。 

e)  対象者が取るべき望ましい行動は何か？ 

f)  対象者はこの行動を取ることの利益を理解しているか？ 

g)  実行を阻害する文化的・社会的障壁は何か？ 

信用性13 コミュニケーションはAPASTI

の信頼性を確立し、構築す

る。 

h)  政策立案者は、APASTIの目的と目標を国家政策

に組み込むのに十分な情報を持っているか？ 

i)  政策立案者は実施に資源を投入できるだけの十分

な信用を持つか？ 

関連性14 コミュニケーションは特定の対

象者に特化している 

j) 効果的なメッセージを伝えるのに必要な、対象者の

社会動態的特徴は何か？ 

 
11 世界保健機関、Strategic Communications Framework for WHO in the Western Pacific Region, 2017,4ページ 
12 世界保健機関、Strategic Communications Framework for WHO in the Western Pacific Region, 2017,9ページ 
13 世界保健機関、Strategic Communications Framework for WHO in the Western Pacific Region, 2017,17ページ 
14 世界保健機関、Strategic Communications Framework for WHO in the Western Pacific Region, 2017, 24ページ 
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対象者マッピングとコミュニケーション活動 

 

APASTI 2026-2035は、STIに関する多彩な知識を持ち、APASTIの目的及び目標から様々な形で恩恵

を受けると思われる多くの様々な者を対象としている。一般市民、メディア組織、CSOその他のグル

ープはAPASTIの成功に不可欠ではあるが、多くの場合、一方的なエンゲージメントで対応すれば十分

であると考えられる。 

 

APASTIのコミュニケーション戦略はASEANコミュニケーションマスタープラン対象者マッピングと

認識15を基に策定されており、利害関係者グループに関連するエンゲージメントについて障壁と認識さ

れるもの及び潜在的な利益を反映している。 

 

本戦略には、様々な利害関係者グループに使えるコミュニケーション戦略の例がいくつか記載され

ている。 

 

以下の表12は、この枠組みを用いて様々な利害関係者又は「対象者」を分類する方法の例を示す。

これらは利害関係者のエンゲージメント戦略を基にしているが、各利害関係者グループには異なるコ

ミュニケーション要件があることを反映しており、ASEAN コミュニケーションマスタープラン対象者

マッピングと認識に合わせて小グループに分割されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
15 ASEAN 事務局、ASEAN Communication Master Plan 2018-2025, 2019, 8ページ 
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表 12：コミュニケーションの枠組み  

 

対象者 
APASTIの目的の障壁

と認識されるものの

例 

便益の例 
コミュニケーションの目

標の例 

変化を促進するためのコ

ミュニケーションチャネ

ルの選択肢 

一般市民 言語の壁 

STIの概念の複雑性と日常

生活との無関係性 

コミュニケーション網へ

のアクセス格差 

生涯学習と人材開発の機

会へのアクセス 

消費者の利便性 

環境ソリューション 

APASTIのイニシアチ

ブが日常生活に与え

る影響についての認

識を高める 

STIの発達の有益性に

関する実例を教える 

地域でSTIに協力する

ことで市民の生活の

質が向上することに

ついて詳しく述べる 

物語を用いて技術変革を

説明する 

STIのイベントに関するモ

バイル通知 

地域のSTI優先分野に関す

る公開アンケート・地域

投票 

STIのコンセプトをゲーム

仕立てのモバイルアプリ

で共有する 

女性及び他のグルー

プ 

STI労働力及びSTI関

連の高等教育で女性

が少数派であること 

ロールモデルの不

足・信頼性の格差 

STIにつながる道が分

かりにくい 

 

柔軟性のある働き方 

経済的自立と生産性 

医療技術とその進歩 

APASTIのイニシアチブ

がジェンダーに対応する

改革を促進していること

を実証する 

STEM教育への多様な関

心を高める 

官民連携と指導の機会を

増やす 

包括的な社会起業家精神

を促進・育成する 

女性フォーラム 

経験や資源を共有するオ

ンライン・コミュニティ

フォーラム 

女性のSTIリーダーを扱う

コンテンツ 

女性が頻繁に訪れる場所

（保健センター、コミュ

ニティグループ）での音

声・映像コミュニケーシ

ョン 

若年層 ロールモデルの不

足・信頼性の格差 

STIにつながるキャリ

アパスが分かりにく

い 

経済的自立と生産性 

イノベーションと起業の

機会を増やす 

 

APASTIのイニシアチブ

が若者に関わり、支援し

ていることを実証する 

STEM教育への多様な関

心を高める 

包括的な社会的起業家精

神を促進し、育成する 

経験や資源を共有するオ

ンライン・コミュニティ

フォーラム 

若いイノベーターを紹介

する 

若者が頻繁に訪れる場所

での音声・映像コミュニ

ケーション 

障がい者 ロールモデルの

不足・存在感の

少なさ 

プラットフォー

ムとツールで包

摂的設計が足り

ない 

 

生涯学習と人材開発の機会

へのアクセス向上 

生活の質の向上 

医療の充実 

地域社会でのつながり 

 

STIが社会の厚生に貢献

できることを実証する 

地域社会の形成。農村地

ではバーチャル地域社会

の形成 

 

包括的なSTIの機会に

関するアクセス可能な

形式の発表 

障がい者団体とパート

ナーとなり、対応した

STIコンテンツを配信 

 

メディア 複雑な技術 

長期的なイニシ

アチブよりも直

接的な開発を優

先するニュース

サイクル 

コンテンツの多様性 

STIに特化した広告主やパ

ートナーの誘致 

STIを扱うスポンサーのコ

ンテンツ 

 

STIの物語的伝達 

STIコンセプトに関する

メディアリテラシーを向

上させ視聴者に発信する 

民間投資の可視化向上 

地域開発に関する国別

の視点を取り入れたメ

ディア開発 

イノベーターにインタ

ビューする機会 

メディアインターンシ

ップ・フェローシップ

プログラム 
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主要行動 
 
APASTI 2026-2035を成功に導くには、主要戦略及び主要活動に利害関係者を明確にマッピン

グした上で、重要な利害関係者との体系的なエンゲージメントが必要である。利害関係者が

APASTI 2026-2035の枠組みに有意義に貢献し、その恩恵を受けられるようにするためには、

利害関係者に意識を持たせ、その賛同を得ることが不可欠である。 

 

効果的な利害関係者のエンゲージメントとコミュニケーションを実現する主要行動は以下の通

り。 

 

・ 主要な戦略と活動に沿ったSTI利害関係者の背景の特定とマッピング 

・ STI利害関係者グループの優先順位付け 

・ 対応する利害関係者のエンゲージメント戦略と利害関係者コミュニティ戦略の策定。連携の機

会のための具体的なメカニズムやプラットフォームを含む。 

・ 利害関係者のエンゲージメント及びコミュニケーション戦略の運用 

・ 包括的なプロセスレビューに沿って利害関係者のエンゲージメント及びコミュニケーション戦

略の有効性評価を行い（詳細はセクション6.4を参照）、必要に応じて戦略を更新する 
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付録 E 

資金及び資源の提供 
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APASTIイニシアチブの効果的な実施には資金が不可欠であるが、既存の資金と資源には無視できな

い限界がある。このような課題に対処するため、APASTIは、利用可能な規模の資金と提案されたイニ

シアチブのニーズが一致することを目指している。図8にそのアプローチを示す。 

 

図 8：資金と資源に焦点を移動させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 資金と資源の枠組み 

 

本APASTIは、将来の資金と資源を達成するために不可欠な目標、資金提供メカニズム、推進要因の

概要を示す。 

 

5.1.1 主要な資金と資源の目標 

 

APASTI 2026-2035 では、資金と資源を得るために以下の主要目標を達成する必要がある。 

 

a. APASTI イニシアチブの実施を支援するため、資金と資源の入手可能性、確実性、及び量を向上させる

（すなわち、資金と資源の調達に関する明確な手法） 

b. 継続的なアクセスと持続可能性を推進する（すなわち、資金と資源の継続性を確保する明確な手法） 

c. 資金と資源を配分・管理するにあたり、効率的で効果的な活用を強化する（すなわち、最大限の効果

を発揮するために、限られた資金と資源をタイムリーに配分し、配分する明確な手法） 

 

ベースライン 

ASTIF 

• 利用可能な資金が限られ

ている 

•  

• 厳しい申請要件が、ASTIF

へのアクセスの障壁とな

っている 

 

その他の資金源 

• 利用可能な資金源の可視

性は低く、資金調達プロ

セスは多岐にわたる 

 

資金調達戦略 

資金調達の可用性、量、持続可

能性、効率性、有効性を最大化

するアプローチ 

 

資金調達の推進要因 

特定された資金調達戦略を成功

裏に実施するのに必要な資金

源、プロセス、構造の対象を絞

る 

APASTI 2026-2035 資金と資源

の枠組みの焦点 

資金の入手可能性と量の向上 

 

継続的なアクセスと持続可能性

の推進 

 

資金配分プロセスの効率性強化 

推移 
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これらの目標を実現するためには、主要な資金提供戦略と推進要因の主な要素から構成される手法

を用いる。これらについては以下のサブセクションで詳しく説明する。 

 

 

5.1.1.1 資金及び資源の提供に関する戦略 

 

各資金提供戦略について、国際的なベストプラクティスに基づいた関連する優先事項と手法を以下

に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASTIFの資本金額の拡大 

ASTIFの資本金額の拡大 

APASTI 2026-2035が特に重視することは、ASTIFの中で利用可能な資金と経常収益（すなわ

ち、利息収入）を増やすことである。これは、ASTIFの元本資本の増額、追加で利用可能になる収

入源の活用、そしてASTIFの利息収入の増大によって達成されると考えられる。協調的な取り組み

と商業的視点に基づき、以下の形で実現可能な様々な方法がある。 

・ APASTI 2026-2035の正式運用が始まった後で、AMSからの一時的又は定期的な追加拠出を通じて

ASTIFの元本資本を増額する（例えば、各AMSから100万米ドルを拠出してASTIF資本基金額を倍増

させる、又は10年間にわたり毎年10万米ドルを分割払いするなど）。 

・ 対話国からの直接拠出によるASTIFの元本資本の増強 

・ 対話国からの複数年にわたる助成金を、ASTIFを通じて一元的に管理・配分する 

・ 収益創出を明確な目的として、商業的に実現可能なSTIイニシアチブに的を絞り投資を行う。得ら

れた収益はすべてASTIFに再投資され、将来のプロジェクトを支援する。このアプローチは、STIの

商業化を支援し、基金の新たな収入源を確立するという複数の目標を推し進める。 
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表13：現在のASEAN資金調達方策  

 

ASEANの基金／資金提供方策 

ASEAN COSTI専用基金／プログラム 

ASEAN科学技術イノベーション基金 (ASTIF) 
 

NEXUS（ネットワーク型交流 日本・ASEAN間のパートナーシ

ップ強化に向けた結束） 

ASEAN-India科学技術開発基金 (AISTDF) 

ASEAN/ASEAN対話国基金 

 

ASEAN開発基金 (ADF) 
強化版 EU‐ASEAN地域対話文書の方策(E-READI) 

 

日本 – ASEAN統合基金 (JAIF) 
ASEAN-USAIDパートナーシッププログラム

（2024年3月 – 2029年3月） 

ASEAN-韓国協力基金 (AKCF) ASEAN-パキスタン協力基金 (APCF) 

ASEAN – 中国協力基金 (ACCF) ASEAN-トルコ基金 (ATF) 

 

ASEANプラス3協力基金 (APTCF) 
オーストラリアとASEANの経済と連結に関する未来イニシアチ

ブ (Aus4ASEAN) 

ASEAN – インドグリーン基金 (AIGF) 
 

ASEANロシア連邦対話パートナーシップ金融基金 (ARDPFF) 

ASEANインド基金 (AIF) 

 

 

 

 

 

 

資金源の多様化、特に民間部門からの資金提供 

制度的に見ると、実行者は資金源を多様化し、民間部門からの投資と拠出を積極的に活用す

る機会を模索し、追求することで、一般財源と資源の利用可能性を高めることができる。さら

に、他の資金源としては、多国間提供者、開発銀行、その他の国際機関などが考えられる。 

 

プロジェクトやイニシアチブについては、実行者は、複数の資金源を惹きつけ、活用するこ

とも考慮することとなろう。例えば、AMS、対話国、多国間提供者は共同で資金を提供し、大

きく複雑なイニシアチブに協力することができる。これらは追加資金源となり、ASTIFは資金要

件が基金の限度額を超えるプロジェクトやイニシアチブに配分金を補うことができる。 

 

表13は現在利用されている資金調達手段の一覧である。 
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透明性、明確性、可視性の強化 

APASTIの施行活動全体において、資金調達と資源提供の透明性と責任性の強化とは、以下を重

視する手順を意味する。 

・ 利用可能な資金調達方策について、明確かつ一貫した可視性を提供すること（ASEAN開発基

金を含む） 

・ 資金の配分方法を明確にすること（資金調達プロセスと基準） 

具体的には、以下の事項が含まれる。 

・ 利用可能な資金調達方策について、関連する利害関係者に定期的かつタイムリーに情報提供す

ること。これは、集中管理されたデジタル型式のリポジトリを構築し、維持して、あらゆる資

金源を対象とした資金調達機会とタイムラインの包括的なリストを提供すれば、実現できる 

・ AMSとSC間で利用可能な資金調達方策へのアクセスを調整すること 

・ 優先順位と要件の明確な整合に基づき、資金のニーズと資金源を調和させること。これは例え

ば、一部の資金源に期限が設けられていたり、実証可能な投資収益率又は地域レベルの貢献と

二国間レベルの貢献を比べて得られる付加価値のエビデンスが求められたりするためである。 

・ 資金申請基準と手続きを合理化して多様な施行機関への資金アクセスを改善し、申請コスト全

体を削減すること 

・ 申請希望者に対し、資金申請手続きと要件について十分な理解を得られるよう、事務支援を提

供すること 

 これらの措置を採用すれば、全般的に、AMSとSC間の競争を緩和し、プロジェクトやイニシア

チブ間の相乗効果と協働を促進し、資金と資源をインパクトの高いイニシアチブに優先的に配分

し、資金へのアクセスにおける主な障壁を取り除くことに役立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優先順位と配分の改善 

APASTI 2026-2035に基づき、限られた資金と資源をインパクトの高いイニシアチブに向けるこ

とを目的として、ASTIFなどの主要な資金源の配分に役立つ優先順位の枠組みが導入される。この

優先順位の枠組みは、APASTIの達成目標を最も効果的に支えるイニシアチブへ焦点を当てた投資

を目的としている。 

優先順位の枠組みは、以下を含めた主要基準の指針として機能する。 

・ 戦略的整合性：目標とするAPASTIの成果及び優先事項、又は目的、並びに海洋経済・循環型経

済、脱炭素化といった横断型支援イニシアチブとの整合性。地域連結性、社会的包摂、ジェンダー

主流化 

・ インパクト：主要な受益者が広範な社会的、経済的、商業的便益を支援する範囲 

・ 持続可能性：資金提供方策の期間と活動の長期的な実行可能性 

・ 連携：地域、地形、部門又は産業間の連携の範囲と程度 

・ 公平性：開発途上国への支援 

・ モニタリング：成果を測定するにあたり、プロジェクトのモニタリング・評価計画の明確性と堅牢

性 

さらに、以下に示す優先順位の枠組みの基準案と、それがプロジェクト資金提案の評価に適用

される方法（スコアリングや重み付けなど）は、ASTIF助成金ガイドラインの見直しが行われた

際に、それに沿って最終決定される。 
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表 14：優先順位の枠組みの説明 

優先順位の基準 検討事項 

整合性 ・ 提案は、APASTIの目的又は戦略的目的の達成にどの程度貢献するか？ 

・ 提案は、APASTIの枠組みに基づく主要な戦略的措置及び活動に直接貢献

するか？ 

• 提案された活動は、APASTIの枠組みに定められた以下の分野横断的な戦略的措

置にどの程度貢献するか？ 

✓ 海洋経済・循環型経済と脱炭素化; 

✓ 地域の連携 

✓ 社会的包摂とジェンダー主流化 

インパクト‐社会と環境への

インパクト 

・ 提案は、ASEAN諸国にどの程度の社会的便益（健康、生活の質、教育、環境面の

便益を含むが、これらに限定されない）をもたらすか？ 

・ 提案の到達範囲（AMS及び受益者の数など）はどの程度か？ 

インパクト‐イノベーション・経

済・商業へのインパクト 

・ 提案は、斬新なアイデアや技術を含むイノベーションの明確な可能性をどの程

度示すか？ 

・ 提案に直接関連する商業的利益の可能性はどの程度か？ 

・ 実現が見込まれる経済的インパクトと利益はどの程度か？ 

金額に見合う価値 ・ 提案は、関連する財務的・非財務的な費用と便益をどの程度提供するか？これ

には以下が含まれるが、必ずしも以下に限定されない。 

✓ 物品又はサービスの質 

✓ 提案の柔軟性（提案のライフサイクル全体にわたる革新性と適

応性を含む） 

✓ ライフサイクル全体の費用 

・ 提案は、ASEAN経済に便益をどの程度広く提供するか？ 

・ 提案は、ASEAN全体の政策と矛盾することなく、効率的、効果的、経済的、

かつ倫理的な方法で資源を活用するか？ 

・ 提案は、差別のない状況下で競争を促進するか？ 

連携 • 提案は、地域間及び分野横断的連携（例：スタートアップ企業・学術界・産業

界）をどの程度促進するか？ 

• 提案は、AMS間で費用分担、知識共有、および科学技術イノベーション

（STI）の専門技能交換の機会をどの程度創出するか？ 

• 提案は、民間部門の関与・連携・投資を強化する機会をどの程度創出するか？ 

持続可能性 ・ 提案が追加資金源やより大規模な助成金を獲得する可能性はどの程度か？ 

・ 提案された活動の長期的な実行可能性はどの程度か？ 

・ 提案されたイニシアチブが助成金の支給額を超える場合、どの程度自立的に

持続できるか？ 

公平性 ・ 提案は、ASEAN内の公平性をどの程度高めるか？ 

・ 提案は、AMS間の開発格差を縮小するための知識、技術進歩、イノベーシ

ョンの共有をどの程度促進するか？ 

モニタリング ・ プロジェクトのモニタリング評価計画（提供される便益、成果、価値を評価す

る方法を含む）の明確性と堅牢性はどの程度なのか？ 
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5.1.1.2 資金及び資源の提供の推進要因 

主要推進要因は効果的な資金提供戦略を展開させる必要がある。各主要推進要因について、関連す

る優先事項と運営上の要件を以下に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専任の人材と人員の能力向上 

資金配分に関わる主要人員の力量と潜在能力に投資すれば、資源管理は効果的になり、

APASTIによる資金提供イニシアチブの全般的な成功と持続可能性につながる。 

1. 資金調達活動とASTIF投資イニシアチブの拡大には、専任の人材が必要である。資金の確保と配

分を担う既存の資源と取り組みに加え、APASTI 2026-2035に基づく資金戦略の実行には、以下が

必要となる。 

・ 対話国その他の外部資金提供パートナーとの協議において、COSTIとASTIFを代表する交渉専従

の資源と能力 

・ ASEANを代表し、あるいはAMSを民間部門との積極的な関与や産業界との連携において、促進

を専門的に行う発起人又はネットワーク調整人 

・ 投資の選択肢を評価する専門のファンド管理能力。ASTIFの資本収益率の向上及び商業ベンチ

ャーに投資をするファンド構成メカニズムの開発を目的とする 

・ 財務と商務の専門知識。これは資金調達に商業志向のアプローチを適用するためであり、例え

ば資金を誘致するために民間部門及び企業にアピールする、必要な投資収益を生み出す証拠を

提供するなどが挙げられる 

2. 資金拠出額が増加するにつれて、資金申請と配分プロセスの規模は大きくなり、程度も高くな

る。将来的には、適切な能力構成を備えた専任かつ一元化された、資源を扱うチームを設置し、

合理化されたASTIF資金申請・配分プロセスの運用化を図ることが可能である。このチームは、

以下を含むエンドツーエンドの資金調達過程を管理すると考えられる。 

・ 公募の告知 

・ 申請の助言とガイダンス 

・ 公募案件の評価 

・ ASTIF助成金の運営とモニタリングの監督 

・ 手続きとスケジュールの管理。例えば、提案審査過程を意思決定者の会合とほぼ同時に合わ

せ、助成金に関する手続きの迅速化を図るなど 

上で触れた追加の潜在能力及び力量の拡充を支援するために必要となる、利用可能性及び関連

する資金源について検討が行われる。 
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協力、連携及び統一的なコミュニケーション 

効果的な資金管理は、APASTIの様々な管理機関とAMSの幅広い代表者間の強力な連携に立脚

し、様々な資金提供パートナーに対してASEAN協力の統一的なアプローチと代表性を示す。資金

提供者の認識と信頼を高めることは、資金と資源を確保する重要な前提条件である。 

 

協力、連携、及び統一的なコミュニケーションの主たる領域には以下が含まれるが、必ずしも

これらに限られない。 

  

・ 二国間及び地域で行われている関連する政治対話について、対話国、AMS、ASEAN事務局の間

で共通の理解を構築する。これにより、共同イニシアチブや共同貢献によって恩恵を受ける共通

の優先事項、権益、課題が明確になる。 

・ ASEAN及びSTIの優先事項、共通の課題、重点分野に関して対話国その他の外部資金提供パート

ナーが持つ認識と理解を深める 

・ 対話国との積極的なエンゲージメントを維持し、対話国の資金提供の優先事項や力量に影響を与

え得る地政学的・規制上の変化を常に把握する。 

・ 地域全体、及び産業界パートナーとの連携や成功事例を紹介し、AMSが研究機関や産業界と商業

パートナーシップを結び技術商業化を進める競争を促進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要行動 
 

資金調達と資源提供に関する戦略を成功させるには、資金調達推進要因を適切かつタイムリーに確
立し、運用することが必要である。これらの推進要因は、APASTI 2026-2035の実現に向けた強固な基
盤の構築を目指す。 

 
推進要因を稼働させる主要活動を以下に挙げる。 

 
・ APASTI 2026-2035開始後12‐18か月以内に実施すべき喫緊の推進要因を優先的に決定する。 

・ 人材と潜在能力の向上に必要な優先的な強化策、行動、並びに資源及び資金を、以下を重視のう
え決定する。 

◦ 資金調達、交渉、及び資金調達活動への商業的アプローチの強化 

◦ ASTIF管理の専門化。例えば、投資管理と助成金手続の合理化など 

・ 優先的な改善策と行動を実施するために追加の資金及び資源を確保する 

・ ASTIF助成金ガイドラインの改訂に沿って、資金優先順位の枠組みと基準（重み付けや順位付けな
どを使う相対的な重要度の割り当てを含む）を最終決定する 
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付録 F 
モニタリングと評価 
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付録 F モニタリングと評価の枠組み 

 

表 15：APASTI モニタリングと評価の枠組みの概要 

APASTI モニタリングと評価の枠組み 

趣旨 APASTIモニタリングと評価（M&E）の枠組み（APASTI M&Eの枠組
み）は、APASTI 2026-2035が責任と透明性をもって実施されることを確
約する。APASTI MELの枠組みは、すべての政策とプログラムにモニタ
リングと評価を組み込むことで、短期、中期、長期の成果に対する進捗
状況を追跡する。データと評価から得られた知見は、実用的な知識へと
変換され、継続的な学習と改善を可能にする。 

APASTI M&Eの枠組みは、以下の項目と連携するが重複することはな
い。 

・ ASEAN経済共同体（AEC）戦略計画2026～2030 

・ ASEAN政治安全保障共同体（APSC）ポスト2025戦略計画 

・ ASEAN連携戦略計画 

・ ASEAN社会文化共同体（ASCC）ポスト2025戦略計画 

・ ASEAN共同体ビジョン2045 

・ AMS国家政策・計画 

時間枠 APASTI M&Eの枠組みは、分野別計画の10年間の期間全体にわたって活
用される。この枠組みは、APASTI 2026-2035が変化するSTIの動向と世界
的な動向に常に適合し、対応できるよう、定められた間隔で見直しと更新
が行われる。枠組みの成果と指標は、5か年計画に基づいて構築される。 

主要なアウトプット APASTI M&Eの枠組が定めるアウトプットの中には、主要な目標とイ
ンパクトに向けた実施の進捗状況を評価するのに役立つ重要なものがい
くつかある。少なくとも、以下のアウトプットが含まれる。 

・ データダッシュボード及びその他の報告書 

・ APASTI 2026-2035活動の中期評価 

・ 2028年と2030年の実施に焦点を当てたプロセスレビュー 

・ APASTI 2026-2035の期末評価 

これらのアウトプットは、次期APASTIの策定に直接利用することがで
きる。特に、中期的成果に対する進捗状況を正確に記録すれば、対象を
絞った介入や新たな活動を通じて対処可能な課題を浮き彫りにする。 

ガバナンス 枠組みはCOSTIとAPASTIのタスクフォースにより管理される。これらの
タスクフォースは、APASTI 2026-2035の実施を統括する責任を負う。 

 

6.1 モニタリング計画 

 

6.1.1 戦略目標と成果指標 
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成果指標は、AEC ポスト 2025 計画と整合がとれた目標（長期成果）と戦略的措置（中期成果）に

関連している。表 16 は、各戦略目標及び関連措置について特定された成果指標のロングリスト案であ

る。 

 

表 16：各戦略目標及び戦略的措置についての成果指標 

 

2030年の成果指標と目標値 

データソース16／代替データ

ソース（データ利用に制限が

ある場合） 

 

制限 

事業と人々の移動を促す 

地域の自然人の移動を促す制度とイニシアチブを開発し実施する 

1 ASEAN加盟国における就労外国人の流入と流出 

目標値： 

•  ASEAN加盟国への就労外国人の流入を（10‐

15%）増加させ、労働力移動と地域統合の進展を反

映させる 

• 外国人労働者の流入と流出を追跡するため、ASEAN

加盟国全体で標準化されたデータ収集システムを構

築する。 

国際労働機関（ILO）移

民労働者統計- 

Statistics on  migrant 

workers - ILOSTAT 

外国人労働者の流入と

流出が顕著であって

も、個人がSTI関連の

仕事に従事していない

場合、APASTIの目標

達成に向けた進捗状況

に関する情報と整合し

ない可能性がある。 

 ・ ASEAN加盟国間の労働力移動に関する二国間協定の数

を（15‐25%）増加させる 

  

2 サービス貿易。ASEAN域内における主要サービス分類別 

目標値： 

・ ASEAN域内サービス貿易の（10‐15%）増加を達

成する（観光、金融、専門サービスといった主要

サービス分野に重点を置く） 

ASEAN統計データポー

タル - Trade in 

Services,  Intra-

ASEAN, by Major  

Service Category, (in 

million  US$) | 

ASEANstats Data  

Portal 

 

 ・ サービス貿易を促進し、障壁を解消、AMS間の協力

を促進するため、（3件）以上の地域枠組み又は協

定を策定し、実施する 

  

 

 

 
16 これらの指標のデータソースは、世界中で利用可能であり、ASEAN および COSTI から独立し、信頼できる第三者機関によっ

て維持されているセットから取られている。 

https://ilostat.ilo.org/topics/labour-migration/
https://ilostat.ilo.org/topics/labour-migration/
https://ilostat.ilo.org/topics/labour-migration/
https://data.aseanstats.org/indicator/TIS.ASE.ASE.MST.MUS
https://data.aseanstats.org/indicator/TIS.ASE.ASE.MST.MUS
https://data.aseanstats.org/indicator/TIS.ASE.ASE.MST.MUS
https://data.aseanstats.org/indicator/TIS.ASE.ASE.MST.MUS
https://data.aseanstats.org/indicator/TIS.ASE.ASE.MST.MUS
https://data.aseanstats.org/indicator/TIS.ASE.ASE.MST.MUS
https://data.aseanstats.org/indicator/TIS.ASE.ASE.MST.MUS
https://data.aseanstats.org/indicator/TIS.ASE.ASE.MST.MUS
https://data.aseanstats.org/indicator/TIS.ASE.ASE.MST.MUS
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2030年の成果指標と目標値 

データソース16／代替

データソース（データ利

用に制限がある場合） 

制限 

持続可能な農業慣行と森林管理を促進する 

適切な新技術、ベストプラクティス、管理システムを最適化して、特に急成長を遂げている食品、農業、林業分野におい

て、食品の安全性を確保し、健康・疾病及び環境問題に対処する 

3 農業R&Dへの投資 

目標値： 

・ 農業R&Dのために、地域での資金提供と投資（官
民）を（10‐20%）増加させる 

・ 官産学間で（3件）以上の地域パートナーシップを構
築し、連携的な農業イニシアチブを推進する 

・ 農家について、革新的な農業慣行と技術の導入率を
（10‐15%）向上させ、生産性と持続可能性の向上
に貢献させる 

農業科学技術指標 (ASTI) 
- Country 

benchmarking - South 
East Asia | ASTI 

利用可能な最新デー
タは2011年のもので
ある。また、ASEAN
全加盟国のうち、デ
ータソースに含まれ
ていない国がある。 

4 地域の農業R&D費用の対農業国内総生産 (AgGDP)比率 

目標値： 

• AgGPDに占めるR&D費用の割合を（0.3‐0.6%）
増加させる 

• 農業R&Dへの投資増加を目的として新たな資金提
供メカニズムを（1件から2件）作り出す 

• 地域農産物の競争力強化と市場アクセス拡大によ
り、農産物輸出額を（10‐15%）増加させる 

東南アジアにおける
ASTI農業研究‐資源配
分、業績、生産性への
インパクトに関する国
家横断分析 - SoEA-Ag-
Regional-Report-
2020.pdf 

ASEAN全加盟国のうち、
データソースに含まれて
いない国がある。 

この報告書が定期的に作
成されるか、単発的なも
のになるのかは未定であ
る。 

5 ASEAN主要政府研究機関が発表し、正式に登録する農
産物新品種の数 

目標値： 

• 主要農産物（例：米、トウモロコシ、果物）につい
て、少なくとも3‐8品種の新品種を発表し、正式に登
録する。これにより、作物の多様性と強靭性が向上す
る 

• 基礎的な品種開発を1件から2件成功させる 

東南アジアにおける
ASTI農業研究‐資源配
分、業績、生産性への
インパクトに関する国
家横断分析 - SoEA-Ag-
Regional-Report-
2020.pdf 

6 地域における農業技術ソリューション（IoT、ドローン、デ
ータ分析など）の農場経営への導入率 

目標値： 

• 地域における農業技術系スタートアップ企業及び
ソリューションの数を40‐50%増加させる 

• （1万人）以上の農業従事者を対象に、農業技術ソリ
ューションの活用に関する研修プログラムを実施
し、これらの技術を効果的に導入するための知識と
スキルを習得させる 

ASEAN加盟国における
農業及び食料システムの
デジタル化状況に関する
デスクトップ調査17 

既存のデータセットがな
いため、モニタリング体
制の構築には時間と労力
が必要となる。 

 
17 Accelerating the Digitalisation of the Agriculture and Food System in the ASEAN Region 

https://asti.cgiar.org/benchmarking/southeast-asia
https://asti.cgiar.org/benchmarking/southeast-asia
https://asti.cgiar.org/benchmarking/southeast-asia
https://asti.cgiar.org/benchmarking/southeast-asia
https://www.asti.cgiar.org/pdf/SoEA-Ag-Regional-Report-2020.pdf
https://www.asti.cgiar.org/pdf/SoEA-Ag-Regional-Report-2020.pdf
https://www.asti.cgiar.org/pdf/SoEA-Ag-Regional-Report-2020.pdf
https://www.asti.cgiar.org/pdf/SoEA-Ag-Regional-Report-2020.pdf
https://www.asti.cgiar.org/pdf/SoEA-Ag-Regional-Report-2020.pdf
https://www.asti.cgiar.org/pdf/SoEA-Ag-Regional-Report-2020.pdf
https://www.asti.cgiar.org/pdf/SoEA-Ag-Regional-Report-2020.pdf
https://www.asti.cgiar.org/pdf/SoEA-Ag-Regional-Report-2020.pdf
https://www.eria.org/uploads/Accelerating-Digitalisation-Agriculture-Food-System-ASEAN-Ev_Report-Dec-2024.pdf


 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2025-PD-ASE01 

100 

7 持続可能な農業と森林管理を支える地域政策及び法的枠

組みの存在と実施 

目標値： 

• 農業従事者の間で、5‐10%の農業技術ソリュ

ーションの導入率を達成する 

• 技術適応プログラムを含む農業技術支援インフラを

構築し、年間50‐100人の農業従事者に対し、デジ

タルツール研修を実施する 

ASEAN加盟国における

地域政策と法的枠組みの

状況に関するデスクトッ

プ調査18 

 
2030年の成果指標と目標値 

データソース16／代替デ
ータソース（データ利用
に制限がある場合） 

 
制限 

包摂的かつ持続可能な経済成長の新たな原動力として、AECに関連する海洋経済に関する協力を推進する 

海洋経済に関する科学技術イノベーションの連携を促進する 

8 海洋経済に焦点を当てたSTI関連のイニシアチブ又は研究プロジ

ェクトの数 

目標値： 

• 海洋経済に焦点を当てたSTI関連のイニシアチブ又は研究

プロジェクトの数を10‐15%増加させ、持続可能な水産養

殖、海岸侵食管理、海洋廃棄物削減技術といった主要分野

におけるイノベーションと持続可能な慣行を促進する 

• AMS間で、海洋経済の課題解決を目的とした新たな連

携研究プロジェクトを8件から10件開始する 

• 官民分野から2件から5件の主要な海洋経済研究イニシ

アチブ用資金を確保する 

研究助成金データベース
又は業界報告書 

 

9 AMS全体での海洋経済に関するSTI科学論文数 

目標値： 

• 海洋経済に関するSTI論文を年間3件から8件増加さ

せる 

• 海洋経済論文支援システムを確立する。これには海洋研

究者を対象とした科学論文執筆と地域海洋科学ジャーナ

ルとの連携構築に関する年次ワークショップ（1回）を

含む 

国立図書館、アーカイ
ブ、又はオープンアクセ
ス・ジャーナル・プラッ
トフォーム 

 

10 海洋経済に関するSTI協力を組み込んだ地域の枠組みの数 

目標値： 

• 海洋経済に関するSTI協力を組み込んだ地域枠の組みを

（2件から4件）以上策定し、実施する 

• 海洋経済に関する実施可能なSTIイニシアチブを1件から

2件策定する。これには持続可能な養殖業の実施や気候

変動の影響評価についての技術移転プログラムを含める 

国際機関又はNGOの報告
書 

11 海洋経済に直接関係する国が決定する貢献（NDC）の報告（気

候関連目的へのSTIの貢献について、的を絞った知見を提供す

るため） 

目標値： 

• 海洋経済への貢献について測定可能な指標があるNDCの数

を15‐25%増加させる 

• 海洋経済気候追跡システムを1件確立する（例：沿岸炭素

プロジェクトのモニタリングや海洋保護区の有効性に関す

る報告） 

地球環境戦略研究機関
（IGES）ASEAN NDCデ
ータベース - IGES 
ASEAN  NDC 
database_v1.0.xlsx 

NDCに対する年間排出量を
比較するには、さらにデー
タが必要である。 

 
18 Accelerating the Digitalisation of the Agriculture and Food System in the ASEAN Region 

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.iges.or.jp%2Fen%2Fpublication_documents%2Fpub%2Fdata%2Fen%2F14049%2FIGES%2BASEAN%2BNDC%2Bdatabase_v1.0.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.iges.or.jp%2Fen%2Fpublication_documents%2Fpub%2Fdata%2Fen%2F14049%2FIGES%2BASEAN%2BNDC%2Bdatabase_v1.0.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.iges.or.jp%2Fen%2Fpublication_documents%2Fpub%2Fdata%2Fen%2F14049%2FIGES%2BASEAN%2BNDC%2Bdatabase_v1.0.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.iges.or.jp%2Fen%2Fpublication_documents%2Fpub%2Fdata%2Fen%2F14049%2FIGES%2BASEAN%2BNDC%2Bdatabase_v1.0.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://www.eria.org/uploads/Accelerating-Digitalisation-Agriculture-Food-System-ASEAN-Ev_Report-Dec-2024.pdf
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12 持続可能な水産業のGDPに占める割合 

目標値： 

• 持続可能な水産業のGDPへの貢献度を10‐15%増加させる 

• 地域内の認証された持続可能な水産業の数を10‐15%増加

させる 

• 漁業慣行に関するデータ収集を含め、持続可能な水産業

の測定・支援システムを開発する 

SDG Gateway Asia 
Pacific Database - 
ESCAP Data  Explorer • 
SDG indicators  dataset 

ASEAN全加盟国のうち、デー
タソースに含まれていない国が
ある。 

13 海洋経済R&D費用（産民の研究部門）の国内R&D総支出 

(GERD)に占める割合 

目標値： 

• 海洋経済R&D費用を3‐6%増加させる 

• 海洋保全、沿岸管理、食料安全保障のニーズに対応する持続

可能な水産業慣行などの分野で、海洋経済研究プログラムを

1件から3件策定する 

• 研究機関からの海洋関連研究支出に関するデータ

収集を含めた、基盤的な海洋経済R&D追跡システム

を開発する 

ユネスコ統計研究所 研
究開発費（GDP比） - 
Research and  
development 
expenditure (% of GDP) 
| Data  

AMSは、海洋経済に費や
される政府R&D支出
（GERD）について、内訳
データを提供することが
求められている。ASEAN
全加盟国のうち、データ
ソースに含まれていない
国がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://dataexplorer.unescap.org/vis?fs%5b0%5d=Indicators%20by%20SDG%2C1%7CGoal%2014%20Life%20below%20water%23G14%23%7C14.7.1%20-%20Sustainable%20fisheries%20in%20GDP%23G14_07_01%23&pg=0&fc=Indicators%20by%20SDG&bp=true&snb=1&vw=tb&df%5bds%5d=ds-demo-design&df%5bid%5d=SDG_Dataflow&df%5bag%5d=ESCAP&df%5bvs%5d=2.9&dq=.G14_07_01..A&pd=2015%2C2024&to%5bTIME_PERIOD%5d=false&ly%5bcl%5d=TIME_PERIOD&ly%5brw%5d=REF_AREA
https://dataexplorer.unescap.org/vis?fs%5b0%5d=Indicators%20by%20SDG%2C1%7CGoal%2014%20Life%20below%20water%23G14%23%7C14.7.1%20-%20Sustainable%20fisheries%20in%20GDP%23G14_07_01%23&pg=0&fc=Indicators%20by%20SDG&bp=true&snb=1&vw=tb&df%5bds%5d=ds-demo-design&df%5bid%5d=SDG_Dataflow&df%5bag%5d=ESCAP&df%5bvs%5d=2.9&dq=.G14_07_01..A&pd=2015%2C2024&to%5bTIME_PERIOD%5d=false&ly%5bcl%5d=TIME_PERIOD&ly%5brw%5d=REF_AREA
https://dataexplorer.unescap.org/vis?fs%5b0%5d=Indicators%20by%20SDG%2C1%7CGoal%2014%20Life%20below%20water%23G14%23%7C14.7.1%20-%20Sustainable%20fisheries%20in%20GDP%23G14_07_01%23&pg=0&fc=Indicators%20by%20SDG&bp=true&snb=1&vw=tb&df%5bds%5d=ds-demo-design&df%5bid%5d=SDG_Dataflow&df%5bag%5d=ESCAP&df%5bvs%5d=2.9&dq=.G14_07_01..A&pd=2015%2C2024&to%5bTIME_PERIOD%5d=false&ly%5bcl%5d=TIME_PERIOD&ly%5brw%5d=REF_AREA
https://dataexplorer.unescap.org/vis?fs%5b0%5d=Indicators%20by%20SDG%2C1%7CGoal%2014%20Life%20below%20water%23G14%23%7C14.7.1%20-%20Sustainable%20fisheries%20in%20GDP%23G14_07_01%23&pg=0&fc=Indicators%20by%20SDG&bp=true&snb=1&vw=tb&df%5bds%5d=ds-demo-design&df%5bid%5d=SDG_Dataflow&df%5bag%5d=ESCAP&df%5bvs%5d=2.9&dq=.G14_07_01..A&pd=2015%2C2024&to%5bTIME_PERIOD%5d=false&ly%5bcl%5d=TIME_PERIOD&ly%5brw%5d=REF_AREA
https://data.worldbank.org/indicator/GB.XPD.RSDV.GD.ZS?end=2023&start=2023&view=bar
https://data.worldbank.org/indicator/GB.XPD.RSDV.GD.ZS?end=2023&start=2023&view=bar
https://data.worldbank.org/indicator/GB.XPD.RSDV.GD.ZS?end=2023&start=2023&view=bar
https://data.worldbank.org/indicator/GB.XPD.RSDV.GD.ZS?end=2023&start=2023&view=bar
https://data.worldbank.org/indicator/GB.XPD.RSDV.GD.ZS?end=2023&start=2023&view=bar
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2030年の成果指標と目標値 

データソース16／代
替データソース（デ
ータ利用に制限があ
る場合） 

 

制限 

デジタル・トランスフォーメーション及びテクノロジー・トランスフォーメーションを加速する 

地域協力を密にしてスタートアップ企業のイノベーションを促進する 

技術中立性の原則を採用・推進する 

デジタルバリューチェーンやデジタルリテラシーを含めたスキルアップと再訓練を通じて、最先端技術とイノベーション
に関する人材育成を強化する 

エビデンスに基づくアプローチと人工知能のガバナンスに関する協調的なアプローチを採用・推進して、ビッグデータと
人工知能の導入を促進する 

14 インターネット、コンピュータ、又は少なくとも3G通信（ITU）

を利用している人の割合 

目標値： 

• 手頃な価格のモバイルインターネットアクセスと接続インフ

ラの拡充に重点を置き、インターネット利用率を人口の60‐

75%に増加させる 

• サービスが行き届いていない地域のインフラを拡充させ、

人口の70‐85%が3G以上の通信を利用できるようにす

る。 

世界銀行データセ
ット‐ICT指標データ
ベース - Dataset | 
ICT Indicators  
Database | World 
Bank  Data360 

 

15 デジタル統合指数スコア 

目標値： 

• デジタル指数スコアを5‐15ポイント向上させる 

• デジタル統合イニシアチブを1件から2件確立させる。例えば、

政府サービス向けデジタル決済システム、事業登録・免許取得

及びパイロットプログラムのためのオンラインプラットフォー

ム、デジタル健康記録、教育管理システムなど 

US AIDとUS-ASEAN
の連携- ASEANデジ
タル統合指数‐経済
政策策定のためのデ
ジタル統合の測定：
https://asean.org/wp
-content/ 
uploads/2021/09/ADI
I-Report-2021.pdf 

この報告書が定期的に作
成されるか、単発的なも
のになるのかは未定であ
る。 

16 デジタルリテラシーレベル（性別及び社会経済的地位別の内訳デー

タを含む） 

目標値： 

• ジェンダー格差を5‐10%縮小し、コミュニティでの研修プ

ログラムを通じて少数派集団のアクセス向上に焦点を当て

て、全体的なデジタルリテラシーレベルを10‐20%向上さ

せる 

• 農村部向けのモバイルデジタル研修やスマートフォンを活用

したリテラシー研修など、2件から5件のデジタルリテラシー

プログラムを策定する 

国連SDG 4データ：
デジタル世界でのスキ
ルに関する指標4.4.1 - 
https://uis.unesco. 
org/en/blog/meet-
sdg-4-data-indicator-
4-4-1-skills-digital-
world 

 

17 特許、著作権、ノウハウ、意匠を含むビッグデータ又はAI IPの数 

目標値： 

• 年間3件から8件のビッグデータ又はAI IP出願を新たに作り出す 

• 年間1件から2件のAI／ビッグデータ出願を確立させる 

• ソフトウェア及びデータイノベーションについての知的

財産保護に関する入門トレーニングを含め、1件から3件

のAI／ビッグデータIP啓発プログラムを策定する 

世界知的所有権指標 
(WIPO) – World  
Intellectual Property  
Indicators 2024 

ASEAN全加盟国のうち、デー

タソースに含まれていない国

がある。ビッグデータ又はAI

分野ごとに特許を分類するに

は他のデータソースが必要。 

 

 

 

 

 

https://data360.worldbank.org/en/dataset/ITU_DH
https://data360.worldbank.org/en/dataset/ITU_DH
https://data360.worldbank.org/en/dataset/ITU_DH
https://data360.worldbank.org/en/dataset/ITU_DH
https://data360.worldbank.org/en/dataset/ITU_DH
https://asean.org/wp-content/uploads/2021/09/ADII-Report-2021.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2021/09/ADII-Report-2021.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2021/09/ADII-Report-2021.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2021/09/ADII-Report-2021.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2021/09/ADII-Report-2021.pdf
https://uis.unesco.org/en/blog/meet-sdg-4-data-indicator-4-4-1-skills-digital-world
https://uis.unesco.org/en/blog/meet-sdg-4-data-indicator-4-4-1-skills-digital-world
https://uis.unesco.org/en/blog/meet-sdg-4-data-indicator-4-4-1-skills-digital-world
https://uis.unesco.org/en/blog/meet-sdg-4-data-indicator-4-4-1-skills-digital-world
https://uis.unesco.org/en/blog/meet-sdg-4-data-indicator-4-4-1-skills-digital-world
https://uis.unesco.org/en/blog/meet-sdg-4-data-indicator-4-4-1-skills-digital-world
https://uis.unesco.org/en/blog/meet-sdg-4-data-indicator-4-4-1-skills-digital-world
https://www.wipo.int/publications/en/details.jsp?id=4759&plang=EN
https://www.wipo.int/publications/en/details.jsp?id=4759&plang=EN
https://www.wipo.int/publications/en/details.jsp?id=4759&plang=EN
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2030年の成果指標と目標値 

データソース16／代替
データソース（データ
利用に制限がある場
合） 

制限 

高度イノベーション・エコシステム 

スマートシティ、ビッグデータ、アナリティクスなどを含め、ICTイノベーション、起業家精神、技術開発を促進する 

モノのインターネット（IoT）、ビッグデータ、クラウド技術、人工知能、量子技術、高性能コンピューティング
（HPC）、仮想現実及び拡張現実、積層造形、バイオテクノロジーなどのイノベーションと技術の導入と普及を促進する 

医療、循環型経済、デジタルバリューチェーンといった変革の可能性を秘めた主要産業の成長を加速するため、科学技術
イノベーションによるソリューションを展開する 

学界、研究機関、センター・オブ・エクセレンスのネットワーク、民間部門の間の連携を強化し、能力開発、技術移転、戦
略的商業化のための効果的なエコシステムを構築する 

官民の科学技術（S&T）機関の科学者及び研究者の流動性を高める 

スピンオフやジョイントベンチャーから生まれる地域の科学技術イノベーション企業を促進・管理するための革新的な支
援システムを構築する 

地理情報科学、衛星、その他の応用分野における研究と能力開発を通じて、宇宙技術の進歩を加速させる。 

18 世界イノベーション指数 (GII） 知識技術アウトプット 

目標値： 

• GII知識技術アウトプットの副指数を（2から5）
ポイント向上させる 

•  技術移転メカニズムに関する基礎的な知識アウ
トプットプログラム、研究者が研究成果を公開
し発信することを支援するプログラムを（1件か
ら2件）確立させる 

世界知的所有権機関 
(WIPO) 世界イノベーシ
ョン指数 - Global  
Innovation Index 2024 
- GII  2024 results 

 

19 政府資金を受ける企業別研究開発費の対GDP比 

目標値： 

• R&D支出合計をGDPの（0.3‐0.6%）に増加させる 

• R&D用資金提供メカニズムを（1件から2件）確立す
る。例えば、研究用政府助成金プログラム、農業や
製造業といった優先順位の高い分野での官民パート
ナーシップなど 

ユネスコ統計研究所 科
学技術イノベーション
データセット UIS Data 
Browser 

データソースはAMS固
有のデータで補完され
る 

データソースはすべての国の
最新データを含めているわけ
ではない。例えば、インドネ
シアの最新データは2001年の
ものである。 

20 ASEAN加盟国からの科学出版物数（地理情報科学や衛星
など、様々なテーマに関する出版物の細分化されたデータ
を含む） 

目標値： 

• 科学出版物数を年間（10%）増加させる 

• 地域ジャーナルとパートナーシップを結び、研究者が
率いるライティングワークショップを（3件）支援す
る 

• 農業、衛星、地理情報科学といった（3つの）優
先分野における出版物のアウトプットをモニタ
リングするためのデータベースを導入する 

ユネスコ科学報告書 
2030 UNESCO  
science report, 
towards  2030: 
executive summary;  

2015 

ユネスコ科学報告書は5年ごと
に定期的に作成されている。
毎年報告されるものではな
い。 

21 ASEAN加盟国における登録特許数 

目標値： 

• 年間特許登録件数を（10%）増加させる。当初のう
ちは、今まで特許取得の経験のない研究施設が持つ
イノベーションの記録と保護に重点を置く 

•  特許の基礎に関するガイダンス資料など、特許に関
する啓発・支援イニシアチブを（2件）立ち上げる 

ユネスコ科学報告書 
2030 UNESCO  
science report, 
towards  2030: 
executive summary;  

2015 

https://www.wipo.int/web-publications/global-innovation-index-2024/en/gii-2024-results.html
https://www.wipo.int/web-publications/global-innovation-index-2024/en/gii-2024-results.html
https://www.wipo.int/web-publications/global-innovation-index-2024/en/gii-2024-results.html
https://www.wipo.int/web-publications/global-innovation-index-2024/en/gii-2024-results.html
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
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22 人口100万人あたりの研究者数（人数） 

目標値： 

• 人口100万人あたりの研究者数を（100人）増加させ
る 

• （2件の）研究者育成パイロットプログラムを立ち上
げ、（5件の）年間奨学金を支給する 

• 既存の研究者に関するデータ収集や、研究者
の能力開発の進捗状況をモニタリングする調
査など、研究者追跡システムを開発する 

ユネスコ科学報告書 
2030 UNESCO  
science report, 
towards  2030: 
executive summary;  

2015 

23 地域循環性の向上率 

目標値： 

• 地域循環性を（2%）向上させる 

• 循環型経済の基盤となる（2件の）プログラムを構
築する。例えば循環型実践を実証する廃棄物管理
や材料回収施設など 

Global Material Flows  
Database 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://uis.unesco.org/sites/default/files/documents/unesco-science-report-towards-2030-ex-sum-en.pdf
https://www.resourcepanel.org/global-material-flows-database
https://www.resourcepanel.org/global-material-flows-database
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 2030年の成果指標と目標値 

 データソース16／代替データ
ソース（データ利用に制限がある
場合） 

制限 

包摂的、革新的、かつ競争力のあるビジネス環境を推進し、地域と世界のバリューチェーンの中で中小零細企業 (MSME) 
の統合を強化する 

民間部門とナレッジコミュニティの連携とパートナーシップを強化し、イノベーションを促進し、スタートアップ企業の
創出など、起業家精神を育成する 

24 MSMEが貢献するGDP 

目標値： 

• MSMEのGDPへの貢献を（3%）増加させる 

• 基礎的なビジネス研修に関するMSME支援プログラムを
（2件）策定する 

• インフォーマル経済からフォーマル経済への移行を支
援する可能性を持つ金融スキームを特定し、開発する 

ASEAN、ケンブリッジ大学、及
びポルトガルイノベーション協会
「危機災害に対するMSMEの強靭
性強化：ASEAN諸国政府による
地域ガイドライン」 Enhancing-
the-resilience-of-
MSMEs_final_13June2022.pdf. 

定期的に作成
されるかは分か
らない 

25 MSMEによる輸出 

目標値： 

• 簡素化された輸出手続きと基本的な貿易促進サービス
を通じて、既存のMSMEをASEAN市場へ繋ぐことに重
点を置き、MSMEの輸出を（7%）増加させる 

• 基本的なMSME輸出支援プログラムを（2件）策定する 

アジア中小企業モニタリング
2020 第1巻 – 国別・地域別レ
ビュー Asia Small  and 
Medium-Sized Enterprise 
Monitor 2020 – Volume 1: 
Country and Regional  
Reviews.  

ASEAN全加盟国
のうち、データ
ソースに含まれ
ていない国があ
る。 

26 STI活用型MSMEの数 

目標値： 

・ 既存の技術スキルを基にして簡素な技術の応用とサ
ービスに重点を置き、現地市場の直接のニーズに対
応するSTI活用型中小企業（15社）を設立する
（例：農業技術サービス）) 

27 女性、若者、及び地方・農村部・遠隔地に住む人々が経営す
るMSMEの増加 

目標値： 

• 対象を絞った事業開発プログラムを通じて、女
性が経営するMSMEを（10%）増加させる 

• （2件）の青少年起業家育成パイロットプログラ
ムの策定及び基礎ビジネススキル研修の実施を
通じて、若者が経営する企業を（8%）増加させ
る 

• モバイル登録サービスと市場連携プログラムを通じ
て、地方・農村部・遠隔地のMSMEを（5%）増加さ
せる 

ASEAN、ケンブリッジ大学、及
びポルトガルイノベーション協会
「危機災害に対するMSMEの強靭
性強化：ASEAN諸国政府による
地域ガイドライン」 Enhancing-
the-resilience-of-
MSMEs_final_13June2022.pdf. 

この報告書が
定期的に作成
されるか、単
発的なものに
なるのかは未
定である。 

28 ベルテルスマン財団の変革指数（BTI）市場と競争の構造 

目標値： 

• BTI市場スコアを（0.5‐1.0）向上させる 

• （2件）の主要な市場競争対策を実施する。例えば独占禁
止法の見直し、中小企業支援プログラム、事業登録手続き
の簡素化など 

• 市場競争指標に関する基本的なモニタリング制度を構築
する。例えば事業参入・撤退データの追跡、主要セクタ
ーにおける市場集中度、規制の透明性など 

世界銀行 ベルテルスマン財団の
変革指数（BTI）Dataset | The  
Bertelsmann Stiftung’s 
Transformation Index (BTI) |  
World Bank Data360 

 

 

 

 

 

https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://asean.org/wp-content/uploads/2022/07/Enhancing-the-resilience-of-MSMEs_final_13June2022.pdf
https://data360.worldbank.org/en/dataset/BS_BTI
https://data360.worldbank.org/en/dataset/BS_BTI
https://data360.worldbank.org/en/dataset/BS_BTI
https://data360.worldbank.org/en/dataset/BS_BTI
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 2030年の成果指標と目標値 

データソース16／代替データ
ソース（データ利用に制限
がある場合） 

 
制限 

食料安全保障を確保し、水資源管理を強化する 

農業食品の生産性向上のために、農業研究開発（R&D）及びインフラへの投資を促進する 

農業・食品生産における生産性と強靭性を向上させる革新的な技術と実践の導入など、デジタル・トランスフォーメーシ
ョンを加速する 

29 特許、著作権、ノウハウ、植物育成者権、意匠を含む、農業
食品生産に関するIPの数 

目標値： 

• （7件）の新しい農業食品IP出願を作り出す 

• IPの基礎知識に関する農業研究者（10人）への研修や、
IP文書のためのサンプルガイドラインなど、知的財産に
関する基礎的な意識と支援システムを構築する 

• 優先IPパイロットプログラム（2件）を開発する。例
えば在来作物品種の保護、伝統的な食品加工方法の
文書化など 

世界知的財産権指標 
(WIPO) – World  
Intellectual Property 
Indicators  2024 

ASEAN全加盟国の
うち、データソース
に含まれていない国
がある。農業食品部
門の特許を分類する
には他のデータソー
スが必要。 

30 農業食品部門のR&D（官産研究部門）がR&D総支出
（GERD）に占める割合 

目標値： 

• 農業食品部門のR&D（官産研究部門）がR&D総支出
（GERD）に占める割合を（10%）に増加させる 

• 作物改良、収穫後処理技術、食品安全、気候変動に強い
農業といった優先分野を主に研究している既存機関で、
（3件）のプログラムを開発する 

• 基礎的な研究開発データ収集システムを作り出し、
公的部門の研究支出と民間部門の研究開発報告を追
跡する 

ユネスコ統計研究所 研究開
発費（GDP比）- Research 
and development  
expenditure (% of GDP) | 
Data 

AMSがモニタリングを行う 

AMSは、 農業食品
だけを対象とした
GERDの内訳データ
を提供することが求
められている。
ASEAN全加盟国の
うち、データソース
に含まれていない国
がある。 

31 国民の間での中程度又は重度の食料不安の蔓延率。食料不安
の経験尺度（FIES）を使用 

目標値： 

・ 国民の間での中程度又は重度の食料不安の蔓延率を
（15％）減少させる。食料不安の経験尺度（FIES）を
使用 

• （25%）以上の行政区域で食料安全保障モニタリン
グシステムを確立させる 

•  食料不安世帯の（10%）を対象に食料支援プログラ
ムを実施する 

ASEANデータポータル 
持続可能な開発目標 (SDG) 
指標 - SDG  Indicators (All) 
| ASEANstats  Data Portal 
SDG 2.1.2 

 

32 健康的な食環境、健康的な食生活などを促進する政策と経済
ツールのスナップショット 

目標値： 

• 基本的な食品安全基準、学校給食の栄養ガイドライン
など、健康的な食環境を促進する基礎的な政策の枠組
みを（5件）確立する 

• 健康的な食行動を支援する経済ツールを（2つ）実施
する。具体的には、高ナトリウム／高糖質食品に対
する税務政策、小規模農家支援プログラムを導入し
て地域市場の中で栄養価の高い食品へのアクセスを
改善するなど 

ASEAN、世界食糧計画
（WFP）、ユニセフ 食料
と栄養の安全保障報告書 
2021 第1巻 
Digital_ASEAN_ 
FNSR_Volume1_22-8-
2022_ FINAL.pdf. 

ASEAN食料と栄養の
安全保障報告書は5年
ごとに定期的に作成さ
れている。毎年報告さ
れるものではない。 

https://www.wipo.int/publications/en/details.jsp?id=4759&plang=EN
https://www.wipo.int/publications/en/details.jsp?id=4759&plang=EN
https://www.wipo.int/publications/en/details.jsp?id=4759&plang=EN
https://www.wipo.int/publications/en/details.jsp?id=4759&plang=EN
https://data.worldbank.org/indicator/GB.XPD.RSDV.GD.ZS?end=2023&start=2023&view=bar
https://data.worldbank.org/indicator/GB.XPD.RSDV.GD.ZS?end=2023&start=2023&view=bar
https://data.worldbank.org/indicator/GB.XPD.RSDV.GD.ZS?end=2023&start=2023&view=bar
https://data.worldbank.org/indicator/GB.XPD.RSDV.GD.ZS?end=2023&start=2023&view=bar
https://data.aseanstats.org/sdg
https://data.aseanstats.org/sdg
https://data.aseanstats.org/sdg
https://data.aseanstats.org/sdg
https://data.aseanstats.org/sdg
https://data.aseanstats.org/sdg
https://data.aseanstats.org/sdg
https://data.aseanstats.org/sdg
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33 水道水にアクセスできる人口の割合、1日あたりの平均給水
時間、メーター制給水率 

目標値： 

• 水道水にアクセスできる人口の割合を（20%）とす
る。1日あたりの平均給水時間、メーター制給水率 

• 既存の給水地域における1日あたりの平均給水時間を
（20％）増加させる 

• メーター制給水率を（20%）とする 

ASEAN水資源管理作業部
会 ASEAN Integrated 
Water  Resource 
Management  (IWRM) – 
Integrated Water  
Resource Management  
(IWRM) 

ASEAN全加盟国のう
ち、データソースに
含まれていない国が
ある。 

 

 

 

 
2030年の成果指標と目標値 

データソース16／代替デー
タソース（データ利用に
制限がある場合） 

 
制限 

34 水資源に関する協力の運用上の取決めの対象となる越境流域
面積の割合（％） 持続可能な開発目標（SDG）6.5.2 

目標値： 

• 水資源に関する協力の運用上の取り決めの対象とな
る越境流域面積の（40%）を達成する。正式な合意
には、共同モニタリングシステム、データ共有プロ
トコル、紛争解決メカニズムが含まれる 

• 重要な越境水域について、協調的な水質モニタリン
グ、洪水・干ばつ早期警報システム、連携型インフ
ラ計画を行う共同管理機関を設立する 

• 共有流域面積の（50‐70%）を対象とする、統合水
資源管理の枠組みを少なくとも（1つ）実施する。こ
れには気候に関する事項も含む 

ASEANデータポータル 
持続可能な開発目標
（SDG）指標 

- SDG Indicators (All) |  
ASEANstats Data Portal 
SDG 6.5.2. 

 

産学官民間のパートナーシップの強化 

AECに関する研究活動の促進における地域内の定評のある研究機関の関与の強化 

35 ASEAN規模で確立された正式な分野間パートナーシップ及
び連携イニシアチブの数 

目標値： 

・ ASEAN規模で（10件）の分野間パートナーシップを
確立し、持続的な地域連携のための覚書（MOU）
及びガバナンス体制を締結する 

・ 5以上の加盟国が関わり、明確な資源投入と実施ス
ケジュールに基づいて、優先イノベーション分野
（デジタル経済、持続可能な農業、医療技術）に取
り組む5件の主要な連携イニシアチブを開始する 

COSTIがモニタリングを行
う 

既存のデータセットがない
ため、モニタリング体制の
構築には時間と労力が必要
となる。 

36 毎年実施される多様な利害関係者によるフォーラム、ワーク
ショップ、共同プログラムの頻度と多様性 

目標値： 

・ 多様な利害関係者によるフォーラムを年間5回開催
する。このフォーラムには4以上の部門（政府、学
術機関、民間部門、CSO）の利害関係者が参加し
て 、新興技術、デジタル・トランスフォーメーシ
ョン、農業振興などを扱う 

・ 具体的なイノベーション課題や力量のニーズに焦点
を当てた専門ワークショップを年5回開催する。都
市部と農村部からの参加者を得てバランスを取る 

http://aseaniwrm.water.gov.my/iwrm/
http://aseaniwrm.water.gov.my/iwrm/
http://aseaniwrm.water.gov.my/iwrm/
http://aseaniwrm.water.gov.my/iwrm/
http://aseaniwrm.water.gov.my/iwrm/
http://aseaniwrm.water.gov.my/iwrm/
http://aseaniwrm.water.gov.my/iwrm/
http://aseaniwrm.water.gov.my/iwrm/
https://data.aseanstats.org/sdg
https://data.aseanstats.org/sdg
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37 複数の分野が関与する共同研究プロジェクト、イノ
ベーションプログラム、及び能力構築活動の件数 

目標値： 

・ 2以上の異なる分野を関わらせ、活発な複数分野パー
トナーシップを年間20件構築する 

・ 分野横断的連携を通じて開発された国家STI優先分野
（論文、特許、政策提言、技術プロトタイプ）を対象
とした、年間10件の共同研究プロジェクトを完了させ
る 

・ 分野横断的イノベーション能力を強化する能力
構築プログラムを年間5件実施する 

38 ・ 世界イノベーション指数における規制の質の順位向上 

・ 目標値： 

・ 高業績のAMS（1‐30位）は上位30位を維持し、規制
副指標スコアを10‐15ポイント上昇させる 

・ 中堅AMS（31‐70位）はランキングを8‐10ポ
イント上昇させ、地域中央値を上回る規制の質
のスコアを達成する 

・ 発展途上のAMS（71位以下）はランキングを15‐
20ポイント向上させ、基本となる規制の枠組みを
確立する 

*注：目標は、地域のイノベーションに総合的に貢献できる
進展を確保しつつ、各AMSが持つさまざまな出発点に合わせ
て異なるものとなっている 

世界知的所有権機関 (WIPO) 
世界イノベーション指数 - 
Global  Innovation Index 
2024 - GII  2024 results 

このデータセットが
政府とその他の利害
関係者間のパートナ
ーシップの改善に関
して適切な知見を与
えてくれるかどうか
については、さらに
調査が必要である。 

 

6.1.2 主要戦略‐活動指標とアウトプット指標 

 

以下の表は各分野横断的戦略及び優先分野に関する2030年に向けての活動案、アウトプット指標、

及び目標値を示す。戦略と優先分野について任命され、責任を負う関係小委員会は、これらを見直

し、最終決定する必要がある。 

 

表 17：分野横断的戦略 1：新興技術及び基盤技術に関する地域の能力と対応力の強化 

活動案 アウトプット指標案 アウトプット指標

の担当機関 

奨学金制度を定め、新興ビッグデータ計算技

術（例：高性能コンピューティング

（HPC）、人工知能（AI）、量子コンピュー

ティングなど）に関する研修や専門能力開発

プログラムを提供する継続的な課程を設立し

て促進し、これらに関係する便益、リスク、

倫理的配慮について説明を行う。 

STEM分野における女性と少女のアクセス向

上を特に目的とした研修プログラム／モジュ

ールを組み込み、女性の参加を阻む障壁に対

処する 

具体的なプログラムの例としては、農村部の若

者向けの奨学金制度や、先住民の知識を活用し

た気候変動パートナーシップなどが挙げられ

新興ビッグデータ計算技術（高性能コンピューティング［HPC］、

人工知能［AI］、量子コンピューティングなど）について、エビデ

ンスに基づくアプローチの認知度を高めるために教育機関、産業

界、政府が協力して実施する、奨学金、研修、専門能力開発プログ

ラムの数19 

目標値： 

・ 教育機関、産業界、政府の協力により開発された新興ビッグデー

タ計算技術に焦点を当てた奨学金、研修プログラム、又は専

門能力開発イニシアチブを15件以上提供する。 

・ これらの技術に責任を持ち、証拠に基づいた使用を促進するた

め、倫理・社会・リスク認識モジュールを研修プログラム

（の100%）に上手に組み込む。 

COSTIがモニタリン

グを行う 

APASTI小委員会が

モニタリングを行う 

研修プログラムに参加する女性と若者の割合／人数 AMSがモニタリング

 
19 Arundel-STI-indicators.pdf 

https://www.wipo.int/web-publications/global-innovation-index-2024/en/gii-2024-results.html
https://www.wipo.int/web-publications/global-innovation-index-2024/en/gii-2024-results.html
https://www.wipo.int/web-publications/global-innovation-index-2024/en/gii-2024-results.html
https://www.wipo.int/web-publications/global-innovation-index-2024/en/gii-2024-results.html
https://research.csiro.au/aus4innovation/wp-content/uploads/sites/294/2023/03/Arundel-STI-indicators.pdf
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る。 目標値：STEM分野への参加障壁の解消に重点を置き、これらのプロ

グラムの参加者の25%以上を女性、若者、又は少数派集団のメンバー

とする。 

を行う 

新興ビッグデータ計算技術の専門技能を持つ

個人や組織の間で、国境を越えた知識共有と

共同研究イニシアチブを奨励し、促進する。 

研究イニシアチブが扱う研究の例として、高

性能コンピューティングを使いデジタル経済

と科学的発見を加速するAIに関する研究、抗

菌薬耐性の理解と軽減のための多分野アプロ

ーチ（廃水監視、人工知能、処方箋分析、AI

支援意思決定ツールの統合）、最先端コンピ

ュータービジョンのディープラーニングを用

いた高解像度衛星画像をAIによる樹木カウン

トを利用した衛星画像分析などが挙げられ

る。これらは一元化されたイノベーションハ

ブを通じた研究となる。 

・地域の研究プログラム、イニシアチブ、又は投資の数。新興のビ

ッグデータ計算技術（高性能コンピューティング［HPC］、人工知

能［AI］、量子コンピューティングなど）に関連するものであり、

教育機関、産業界、政府が一元化型イノベーションハブを通じて影

響力の高い共同論文を国際ジャーナルに年間2‐5件発表することを

目指す。 

目標値： 

• ・新興ビッグデータ計算技術に焦点を当て、教育機関、産業   

界、政府が協力して提供する一元化型イノベーションハブを

通じて、地域研究プログラムまたはイニシアチブを2件実施す

る。 

• ・共同研究の成果として、国際的に知られているジャーナル

に影響力が高い共同論文を年3件発表する。 

• ・研究チームの20％以上の参加者を女性、若者、または少数

派集団（例：障がい者、先住民コミュニティ）とする。 

COSTIがモニタリン

グを行う 

APASTI小委員会が

モニタリングを行う 

新興ビッグデータ計算技術（例：高性能コン

ピューティング［HPC］、人工知能［AI］、

量子コンピューティングなど）の倫理的適用

に関するベストプラクティスと地域ガイドラ

インを特定するために、協調的な研究とイニ

シアチブに投資する。 

AMS間の連携を促進する。これにはデータガ

バナンスに関する政策と規制の共有と調和に

より政策策定への投資を最大化することを含

める。 
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活動案 アウトプット指標案 
アウトプット指

標の担当機関 

技術中立性アプローチのベストプラクティス

や成功事例に関する地域知識交換フォーラム

に貢献し、支援を提供し、政策立案者や企業

がこれらのアプローチを効果的に実践する方

法に焦点を当てる。 

関連するコミュニティグループ又は団体からオブ

ザーバーや参加者を関与させ、ジェンダー平等の

推進、若者への権利付与、その他の少数派集団

（障がい者や先住民など）へのアクセスを支援す

る。 

 

目標値：技術中立性の企業及び政策アプローチのベストプラクティス及

び事例研究に焦点を当て、2件以上の地域ワークショップ、対話、又は

知識交換イベントを毎年行う。 

・COSTIが支援する地域の知識交換プログラム及びイベントに参加

する女性、若者、及び他の少数派集団（障がい者や先住民など）の

割合／人数 

目標値 

・これらのイベントの参加者の30%以上は、女性、若者、又は少数

派集団（障がい者や先住民など）のメンバーであり、細分化された

データの追跡が行われる。 

・AMSが、部門間（例：エネルギー、農業、デジタル経済）にわ

たる技術中立性戦略の効果的な実施を示す事例研究を5件以上報告

書化し、発信する。 

COSTI及び小委

員会がモニタリ

ングを行う 

共同研究プロジェクトの中で、学界、民間研究

機関、国際的なナレッジコミュニティ間で研究

パートナーシップを育成するイニシアチブを促

進する（産業及び医療のための加速器技術な

ど）。 

・学術機関、産業関係者、政府機関間のパートナーシップを通じ

て、地域全体で共同研究を推進する。 

AMSがモニタリング

を行う 

・学術機関、研究機関、及び関連する民間機関と共同して実施され

た正式な研究プロジェクトの総数。インパクトの高い共同論文を国

際ジャーナルに年間2‐5件発表することを目指す。 

目標値： 

・産業及び医療に使用される加速器技術に焦点を当て、学術機関及

び産業関係者が関与する地域共同研究イニシアチブを2‐3件以上促

進する。 

・学術機関、研究機関、及び民間機関と共同して正式な研究プロジ

ェクトを5件以上実施し、年間2‐5件の論文を発表する。 

様々な分野の利害関係者の関与を通じて主要

な成果を特定し、柔軟な技術選択を可能にす

るガイドラインを策定することで、技術中立

性の枠組みの開発に貢献し、支援する。 

• ・COSTIが支援し、イノベーション、事業の柔軟性、及び変化への

強靭性の向上につながるソリューション／ガイドラインの数 

• 目標値：複数分野の利害関係者の関与を通じて、1‐2件の技術中立性

を持つソリューション／ガイドラインの開発を支援する。 

COSTIと小委員

会がモニタリン

グを行う 

・R&D総支出（GERD）の中の企業のR&Dの割合 

目標値：R&D総支出（GERD）の中で企業のR&D投資が占める割合を

50%以上とする。 

AMSがモニタリング

を行う 
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表 18：分野横断的戦略 2：宇宙技術における研究の力量と能力の強化 

活動案 アウトプット指標案 
アウトプット指標の

担当機関 

政府機関、研究機関、民間企業の間で、正式

（覚書又はパートナーシップ協定など）・非

正式の連携関係を構築し、宇宙技術とR&D能

力に関する資源と専門技能を活用する。 

・地域宇宙協力フォーラム（ASEAN宇宙技術応用小委員会

（SCOSA）を除く）の設立19 

目標値：継続的な対話、共同プロジェクト、及び資源共有を促進する

ため、AMSの過半数から成り立つ地域宇宙協力フォーラム（SCOSAを

除く）を少なくとも1つ地域内に設立する。 

APASTI小委員

会がモニタリン

グを行う 

出典：ASEAN宇宙

安全保障ポータル 

・AMS全体の学術機関、研究機関、民間企業の間で締結された正式パ

ートナーシップ又は覚書（MOU）の数 

目標値：政府機関、学術機関、研究機関、民間企業の間で、宇宙技術と

R&Dに重点を置く5件以上の正式なパートナーシップ又は覚書（MOU）

を締結する。 

AMSがモニタリング

を行う 

・宇宙技術の革新と商業化に関するR&D（企業と公的研究部門）

が、R&D総支出（GERD）に占める割合 

目標値：関係AMS（開始時にどのAMSであるかを確認）が、宇宙関連

のR&Dを国内GERDの2%に増加させる。 

AMSがモニタリング

を行う 

宇宙ミッション及び研究プロジェクトにおけ

る地域連携を促進し、資源と専門技能を共有

する。 

プロジェクトの例として、ASEAN衛星コンス

テレーション、時間領域天体物理学、ブミア

ユ及び北セラユ山の考古学発掘調査などが挙

げられる。 

これらの連携は、女性をリーダーとする

チームやイニシアチブの参加を促進し、

女性の貢献を重視するとともに、宇宙研

究及びミッションにおけるジェンダー多

様性を促進する。 

 

・政府及び産業界から資金提供を受けている地域の宇宙ミッショ

ン、研究プログラム、データ共有イニシアチブ、又は投資の数 

目標値：ASEAN衛星コンステレーション、時間領域天体物理学、考

古学的宇宙研究などのプロジェクトを含め、少なくとも1件の地域の

宇宙ミッション、研究プログラム、又はデータ共有イニシアチブを

開始又は資金提供する。 

APASTI小委員会

がモニタリングを

行う 

・共同研究プログラムに参加する科学技術分野の科学者と研究者の

数。目標は年間20名。（性別及び社会経済的細分化データを含む） 

目標値：地域全体で年間15人以上の科学者や研究者を共同研究プログラ

ムに参加させ、そのうち5%以上は女性又は社会経済的に多様な背景を持

つ人材とする。 

COSTI及びBACがモ

ニタリングを行う 

・宇宙技術分野でASEANの科学者及び学生を支援する奨学金、フ

ェローシップ、及びモビリティ・プログラムの数 

・宇宙技術関連の奨学金、フェローシップ、およびモビリティ・

プログラムに参加しているASEANの科学者及び学生の数（性別及

び社会経済的細分化データを含む） 

標値：宇宙技術分野におけるASEANの科学者及び学生に対し、10件以上

の奨学金、フェローシップ、又はモビリティ・プログラムを提供し、関連

する社会経済及び性別の細分化データを追跡する。 

APASTI小委員

会がモニタリン

グを行う 

研究機関、産業パートナー、開発途上国の間

で知識と専門技能を移転するための、構造化

され、実用的であり、持続可能なメカニズム

を構築する。 

・宇宙技術の革新と商業化に関連して、教育機関、産業界、または政

府が共同で実施する地域の研修プログラム、ワークショップ、及び知

識交換の数。 

目標値：学界、産業界、及び政府が共催する地域の研修プログラム、ワ

ークショップ、又は知識交換を、年間2件以上実施する。 

APASTI小委員

会がモニタリン

グを行う 

 

20 The Space Sector in ASEAN Markets: Foreign Investment Scope 

19 Association of Southeast Asian Nations (ASEAN) - Space Security 

Portal 

https://www.aseanbriefing.com/news/investing-asean-space-sector-emerging-opportunities-satellite-programs/
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活動案 アウトプット指標案 
アウトプット指標の

担当機関 

研究者や開発者が貴重な宇宙関連データにア

クセスして活用し、連携とイノベーションを

促進できるよう、既存のデータ共有枠組みの

強化と普及を定め、支援する。枠組みは、女

性の研究者や開発者の参加を促し、女性の宇

宙関連プロジェクトへの参画を支援する資源

を提供することで、包摂性を促進する。 

・ASEAN宇宙研究開発コミュニティによって積極的に支援、普及、

活用されている地域データ共有枠組みの数 

目標値：包摂性を促進する地域データ共有枠組みを3件以上支援し、積

極的に活用する。 

APASTI小委員

会がモニタリン

グを行う 

宇宙技術のイノベーションと商業化（宇宙技

術の開発と商業化への民間部門の関与、イノ

ベーションの促進、新たな市場機会の創出を

含む）への投資を奨励することを目的とし、

各AMSが採択できるASEAN全体のガイドラ

インを策定する。 

・宇宙研究、インフラ、能力構築のために使用される地域の資

金と投資の規模。外国企業とパートナーとなり、地域の知識共

有を利用するものも含める20 

目標値：宇宙研究、インフラ、能力構築について地域の資金と投資（官

民）を10‐15%増加させる。 

APASTI小委員会

がモニタリングを

行う 

・宇宙技術のイノベーションと商業化への投資を奨励するASEAN全体の

ガイドラインを採択した、又は実施したAMSの数 

目標値：関係AMS（開始時にどのAMSであるかを確認）の過半数が、

宇宙イノベーションへの投資を奨励するASEAN全体のガイドラインを

採択又は実施する。 

・宇宙技術とイノベーションについて政府支援を受ける企業の割合 

目標値：宇宙技術とイノベーションについて政府支援を受ける企業の割

合を15%増加させる。 

AMSがモニタリング

を行う 

 

表 19：分野横断的戦略 3：STI エコシステムの将来性確保並びにイノベーション及び起業家精神を促

進するパートナーシップの促進 

 

活動案 アウトプット指標案 
アウトプット指標の

担当機関 

強力な地域イノベーション・エコシステ

ムを構築し、以下の機能のための統合プ

ラットフォームを構築するために活用又

は強化できる既存のインフラを特定す

る。 

 

・ 技術と知識の移転を可能にする持続

可能なネットワークを創設する。こ

れには、市場アクセスに関する情報

交換、イノベーションを刺激する

AECイニシアチブの紹介、スタート

アップ企業への指導などが含まれる

・複数のAMSが関与する共同又は地域のR&Dプロジェクト、技術移

転、及び商業化事例（スピンオフ、ジョイントベンチャー）の数と

割合 

目標値：複数のAMSが関与する共同若しくは地域のR&Dプロジェクト、技

術移転、又は商業化事例（例：スピンオフ、ジョイントベンチャー）を5件

以上確立する。 

COSTI及び小委員

会がモニタリング

を行う 

・プラットフォームを利用できる資金提供機会の数（AMS間で設立

された共同資金提供研究スキームの数を含む）– 資金源別に分類さ

れたデータ。 

目標値：少なくとも1件の一元化されたデジタルマーケットプレイスプラッ

トフォームを構築して運用し、宇宙技術に関する地域連携、技術移転、商

業化を支援する。 
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が、これらに限定されない。 

・ 資金提供機会の可視性を高め、資源

の共有又は集約を促進する（例：

大規模なR&D助成金を受けるジョ

イントベンチャーを提案する）。 

・ スタートアップ企業のための広告プ

ラットフォーム、市場の需要と業

界の動向、研究と機会の共有とし

て機能する一元化されたデジタル

マーケットプレイスを通じて、地

域の連携を促進する。これによ

り、AMS全体の研究機関とスター

トアップ企業を結び付け、業界パ

ートナーと繋げることができる 

・構築され、運用されている一元化デジタルマーケットプレイスの数。 

・一元化されたデジタルマーケットプレイスに参加している科学者、

研究者、その他の利害関係者の数（性別及び社会経済的細分化データ

を含む） 

目標値 

・プラットフォームを通じて、5件から10件以上の異なる資金提供機会へ

とアクセス可能にする（AMS間で設立された5件以上の共同資金提供研究

スキームを含める）。データは資金源（公的、民間、国際）ごとに分類さ

れる。 

・毎年50人以上の科学者、研究者、及び利害関係者をデジタルマーケ

ットプレイスに関与させ、（性別及び社会経済的細分化データを追跡

する。 

・AMS全域の学術機関、研究機関、民間部門間で締結された正式なパ

ートナーシップ又は覚書の数。 

目標値：プラットフォームを通じて、地域全体の学術機関、研究機関、民

間部門間で5件以上の正式なパートナーシップ又は覚書を締結する。 

AMSがモニタリング

を行う 

産学連携プログラムを構築して知識共有

と技術スキルの移転を促進する（例え

ば、研究者に企業の技術研修を経験さ

せ、民間部門のナレッジコミュニティの

新しい才能を生み出す）。 

プログラムでは、女性と若者の参加を優

先し、プログラムや技術研修を通じた育

成を促進する 

・知識共有プログラムを促進するために企業と学術機関から連携プロ

グラムに参加している人数（データは組織の種類により分類） 

目標値：組織の種類別（大学、中小企業、大企業、R&D機関など）デー

タに基づき、構造化された連携プログラムに学術機関と起業から25人以

上を参加させる。 

AMSがモニタリング

を行う 

・学術機関及び企業における技術研修の数 

目標値：AMS全体で、学術研究者及び学生と起業パートナーを結びつける

技術研修を20件以上促進する。 

・産学連携プログラムに参加する女性と若者の割合／人数 

目標値 

• ・連携プログラムの参加者の50%以上が女性又は若者である。 

• ・AMS全域で20件以上の地域STI奨学金が農村部の若者に授与され、

そのうち50%以上が女性及び少女である。 

• ・2つ以上の農村部の学校又は地域団体とパートナーシップを結び、適格

な候補者を見つけ、支援する。 
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活動案 アウトプット指標案 
アウトプット指標の

担当機関 

民間部門とナレッジコミュニティ間のパー

トナーシップを促進するイニシアチブを創

出し、促進する。これには、共同研究プロ

ジェクトやイノベーション・チャレンジ

（ハッカソンなど）も含められ、革新的な

ソリューションを促進する。これらのイニ

シアチブは、女性、若者、その他の少数派

集団（障がい者や先住民など）の参加を促

し、STEMに対する社会的障壁を打ち破る。 

• ・教育機関、企業、又は政府が共同で実施する地域研究プロジェクト及

びイノベーション・チャレンジ（例えばハッカソン）の数 

• 目標値：教育機関、企業、及び政府が共同で実施・主催する地域研究プ

ロジェクト及びイノベーション・チャレンジ（ハッカソン、デザインス

プリント）を10件以上実施する。 

COSTI及び小

委員会がモニ

タリングを行

う 

• ・ASEAN地域協力イニシアチブを通じて設立又は拡大したスタートアッ

プ企業の数 

目標値：地域協力メカニズムを通じて、10社以上のスタートアップ企業の

設立又は拡大を支援する。 

• ・研究プロジェクト及びイノベーション・チャレンジに参加する女性と

若者の割合と数 

• 目標値：先住民の環境管理に関する相互学習を促進するため、コミュニ

ティ主導のワークショップまたは知識交換セッションを10回以上実施す

る。 

AMSがモニタリング

を行う 

国境を越え、地域のイニシアチブやスター

トアップ企業の促進を目的とした、一連の

地域ガイドラインを策定する。ガイドライ

ンは、AMSの規制の枠組みの中で研究機関

や学術機関の連携を阻害する、主要な不整

合性を調和させ、対処することを目指す。 

・研究機関及び学術機関のための国境を越えた地域的な取り組み、スタ

ートアップ企業、又は企業を促進する地域ガイドラインの数 

目標値 

・国境を越えた研究、スタートアップ企業、及び産学連携の支援

を目的として、規制の組みを調和させる3件以上の地域ガイドライ

ンを策定し、承認する。 

 

・研究機関、学術機関、又はスタートアップ企業が関与する5件以上の国

境を越えたイニシアチブの中で、これらのガイドラインの実施を試す。 

COSTI及び小

委員会がモニ

タリングを行

う 

STIの起業家精神とスタートアップ企業を

促進するために、AEC研究シンポジウム、

ワークショップ、表彰を毎年開催あるいは

共催する。表彰の種類として、女性起業

家、少数派集団（若者、障がい者、先住民

コミュニティなど）のアクセスと参加を促

進する起業家などが考えられる 

・STI起業家精神を促進し、毎年開催される地域スタートアップ企業支

援イベント（AEC研究シンポジウム、ワークショップ、表彰など）の数 

・これらの支援イベントへの参加者数（性別及び社会経済的細分化デー

タを含む） 

目標値 

・スタートアップ企業とイノベーションを促進するため、少なくと

も年間1件の地域STI起業家精神イベントを主催又は共催する。 

・2030年までに、すべてのイベントへの累計参加者数を200人以上と

し、そのうち30%以上を女性又は若者とする。 

AMSがモニタリング

を行う 
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ASEANにおける計量技術と関連分野の発展

のために、ASEAN計量専門家グループ 

(EGM) とASEAN標準品質諮問委員会

(ACCSQ)の法定計量作業部会との間で正式

なパートナーシップを結び、支援する。 

・パートナーシップの結果として確立された共同イニシアチブの数 

目標値：EGMとACCSQの間で、計量技術の開発と標準化に焦点を当て

た共同イニシアチブを5件以上確立する。 

・女性、若者、及び少数派集団の参加 

目標値：研修プログラム及び共同イニシアチブの参加者の30%以上

が、女性、若者、又は少数派コミュニティ（障がい者、先住民な

ど）のメンバーであることを確保する。 

・正式なパートナーシップ契約 

目標値：ASEAN EGMとACCSQの間で、協力の目標と責任を概説した正

式なパートナーシップ契約を締結する。 

COSTI及び小委員会

がモニタリングを行

う 

 

表 20：分野横断的戦略 4：主要産業（医療やデジタルバリューチェーンなど）における STI の展開加

速を支援する 

 

活動案 アウトプット指標案 
アウトプット指標

の担当機関 

政府、大学、民間部門の専門家の間での地域

パートナーシップを強化し、大学生がヘルス

ケアや医療などの主要産業に関連する新興技

術の実践経験を積む機会を提供するイニシア

チブ（例：インターンシップ、実務研修プロ

グラム、客員研究員プログラム、研究学位プ

ログラム、ポスドクフェローシップ、専門研

修プログラム）を支援する。女性、若者、少

数派集団（障がい者や先住民コミュニティな

ど）の包摂を促進し、インターンシップや研

修への参加を奨励する。 

 

・ASEAN全域における多国間パートナーシップを通じて実施され、

COSTIが支援する新興技術関連のインターンシップと職場研修プログラ

ムの数 

目標値：政府、大学、民間部門の専門家による多国間パートナーシップを

通じて、5件以上のインターンシップ及び職場研修プログラムを実施す

る。 

COSTIがモニタリン

グを行う 

APASTI小委員会が

モニタリングを行う 

・共同研究プログラムに参加する科学技術分野の科学者及び研究者の

数。目標は年間20名。 

COSTIが支援するプログラム、インターンシップ、研修に参加する女

性、若者、その他の少数派集団（障がい者及び先住民コミュニティを含

む）の割合や人数など。 

目標値：共同研究プログラムに年間20人以上の科学者および研究者が参

加し、そのうち20%以上は女性、若者、又は少数派集団（障がい者及び

先住民コミュニティを含む）である。 

・COSTIの支援を受け、ASEAN全域で提供される新興技術に関連して女

子並びに地方及び農村部に焦点を当て、初等・中等教育機関で実施され

たたイニシアチブの数。 

目標値：地方及び遠隔地の女子、先住民コミュニティに焦点を当て、新興

技術への早期の関心と基礎スキルを育成するために、初等・中等教育機関

において5件以上のイニシアチブを実施する。 

APASTI小委員会が

モニタリングを行う 

AMSがモニタリング

を行う 
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表 21：分野横断的戦略 5：人材の開発と移動への投資 

活動案 アウトプット指標案 
アウトプット指標

の担当機関 

特に女性、若者、その他の少数派集団

（例：障がい者、先住民コミュニティ）

のアクセスと参加に重点を置きつつ、

ASEAN全体における一元的な人材交流及

び専門家の移動（研究者を含む）プログ

ラム（例えば客員研究員プログラム、研

究学位プログラム、ポスドクフェローシ

ップ、専門研修）の構築を支援する。そ

のためには、以下の形の一元化されたオ

ンラインデジタルラットフォームを作る

ことが考えられる。: 

・ 様々なプログラム（例：奨学金、助

成金、移動支援制度）を支えるため

に現在及び将来において利用可能な

すべての関連資金提供メカニズムを

統合し、透明性を高め、類似プログ

ラムの統合を促進することで、規模

と効果を高める. 

• 利用可能なすべてのプログラムに関す

る情報を、専門分野、参加国、趣旨、

主導組織その他別に、定期的かつタイ

ムリーに共有する。 

• 女性、若者、その他の少数派集団（例

えば障がい者、先住民コミュニティ）

の参加に重点を置いた資金源とプログ

ラムを特定する。 

• 更新と維持を継続的に行う。 

・国境を越え、一元化プログラムにより促進される科学技術分野の研

修、交流、奨学金、フェローシップ、又は共同研究の数（女性、若

者、その他の少数派集団［障がい者及び先住民コミュニティを含む］

の割合を含む）。 

・一元化された共同研究プログラムに参加している科学技術分野の科学

者及び研究者の数（女性、若者、その他の少数派集団［障がい者および

先住民コミュニティを含む］の割合を含む）。年間20人の科学者と研究

者を目標とする。 

目標値： 

一元化デジタルプラットフォームを通じて、10件以上の国境を越え

た研修、交流、奨学金、フェローシップ、又は共同研究を促進す

る。参加者の50%以上は女性、若者、及び少数派集団（障がい者及び

先住民コミュニティを含む）とする。プラットフォームを通じて共

同研究プログラムを調整し、年間20人以上の科学者及び研究者を参

加させる。 

小委員会がモニタ

リングを行う 

・プラットフォームを通じて利用可能な資金提供機会の数。少数

派集団の参加を重視する資金提供機会の割合を含む。（データは

資金源ごとに分類） 

目標値：プラットフォームを通じて10‐15件以上の資金提供機会（例え

ば奨学金、助成金、移動支援制度）を統合し、アクセス可能にする。これ

らの機会のうち20%以上で少数派集団を優先する。 

 

ASEAN地域の指導プログラムの設立を支

援し、官民の専門家（研究者を含む）と新

しい人材を結びつけ（このプログラムでは

女性、若者、その他の少数派集団（障がい

者や先住民コミュニティを含む）に拡大す

ることに重点を置く）、知識移転とスキル

アップを促進する（例えば2年目以降） 

・研究プロジェクトにおいて、国境を越えたパートナーである大

学、公的研究機関、及び民間部門の専門家の割合（少数派集団出身

者の割合を含む） 

目標値： 

・女性、若者、少数派集団（障がい者や先住民コミュニティなど）に重

点を置き、官民の専門家とAMSの新しい人材を結びつける地域指導プ

ログラムを2件策定する。 

・指導プログラムに参加している女性、若者、その他の少数派集団

（障がい者や先住民コミュニティを含む）の割合や人数。 

目標値： 

・研究プロジェクト又はイノベーションプロジェクトにおいて、指導者

と被指導者の国境を越えた参加率を30%以上にし、指導者と被指導者の

40%以上を少数派集団とする。 

・20人以上の参加者に対し、習得したスキル、研究連携、キャリアア

ップに関する体系的な成果追跡を行い、指導活動を促進する。 

AMSがモニタリング

を行う 
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教育機関と産業界の間で正式な地域パー

トナーシップを構築し、ウェブを使用す

る実践的なスキルの学習・開発モジュー

ルの開発と提供に関する連携を支援する

（女性、若者、その他の少数派集団［障

がい者や先住民を含む］のモジュールへ

のアクセスと参加の促進を含む） 

・AMS全域で教育機関と産業界が連携して提供し、即戦力となる卒業生

の数を増加させる研修プログラムの数。これには、女性や若者、その他

の少数派集団（障がい者や先住民コミュニティを含む）の参加に重点を

置いた研修プログラムの割合も含む 

目標値： 

地域の労働市場のニーズに合わせて実践的かつ即戦力となる者の能力

に焦点を当て、AMSの教育機関と産業界が連携して開発したウェブを

使用するスキル研修プログラムを3件以上実施する。研修プログラムの

60%以上は、女性、若者、及び少数派集団（障がい者や先住民コミュニ

ティを含む）の参加を促進する。AMS全体で500‐600人以上が参加し

て学習し、そのうち50%以上は少数派集団とし、細分化データによって

追跡する。 

APASTI小委員会が

モニタリングを行う 
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表 22：優先分野 1：海洋・循環型経済における新エネルギー技術と STI 展開の革新と商業化を加速す

るための分野横断的協力 

活動案 アウトプット指標案 
アウトプット指標

の担当機関 

例えば、政府、産業界、国際機関、非政府

組織、教育研究機関を結集する共同STI研

究センターなどを通じて、関係する利害関

係者の間の連携を促進し、エビデンスに基

づく政策と市場情報に基づく戦略を策定す

る。21このようなイニシアチブは、政策・

戦略策定の一環として、女性、若者、その

他の少数派集団（障がい者や先住民族な

ど）のアクセスと機会を向上させることも

できる。 

共同研究イニシアチブの例としては、

ASEAN電力網、海事デー、スマートイン

フラ、災害軽減のための陸地地質調査遠征

などが挙げられる。 

・産業界、教育・研究機関、政府間の連携を促進する研究プログラム、

イニシアチブ、又はインフラ投資の数 

目標値： 

・12件の共同STI研究プログラム又はインフラ投資を設置又は支援し

て、政府、産業界、学界、NGO、国際機関と共同で、エビデンスに基

づく政策及び市場情報に基づくSTI戦略を策定する、 

• これらのイニシアチブの参加者の25%以上を女性、若者、又は

少数派集団（障がい者、先住民など）とする。 

COSTI及び小委

員会がモニタリ

ングを行う 

・海洋経済に関する地域知識交換研修プログラムや民間部門及び公共

部門とのイベント（例：シンポジウム、対話）の年間実施数 

目標値： 

・海洋経済、スマート水産養殖、防災といった戦略分野に焦点を当てた

地域知識交換イベント（シンポジウム、対話、研修プログラムなど）を

年2回以上実施する。 

• これらのイニシアチブの参加者の30%以上を女性、若者、少数派

集団（障がい者、先住民など）とする。 

AMSがモニタリング

を行う 

COSTI 及び小委

員会がモニタリ

ングを行う 

関連する地域的又は国境を越えたガイドラ

インの調和に貢献と支援を行い、障壁を取

り除き、循環型経済と脱酸素化の取り組み

（例えば炭素回収、利用、貯留）に貢献す

る慣行を奨励し、廃棄物を削減し、資源効

率を促進する。22 

・COSTIが支援を行い、地域の循環型経済を改善するプログラ

ム、イニシアチブ、又は投資の数 

目標値： 

調和のとれたガイドラインや国境を越えた協力を通じて、循環経済や脱

炭素化の成果の向上に貢献する地域プログラム、イニシアチブ、又は投

資を毎年少なくとも1つ支援する。規制上の障壁を取り除き、主要分野

（製造、包装、電子廃棄物、農業など）における循環型経済の実践を奨

励する地域又は国境を越えたガイドラインを3件以上策定することに貢献

する。循環型経済政策の調和に関する合意を形成し、ベストプラクティ

スを共有するために、地域内対話又は技術ワークショップを1‐2回以上

促進する。 

AMSがモニタリング

を行う 

海洋経済に焦点を当て、STI人材パイプラ

インのスキル向上を目的とする包括的な研

修プログラムを実施する。研修プログラム

は様々な分野の視点を統合し、教育機関や

業界リーダーと連携を行い、カリキュラム

を現在と将来の産業ニーズに適合させ、関

連性を持たせる。23 研修プログラムやモ

ジュールは、STEM分野における女性及び

少女、並びに若者、障がい者、先住民な

ど、他の少数派集団の障壁に対処し、アク

セスを向上させることも目指す。 

・教育機関、産業界、政府が連携して実施し、即戦力となる卒業生数の

増加につながる海洋経済研修プログラムの数。24女性と若者を対象とし

た研修プログラムの内訳を含む 

目標値：: 

教育機関、産業界リーダー、及び政府機関が連携して設計・実施した海洋

経済研修プログラムを2件以上実施する。プログラムの30%以上は女性と

若者を特に対象とする。 

COSTI及び小委

員会がモニタリ

ングを行う 

・海洋経済研修プログラムへの参加者数。女性と若者の内訳を含む 

目標値： 

これらのプログラムを通じて250人以上の参加者に研修を行う。参加者の

20%以上は女性、若者、少数派集団（障がい者、先住民など）とする。 

AMSがモニタリング

を行う 

 
21 https://blueeconomycrc.com.au/wp-content/uploads/2021/07/BECRC_Strategic-Plan_2021_A4_e010721.pdf 
22 https://www.dcceew.gov.au/sites/default/files/documents/australias-circular-economy-framework.pdf 
23 https://blueeconomycrc.com.au/wp-content/uploads/2021/07/BECRC_Strategic-Plan_2021_A4_e010721.pdf 
24 https://blueeconomycrc.com.au/wp-content/uploads/2021/07/BECRC_Strategic-Plan_2021_A4_e010721.pdf 
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・海洋経済産業の中で雇用されている女性と若者の割合・人数 

目標値： 

海洋バイオテクノロジー、沿岸観光、持続可能な水産業、海洋エネルギ

ーなどの海洋経済で、女性と若者の卒業生の20%以上を雇用する。 

 

表 23：優先分野 2：持続可能な水利用を促進し、農業、食品、林業を発展させる革新的な技術の導入 

活動案 アウトプット指標案 
アウトプット指標の

担当機関 

研究機関、大学、農業団体間の連携を奨励

し、地域における農業食品生産性を向上さ

せるソリューションを目的としたR&Dプロ

ジェクトへの協力を促進するイニシアチブ

を支援する。 

研究イニシアチブの例としては、東南アジ

ア野生バナナの収集・特性評価・プレブリ

ーディング、陸上生物多様性探査、ASEAN

における水・食料安全保障のための熱帯内

陸水域の持続可能な管理を通じた水と衛生

事業 (WASH) 強化、非感染性疾患予防を支

援するハーブエキス配合機能性食品の開

発、食料安全保障強化のための栄養強化米

粒の革新、病害虫抵抗性作物の育種、 家畜

とアブラヤシの統合システムなどの問題に

対応するものが挙げられる。 

・農業食品生産性に関連してCOSTIの支援を受けた、学界、研究機

関、民間企業間の正式な共同又は地域R&D農業食品部門プロジェクト

又はパートナーシップの数。影響力の大きい国際共同研究論文2‐5件

の発表を目標結果とする。 

目標値： 

・学界、研究機関、民間企業に関与させ、 生産性、持続可能性、食

料安全保障の向上に重点を置き、農業食品分野で12件以上の正式な

共同又は地域研究開発プロジェクトを支援する。 

・連携プロジェクトの直接的な成果物として、影響力の高い国際

共同研究論文を毎年3件発表する。 

AMSがモニタリング

を行う 

・地質災害に関連する科学データと検体コレクションの数。 

目標値：農業食品の生物多様性と地質災害（例えば野生バナナの遺

伝、陸生生物多様性、害虫抵抗性作物、内水生態系）に関連する科

学データと検体コレクションを10,000件以上収集し、カタログ化す

る。 

官民の業界リーダーが関わり、食品、農

業、林業分野の中の食品安全性、健康、

環境問題に関するベストプラクティス、

新技術、管理システムを紹介する地域知

識交換フォーラムに貢献し、支援する。 

関連する地域のグループ又は団体からオ

ブザーバーや参加者を参加させ、ジェン

ダー平等と若者の権利の促進を支援す

る。 

・食品安全性、健康、環境問題に関してCOSTIの支援を受けて官民部

門と毎年実施される地域知識交換研修プログラム及びイベント（シン

ポジウム、対話など）並びに参加者の数 

目標値：地域知識交換イベントを4回以上実施する。食品安全性、健

康、環境（食品・農業・林業）をテーマとするイベントを1回ずつ開催

する。 

COSTI及び小委員

会がモニタリング

を行う 

・COSTIが支援する地域知識交換プログラム及びイベントに女性と若

者が参加する割合又は数 

目標値： 

• 参加者の 30%以上が女性 

• 参加者の 25%以上が若者 

AMSがモニタリング

を行う 

実践的な研修プログラムやワークショップ

を開発・実施して持続可能な農法、新技

術、効果的な経営システムについて農業従

事者を教育するために、民間部門の専門家

や国際研究機関との正式なパートナーシッ

プの構築を支援する。 

関連する地域のグループ又は団体からオ

ブザーバーや参加者を参加させ、ジェン

ダー平等と若者の権利の促進を支援す

る。 

・COSTIの支援を受けて、産業界又は国際教育機関が共同で毎年実施

する実践的な研修プログラム及びワークショップ、並びに参加者の数 

・COSTIの支援を受ける実践的な研修プログラム及びワークショッ

プに参加した女性及び若者の割合や数 

目標値： 

• ・民間部門の専門家や国際研究機関との正式なパートナーシップ

を通じて、年間2件以上の実践的な研修プログラムを実施し、年に

200人以上の農業従事者に研修を実施する 

• ・実践的な研修プログラム又はワークショップの参加者の30%以上

を女性とする 

• ・実践的な研修プログラム又はワークショップの参加者の

25%以上を若者とする 

APASTI小委員会がモ

ニタリングを行う 

COSTI及び小委員

会がモニタリング

を行う 
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6.2 評価計画 

 

APASTI M&Eの枠組みは、戦略的推進要因と活動の体系的な評価を構築し、イニシアチブの関連

性、有効性、インパクト、持続可能性を測定して評価される。計画は、フェーズ1（2026‐2030年）

とフェーズ2（2030‐2035年）という5年間の2つのフェーズで構成されている。この段階的なアプロ

ーチはAECの5年間の戦略計画サイクルに整合し、それを支援するように設計されており、モニタリン

グと評価活動が意味ある間隔で戦略的意思決定と組織学習に直接情報を提供できるようにしている。 

 

成果評価は、計画の10年間の期間にわたって意図した成果を生み出す上でのAPASTI 2026-2035の有

効性とインパクトを評価する20。この評価から、APASTI 2026-2035に従って、またはそれに沿って実

施されたプログラム、イニシアチブ、又は活動の結果として観察された変化又は「インパクト」が分

かる。この手法により、観察された変化がポジティブなものかネガティブなものか、意図的なものか

意図的でないものか、直接的なものか間接的なものか、地域規模か国規模か評価される。 

 

プロセス評価は、APASTIがどのように運営され、実施されているかを体系的に評価し、検証する。

これには、APASTI活動や計画実施に使用される資源などの内部プロセスの分析、それらの実行方法の

評価、及び当初の計画への忠実性の評価が含まれる。その目的は、計画がどのように実施されている

かを理解し、課題や逸脱を特定し、計画が意図したとおりに実施されているかどうかを判断すること

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
20 Process Evaluation vs. Outcome Evaluation | TSNE 

表24は以下に記載するAPASTI 2026-2035の評価計画の内容を示す。 

 

・ 成果評価は中間レビューと期末レビューの2回行われ、APASTIが変化理論とモニタリング計画で定めら

れた通り、意図した目標、成果、及びインパクトを達成しているかどうかを評価する。 

・ プロセス評価は2028年と2030年の2回行われ、APASTIの運営と施行の有効性を評価する。 

・ 構造化された自己評価は定期的に実施され、APASTIの期間の様々な段階における継続的な改善、リス

ク管理、および責任を裏付ける。 
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表 24：APASTI 2026-2035 の評価計画 

 成果評価 プロセス評価 

中期レビュー 期末レビュー プロセスレビュー 

レビュープロセス 独立レビュープロセス 独立レビュープロセス 独立又は内部レビュープロ
セス 

趣旨 ・ AECの5か年計画と
APASTI第1フェーズに沿
って、APASTIのパフォ
ーマンスを評価する。 

・ APASTIの実施とガバナ
ンスに関する知見を提供
し、改善と改良の機会を
特定する。 

・ 変化の理論で定義された
短期から中期の成果と、
モニタリング計画で説明
されたアウトプット指標
を評価する。 

・ COSTIがAPASTIのビジ
ョン、目的、目標を達成
できるようにするため
に、新たな活動とアウト
プット指標を決定し、そ
の他の実施措置を更新す
る。 

 

・ APASTI終了時に、変化
の理論で定義される長
期インパクト及びモニ
タリング計画の成果指
標に焦点を当て、
APASTIの業績に関する
包括的な評価を提供す
る。 

・ APASTI全体の効率性や
有効性を評価する。 

・ APASTIの次回実施に向
けて、得られた教訓と
改善点を特定する。 

. 

・ 以下を確実にするた
めに、APASTIの実
施状況を評価し、継
続的な改善活動に役
立てる。 

・ APASTIの活動は妥
当性である 

・ 資源が効果的に活用
されている 

・ APASTIが意図した
とおりに実施されて
いる 

・ APASTI活動の継続
的な改善や変更、戦
略的推進要因、及び
将来実施する次回
APASTIに向けた教
訓を特定する 

・ 世界又は地域の新た
な傾向や課題に対応
するために、必要な
変更を加えることが
できる 

 

頻度 一度 一度 二度 

タイミング 中期レビューはAPASTIの第1
フェーズに合わせ、APASTI 
2026‐2035年の中間点であ
る5年後に実施される 

2035年、APASTI2026-2035の
終了1年前に行われる 

2028年（2年6か月）と
2030年（7年） 

実行者 独立アドバイザー 独立アドバイザー ・ COSTI及び小委員会の
代表者若しくはいず
れかの代表者 

又は  

・ 独立アドバイザー 
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6.3 成果評価 

 

国際的なベストプラクティスとプログラムの状況を踏まえ、APASTI 2026-2035は、計画期間中に2

回の独立した評価、つまり中間レビューと期末レビューを受ける。 

 

中間レビューと期末レビューは、成果の評価に重点を置くが、実施に関しても考慮される。したが

って、これらのレビューでは、プロセス評価と成果評価の両方の側面が組み合わされる。以下は

APASTI 2026-2035におけるこれらの評価の説明である。 

 

6.3.1 中期レビュー 

 

趣旨 

 

中期レビューはプロセス評価と成果評価の両方を組み合わせたものであり、以下を行う。 

・ AEC の 5 か年計画に沿って APASTI の業績を評価する。 

・ APASTI の実施とガバナンスに関する見解を示し、改善と改良の機会を特定する。 

・ 変化の理論で定義された短期から中期的な成果、並びにモニタリング計画で説明される成果指標及び

アウトプット指標を評価する。 

・ 関連する戦略的措置について、新たな成果指標、活動指標、アウトプット指標を決定し、COSTI が

APASTI のビジョン、目的、目標の達成を支援するその他の実施措置を更新する。 

 

中期レビューは以下のために行われる。 

・ モニタリング、レビュー、利害関係者とのエンゲージメントを通じて特定された障壁や主要な課題に

対応することにより、APASTI 2026-2035 の残期間の実施、実施、ガバナンスのプロセスを改善する。 

・ データギャップに対処し、これらの格差を解消する行動を決定し、期末レビューにおいて長期的な成

果に対する進捗状況を評価できる十分なデータを確保する。 

・ APASTI 2026-2035 の残期間における意思決定を支援する。21 

 

タイミングと頻度 

 

この中間レビューは、APASTI 2026-2035の中間点、つまりプログラム開始から5年目に、AECの５

か年計画に沿って実施される。このタイミングでレビューすることで、APASTIが残りの5年間も有効

性を維持できるよう、変更を加えることができる。 

 
21 During implementation | evaluation.treasury.gov.au 
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主な重点分野 

 

評価はプロセスと結果に基づいて行われる。主な重点分野は以下の通りである。 

・ 適切性 – APASTI が地域の広範な目的及び ASEAN 加盟国の優先事項と整合しているか、並びに計画の

管理体制、意思決定プロセス、及びサービス提供が地域の STI を開発する適切な活動を支えているか

を評価する。 

・ これまでの実施状況 – APASTI が意図したとおりに実施されているかを評価する。計画の残り 5 年間

に向けた是正措置や適応策を提言することを目的として、評価には、動的で複雑な実施環境から生じ

る適応策や影響を調査し、これまでの APASTI の実施で遭遇した障害を特定することが含まれる。 

・ これまでの有効性 – APASTI が、変化の理論及びモニタリング計画それぞれに説明されている中期の

成果指標及びアウトプット指標を達成したかを評価する。また、APASTI の影響と長期的成果指標が

2035 年の達成に向けてどの程度進捗しているかを判断する。 

・ 戦略インパクトに関する分かりやすい指標 - APASTI によりもたらされた、計画の目標達成に貢献する

測定可能な変化を評価し、主要な優先事項と横断的テーマ全体にわたる介入のインパクトを早期に把

握し、成果を改善させる調整に役立てる。 

・ これまでの効率性 – APASTI の実施における利用可能な資源（財源、人材、技術）の有効性を評価

し、強みと改善分野を特定する。実行可能であり、計画の残り 5 年間の意思決定を導くことのできる

提言を行う。29 

 

主要評価質問事項 

 

表25は、中期レビューにおける主要評価質問事項（KEQ）を示している。これらの質問は、重点分

野ごとにグループ化され、プロセス評価質問事項（青）と成果評価質問事項（緑）に分類されてい

る。 

 

各主要重点分野には1‐2個のKEQを設定し、質問の合計は24個になる。KEQは、各質問に答えるた

めに必要な情報を収集することを目的としており、評価手法とデータ収集方法の設計につながる。

APASTIの実施が進むにつれて、各質問の優先順位は変化する。これはレビューが意思決定に焦点を当

て、扱いやすく、役立つものとするためである。 

 

各KEQは、具体的な副評価質問事項を通して詳細化される。これら副評価質問事項は、対象範囲、

ニュアンス、及び潜在的な重点分野についての情報を提供してくれる。中期レビューで使用する具体

的な副評価質問事項を決定するのは、評価者である。 

 
29 During implementation | evaluation.treasury.gov.au 

https://evaluation.treasury.gov.au/index.php/toolkit/when-evaluate/during-implementation
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評価質問事項には、評価の目的を支えるために、説明質問、因果質問、評価質問など、以下の様々

な種類の質問が含まれている。 

 

・ 説明質問は、状況と何が起こったかを問う。初期の状況とその変化、APASTI の活動、実施環境におけ

る状況の説明を含む。 

・ 因果質問は、観察された変化が、他のプログラムや政策などの要因ではなく、評価対象の APASTI を

起因とするかどうか、またどの程度 APASTI が起因となっているかを問う。 

・ 評価質問は、APASTI が成功と言えるか、あるいは改善が必要かという全体的な結論を問う。30 

 

表 25：中期レビューにおける KEQ と副評価質問事項の例 

 

 
主要評価質問事項 

(KEQ) 
副評価質問事項の例 

適切性 APASTIは、地域の変化を支援するツール

としてどの程度適切か？ 

APASTIのガバナンスは、目的達成をどの

程度可能にしているか？ 

・ APASTIは、共有されるSTIへの熱意と努力を進める方

策として、どの程度機能しているか？ 

・ APASTIの実施は、ASEAN加盟国の戦略や他の地域STI

プログラムとどの程度整合し、又は補完しているか？ 

・ APASTIのガバナンス構造とインフラは、地域STIの発

展を支援する上でどの程度効果的であるか？また、格

差や改善の余地はあるか？ 

・ APASTIの構成要素である10か年戦略計画と政策背景・

実施計画は、先見性と包摂性を備え、ASEAN全体に

おけるSTIの展望を形成するロードマップをどの程度

作っているか？ 

・ 計画の設計、管理体制、意思決定プロセスについてど

のような教訓が得られ、どのように活用されている

か？ 

 
30 Impact evaluation | Better Evaluation 

主要重点分野 

https://www.betterevaluation.org/methods-approaches/themes/impact-evaluation


 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2025-PD-ASE01 

125 

これまでの実施 APASTIの取り組みはどの程度順調に達成

されているか？ 

・ APASTIの活動とイニシアチブは、ASEAN加盟国全体で

どの程度計画通りに実施されているか？行動と活動のう

ち、実施されたものと実施されていないものはどれか？

行動と活動が順調に進んでいない場合、その理由は何

か？ 

・ APASTIの実施において、ASEAN加盟国の具体的なニー

ズはどの程度考慮されているか？ 

・ APASTIはこれまで、地域全体の意図された対象者にど

の程度届き、参加者その他の主要な利害関係者のニーズ

を満たしたか？ 

・ APASTIの活動は、ASEAN加盟国、対話国、民間部門、

その他の利害関係者間の連携を促進する上でどの程度効

果的か？ 

・ APASTIは、社会的包摂及びジェンダー主流化、地域連

携、循環型経済（海洋経済とグリーン経済）を、その介

入策の設計と実施にどの程度組み込んでいるか？ 

・ 効果的な実施についてどのような教訓が得られ、どのよ

うに応用されているか？ 

 

これまでの効率性 APASTIに基づく取り組みは効率的に遂

行されているか？ 

より良い成果を達成し、改善するには、

APASTIはどのようにするのか？ 

・ APASTIの活動は、ASEANにとって最大の価値をもたら

すSTI成果を達成するために、利用可能な資源（財

源、人材、技術）をどの程度最大限に活用している

か？ 

・ 資源、施設、資金は、APASTIの成果の実現を支援する

のに十分か？ 

・ 資金その他の資源の調達、配分、管理の手続きは、

APASTIの成果及び目標達成に向けた進捗をどの程度

促進したか、又は阻害したか？ 
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 主要評価質問事項 (KEQ)
 

副評価質問事項の例 

これまでの有効性 APSATI の意図した成果は達成され

ているか？ 

成果はどのように達成され、また、

変化を促進する推進要因は何か？ 

 

・ APASTIは、変化の理論に示された意図された成果をどの程

度達成したか？また、状況はどうなっているか？ 

・ APASTIの各活動は、モニタリング計画に設定されたアウト

プット指標をどの程度達成したか？また、状況はどうなっ

ているか？ 

・ APASTIは、社会的包摂及びジェンダー主流化、地域の連

携、循環型経済（海洋経済とグリーン経済）の発展に直接

的又は間接的にどの程度貢献しているか？ 

・ 変化の理論で説明されるAPASTIのインパクト（10年間）

は、どの程度達成予定か？もしインパクトが予定通りでな

ければ、その理由は何か？ 

・ モニタリング計画におけるAPASTIの成果指標（10年間）

は、どの程度達成予定か？もし達成指標が予定通りでなけ

れば、その理由は何か？ 

戦略インパクトの

初期指標 

APASTIは、重要分野及び横断

的テーマにおける革新的なSTI

ソリューションの地域連携に

どのように貢献しているか？ 

APASTIは、他の組織的改善活

動とどの程度連携している

か？ 

 

・ APASTIは全体のビジョンをどの程度達成しているか？ 

・ APASTIは、AECの全体のビジョンをどの程度達成している

か？ 

・ APASTIの設計と実施は、利害関係者（民間部門、対話国、研

究機関、その他の組織など）との連携をどの程度促進し、奨

励したか？ 

・ その他の世界的または地域的なインパクトや成果について、ど

のような初期兆候があると考えらえるか？ 

・ STIイノベーションに関する地域連携の改善に役立つものにつ

いて、どのような教訓が得られているか（そして、それらは

どのように適用されているか）？ 

 

主要重点分野 
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データ収集方法 

 

評価は表 26 に概説されている混合手法を用いて実施する 

 

表 26：データ収集方法の概要‐中期レビュー 

デスクトップ調査と文書レビュー

  
APASTI 2026-2035政策文書、プログラム報告書及びマニュア

ル、又はAPASTI 2016-2025のレビューを含めることも視野に

入れての、プログラム文書の体系的レビュー。関連報告書及び

既存データのレビューも含まれる場合がある。 

文献レビュー 他の管轄区域で実施されている類似プログラムの体系的レビ

ュー、類似プログラム、関連するジャーナルの研究論文、又

はメディア報道のレビュー又は評価（注意が必要）。 

行政データ、公式統計、リンクの

あるデータセット又はビッグデー

タ 

ASEAN事務局公式データ、COSTI報告書、又は小委員会のデ

ータソースなどの公式統計やリンクされたデータセットの利

用。さらに、ASEAN加盟国のデータも活用し、COSTI機関に

定期的に報告するのが理想的である。また、世界銀行、国

連、国際機関の統計データベースなどの世界的データセット

も活用する。 

事例研究 事例研究は、特定のAPASTI活動や実行者に焦点を当てる。事

例研究は、様々な要素がどのように組み合わさっているか、

様々な要素（実施、背景、その他の要因）がどのようにして

観察されたインパクトを生み出したかを理解するのに特に役

立つ。 

利害関係者・主要情報提供者への

インタビュー 

ASEAN事務局職員、COSTIメンバー、諮問委員会、実施パー

トナー、小委員会代表、その他の主要な実施利害関係者な

ど、主要利害関係者へのインタビューを実施する。これは、

APASTIを実施する上で、様々なグループが直面する固有の課

題を理解する上で重要である。 

 

半構造化インタビューには、対面でのインタビューやビデオ

会議を含むことができる。許可があれば、インタビューの音

声を録音し、書き起こして分析の精度向上を図ることができ

る。各評価方法の改良時にインタビュー対象となる利害関係

者を特定する。 

フォーカスグループディスカッショ

ン 

様々な利害関係者とのグループディスカッションを促進する

ことで、共通の視点を探り、調査結果を検証し、実施と成果

に関する微妙な問題点を明らかにする。 

構造化調査 幅広い利害関係者と受益者を対象に調査を実施し、満足度、

到達度、及び認識された効果に関する定量データ及び定性デ

ータを収集する。 
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6.3.2 期末レビュー 

 

趣旨 

期末レビューは、主にAPASTI 2026-2035の期間における変化創出の有効性を判定する成果評価であ

り、同時に次回APASTIに向けた提言も行う（プロセス評価）31。以下はAPASTI 2026-2035の期末レビ

ューの目的である。 

・ 変化の理論とモニタリング計画の成果指標で定義された長期インパクトに焦点を当て、APASTI の終了

時点における業績の包括的評価を行う。 

・ APASTI 全体の効率性・有効性を評価する 32。 

・ 次回の APASTI に向けて、得られた教訓と改善点を特定する 33。 

期末レビューは以下のために行われる。 

 

・ APASTI 2026–2035 の全体的な成功について、その成果、設計、実施を含めて報告する。 

・ APASTI 2026–2035 の成果を 2035 年以降も持続させる意思決定に情報を与える。 

・ 将来の APASTI の展開の品質と堅牢性を補完・強化し、継続的な改善を支援する。 

・ 将来の APASTI の展開に関する意思決定の指針とする。34 

 

タイミングと頻度 

 

期末レビューは、APASTI 2026-2035の最終年度に実施される。期末レビューを行うことで、将来の

APASTIの展開に必要な変更が分かる。 

 

主な重点分野 

 

期末レビューの主な重点分野は以下の通りである。 

 

・ 全体的な実施状況 – ガバナンス、報告、資源活用の有効性を含めて APASTI の実施状況を評価し、

APASTI の将来の展開に向けた提言を策定する。 

・ 全体的な効率性 – APASTI に基づく取り組みが、利用可能な資源（財源、人材、技術）を用いて効率

的に達成されたか、また、成功、課題、及び重要な教訓が APASTI の将来の展開に活かせるかを評価

する。 

 
31 Process Evaluation vs. Outcome Evaluation | TSNE 
32 HMT_Magenta_Book.pdf 
33 nsw-government-program-evaluation-guidelines.pdf 
34 After a program is in operation for some time | evaluation.treasury.gov.au 
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・ 全体的な有効性 – 変化の理論に説明される APASTI のインパクト（10 年間の成果）と、モニタリング

評価計画に示された成果指標が達成されたかを評価する。 

・ 戦略インパクト – APASTI の具体的な目標を超えた、地域への幅広いインパクトを評価する。これに

は、利害関係者、地域社会、体制への影響と便益を調べ、意図された結果と意図されない結果の両方

を考慮し、投資に対して生み出された全体的な価値を評価することが含まれる。 

・ 持続可能性 – APASTI の成果が持続し、APASTI 2026-2035 の期間を超えて 2035 年以降も継続され

るかどうかを判断する。 

 

データソース 

表 27：データ収集方法の概要‐期末レビュー 

デスクトップ調査と文書レビュー

  
APASTI 2026-2035政策文書、プログラム報告書及びマニュア

ル、又はAPASTI 2016-2025のレビューを含めることも視野に

入れての、プログラム文書の体系的レビュー。さらに、関連報

告書及び10年間の実施プロセスで収集されたデータのレビュー

も行われる。 

文献レビュー 類似プログラムとの比較レビュー及び類似プログラム、関連

するジャーナルの研究論文、又はメディア報道のレビュー又

は評価を行い、広範なデータを活用して、他の管轄区域で確

定した成果を文脈化する。 

行政データ、公式統計、リンクの

あるデータセット又はビッグデー

タ 

ASEAN事務局公式データ、COSTI報告書、又は小委員会のデ

ータソースなどの公式統計やリンクされたデータセットの利

用。さらに、ASEAN加盟国のデータも活用し、COSTI機関に

定期的に報告するのが理想的である。また、世界銀行、国

連、国際機関の統計データベースなどの世界的データセット

も活用する。 

事例研究 事例研究は、特定のAPASTI活動や実施者に焦点を当てる。事

例研究は、様々な要素がどのように組み合わさっているか、

様々な要素（実施、背景、その他の要因）がどのようにして

観察されたインパクトを生み出したかを理解するのに特に役

立つ。 

利害関係者・主要情報提供者への

インタビュー 

ASEAN事務局職員、COSTIメンバー、諮問委員会、実施パー

トナー、小委員会代表、関係政府職員へのインタビューを実

施する。さらに、重要な民間部門及び学術界の利害関係者へ

のインタビューは、実施の成果について、重要な見識をもた

らしてくれる可能性を持つ。 

フォーカスグループディスカッショ

ン 

様々な利害関係者とのグループディスカッションを促進する

ことで、共通の視点を探り、調査結果を検証し、プログラム

の実施と成果に関する微妙な問題点を明らかにする。 

調査 幅広い利害関係者と受益者を対象に調査を実施し、満足度、

到達度、及び認識された効果に関する定量データを収集す

る。 
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主要評価質問事項 

 

表28は、主要評価質問事項と具体的な副質問事項を示す。これらの質問事項は10年間の戦略期間の

終了時にAPASTIの活動とイニシアチブの有効性を測定するために使用できる。 

 

表 28：期末レビューにおける KEQ と副評価質問事項の例 35 

 

 
主要評価質問事項 (KEQ) 

副評価質問事項の例 

全体的な実施状況 APASTIの取り組みはどの程度実施

されたか？ 

・ APASTI活動の実施と成果の実現において、成功と失敗を分けた障壁

と促進要因は何であったか？ 

・ 実施から重要な教訓は得られたか？また、それらの教訓のうち、

APASTIの今後の展開に活かせるものはどれか？ 

・ APASTIは、社会的包摂及びジェンダー主流化、地域の連携、循環型

経済（海洋経済とグリーン経済）を、介入の設計と実施にどの程度

組み込んだか？ 

・ ガバナンス、ASTIFを含む資金提供、利害関係者のエンゲージメン

ト、コミュニケーションなどの戦略促進要因は、APASTIの成果と目

標の達成にどの程度貢献したか? 

全体的な効率性 APASTIに基づく取り組みは効

率的に遂行されたか？ 

APASTIの今後の展開において、

より良い成果を達成、あるいは改

善するにはどうすれば良いか？ 

・ APASTIの活動は、ASEANにとって最大の価値をもたらすSTI成果を達

成するために、利用可能な資源（財源、人材、技術）をどの程度最大

限に活用しているか？ 

・ 現在の資源、施設、資金は、APASTIの成果の実現を支援するのに十分

か？ 

・ 資金その他の資源の調達、配分、管理の手続きは、APASTIの成果及び

目標達成に向けた進捗をどの程度促進したか、又は阻害したか？ 

全体的な有効性 意図されたAPSATIの成果は達成

されたか？ 

成果はどのように達成され、変化

の推進要因は何であったか？ 

・ APASTIは、変化の理論で説明されている意図されたインパクトをどの

程度達成したか？また、状況はどうなっているか？ 

・ APASTIの各活動は、モニタリング計画に設定された目標成果指標をど

の程度達成したか？また、状況はどうなっているか？ 

・ APASTIは、社会的包摂及びジェンダー主流化、地域の連携、循環型経

済（海洋経済とグリーン経済）の発展に直接的又は間接的にどの程度

貢献したか？ 

・ APASTIは、どのような意図せぬ結果（肯定的なものも否定的なものも）

をもたらしたか？それらはどのように発生したか？ 

・ 成果の達成はASEAN加盟国全体で一貫していたか？それともばらつき

があったか？もしあったならば、その理由は？ 

・ APASTIから最も恩恵を受けた集団はどれか？最も恩恵を受けなかっ

た集団はどれか？ 

 
35 Examples | Capacity4dev 

主要重点分野 

https://capacity4dev.europa.eu/groups/evaluation_guidelines/info/examples-0_en
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戦略インパクト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
持続可能性 

APASTIは、重要分野及び横断的

テーマにおける革新的なSTIソリ

ューションの地域連携にどのよ

うに貢献したか？ 

APASTIは、他の組織的改善活動

とどの程度連携しているか？ 

 

・ APASTIは、STI成果をめぐる地域統合プロセスの強化にどの程度貢献

したか？ 

・ APASTIの結果として、ASEAN加盟国全体でSTIの能力に、どの程度

の変化が見られたか？ 

・ APASTIは、ASEAN地域における他のイニシアチブ、プログラム、ま

たはサービスと連携して、成果の達成に貢献したか？ 

・ APASTIは、重要分野及び横断的テーマのために、STIイノベーション

の向上を目的としたASEAN加盟国の政策、戦略、枠組みをどの程度

補完し、又は連携したか？ 

2035年以降、APASTIの影響はどの

程度持続するか？ 

・ APASTIは、意図したインパクトがAPASTI 2026-2035終了後も継続す

るような形とするために、どの程度貢献を行ったか？ 

・ APASTI 2026-2035の結果として、長期的なイニシアチブ、ベストプラ

クティス、及びSTIの改革がどの程度確立されたか？ 

・ APASTI 2026-2035の活動の持続可能性を2035年以降も確保するため

に、どのような対策を講じることができるか？ 

 

6.4 プロセス評価 

 

趣旨 

 

プロセスレビューでは、APASTI 2026-2035の運用と実施の有効性（その構造、支援プログラム、資

源配分を含む）を評価し、その結果の根本的な理由（すなわち、期待された結果が達成されない理由

やAPASTIの成功・失敗の原因）を理解する。 

 

プロセスレビューは以下を目的としてAPASTIの実施を評価する。 

 

・ APASTI 2026-2035 に向けた継続的な改善活動に関する情報を提供する 

・ APASTI が意図したとおりに実施されていることを確認する 

・ APASTI の活動、戦略的推進要因、及び APASTI の将来の展開で改善や変更を継続させるために、得ら

れた教訓を活用する 

 

プロセスレビューは、内部で実施することも、契約した独立評価者を通して実施することもでき

る。 

 

タイミングと頻度 

 

プロセスレビューは、APASTI 2026-2035の期間中、2028年と2030年の2回に実施される（つまり、

2033年に完了予定の中期レビューの前と後）。そのため、最初のプロセスレビューでは、実施経験を文

書化して主な教訓を抽出し、中間レビューの重点分野を特定することを重要視する。2度目のプロセス

レビューでは、中期評価から得られた提言の採用状況を評価する。 
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主な重点分野 

 

プロセスレビューの主な重点分野は以下の通りである。 

 

・ 適切性‐APASTIが地域の広範な目的及びASEAN加盟国の優先事項と整合しているか、並びに計画の管

理体制、意思決定プロセス、及びサービス提供が地域のSTIを開発する適切な活動を支えているかを評

価する。 

・ これまでの実施状況 – APASTIが意図したとおりに実施されているかを評価する。計画の残り期間に向

けた是正措置や適応策を提言することを目的として、評価には、動的で複雑な実施環境から生じる適

応策や影響を調査し、これまでのAPASTIの実施で直面した課題を特定することが含まれる。 

・ これまでの効率性 – APASTIの実施における利用可能な資源（財源、人材、技術）の有効性を評価し、

強みと改善分野を特定する。36実行可能であり、計画の残り5年間の意思決定を導くことのできる提言

を行う。37 

・ これまでの有効性‐運用目標及び短期目標に対するAPASTIの実施の進捗具合かを評価する。初期活動

における実行の質及び適時性、並びに戦略的推進要因の機能性を評価する。これらは運用改善におい

て実用的な洞察を提供してくれる重点分野であり、他のAMSへの拡大又は模倣の成功を保証する根拠

となり得る手法を特定する。 

・ 戦略インパクトの初期指標 – 長期成果が完全に実現される前に、APASTIが戦略的目的に与える影響

の予備的な兆候を追跡する。例えば、利害関係者の行動、組織慣行、STI関連政策に新たな変化があれ

ば、それは戦略的成果に向けた動きと考えることができる。変化の理論の検証及び大きな影響をもた

らす可能性の高い実施手法の特定において、この重点分野は有益である。 

 

データソース 

 

中期レビュー及び期末レビューで使用されるデータソース（表26及び27）は、プロセスレビューで

も使用される。 

 

主要評価質問事項 

 

表29は APASTI 2026-2035のプロセスレビューで使用される主要評価質問事項 (KEQ)である。 

 

 

 

 
36 nsw-government-program-evaluation-guidelines.pdf 
37 During implementation | evaluation.treasury.gov.au 
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表 29：期末レビューにおける KEQ と副評価質問事項の例 

 
主要評価質問事項 (KEQ) 

副評価質問事項の例38 

適切性 APASTIは地域の変化を支援するツ

ールとしてどの程度適切であるか？ 

 

APASTIのガバナンスは、その目的

の達成をどの程度可能にしている

か？ 

・ APASTIの実施において、ASEAN加盟国特有のニーズはどの程度考慮

されているか？ 

・ 新たな課題や機会に対し、ガバナンス構造はどの程度適応性がある

か？ 

・ 実施機関は運営上の意思決定を行うための自主性を有しているか？ 

・ 実施の意思決定への情報提供において、モニタリングデータは効果的

に活用されているか？ 

・ 地域機関と実施機関の間でフィードバックループはどの程度効果的に

機能しているか？ 

実施 APASTIの取り組みはどの程度予

定通りに実施されているか？ 

・ APASTIの取り組みはどの程度予定通りに実施されているか？ 

・ ASEAN加盟国全体で、APASTIの活動とイニシアチブはどの程度計画

通りに実施されているか？行動と活動のうち、実施されたものとされ

なかったものはどれか？行動と活動が予定通りに行われていない場

合、その理由は何か？ 

・ APASTIの実施に影響を与えている阻害要因と促進要因は何か？ 

・ APASTIの評価ツールは、定められた手順に従ってどの程度使用されて

いるか？ 

・ APASTIはこれまで、地域全体の意図された対象者にどの程度届き、参

加者その他の主要な利害関係者のニーズを満たしているか？ 

・ 活動に最も積極的に関与している利害関係者グループはどれか？あま

り関与していないグループはどれか？活動は、関与していないグルー

プとどの程度直接関係があるか？ 

・ 効果的な実施に関してどのような教訓が得られ、教訓はどのように応

用されているか？ 

・ 実施を支援するために、分野横断的な関係が活用されているか？ 

・ 異なるASEAN加盟国の実施機関が実施経験を共有するための支援手段

は存在するか？ 

・ APASTIの活動は、ASEAN加盟国、対話国、民間部門、その他の利害関

係者の間の連携を促進する上でどの程度効果的か？ 

・ APASTIは、社会的包摂及びジェンダー主流化、地域の連携、循環型経

済（海洋経済とグリーン経済）を、その活動の設計と実施にどの程度

組み込んでいるか？ 

これまでの効率性 APASTIに基づく取り組みは効

率的に実施されているか？ 

 

よい成果を達成し、又は改善す

るために、APASTIは何ができ

るか？ 

・ APASTIの活動は、STIがASEANに最大の価値をもたらすために、利用

可能な資源（財源、人材、技術）をどの程度最大限に活用している

か？ 

・ 資源、施設、資金は、APASTIの成果の実現を支援するのに十分か？ 

・ 資金その他の資源の調達、配分、管理の手続きは、APASTIの成果及び

目標達成に向けた進捗をどの程度促進したか、又は阻害したか？ 

・ 資源配分の決定は、実施実態に基づいて、どの程度効果的に行われて

いるか？ 

・ 重複を減らすために、実施活動はどの程度調和されているか？ 

 
38 USAID Advancing Nutrition, “Social and Behaviour Change Evaluation Tools,” December 2022, 

https://www.advancingnutrition.org/sites/default/files/2022-12/usaid-an-sbc-evaluation-tools-2022.pdf. 

主要重点分野 
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6.5 データ収集分析戦略 

 

APASTIの継続的なモニタリングおよび評価において、重点分野、活動、イニシアチブの意図した成

果及び目標が達成されたか否かを判断するにあたり、堅牢なデータ収集は不可欠である。強力なデー

タ収集・分析戦略は、エビデンスの堅牢な基盤の構築に役立ち、持続可能な資源管理に関する情報を

得た意思決定を裏付け、すべての活動が大きなインパクトと永続的な変化をもたらすことを保証す

る。 

 

データ収集では、ジェンダー主流化、社会的包摂、グリーン経済と海洋経済に関連する成果などと

いったAPASTIの横断的テーマをモニタリングし、評価するために、細分化されたデータ収集が求めら

れる。細分化されたデータの収集は、APASTIイニシアチブがAMS、対象集団、及び様々な実施の状況

に合わせて効果的かつ公平であるようにするために不可欠である。 

 

6.5.1 趣旨 

 

データ収集プロセスを確立する趣旨は、関連性と正確性を備えた情報を収集して実施状況を評価

し、APASTIの成果を確実に達成するためである。収集されたデータは、以下を知るために重要であ

る。 

 

・ APASTI が戦略目標を達成するうえでの有効性の評価 

・ 継続的な改善アプローチへ反省させる目的として、APASTI の強みと弱みの特定 

・ 対象集団へのインパクトについて、エビデンスに基づく見識を利害関係者に提供 

・ 将来の活動、プログラム、及び政策策定の支援 

 

6.5.2 データ収集の指針原則 

 

APASTIデータ収集の指針となる原則と考慮事項は、APASTIの様々な実施状況の中で、以下に示す

方法の厳密性と実現可能性の両方を確保することを目的としている。 

 

・ 戦略的一貫性：収集されたデータを APASTI の戦略的優先事項に関連させる 

・ 全体的なインパクト評価：少数派集団の声に耳を傾け、幅広い利害関係者が APASTI の期間全体を通

してリアルタイムのフィードバックを提供できる場の設定 

・ 方法の適切性：標準と AMS の状況に合わせる必要性のバランスをとったデータ手法 

・ 倫理的慣行：インフォームド・コンセント、透明性、及び包括的データ収集 

・ 持続可能性：段階的な能力構築、知識共有、システムと知識の統合を促進するデータ手法の構築 
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6.5.3 主な考慮事項 

 

・ AMS のデータ力量の多様性を認識しつつ、質の高いデータ基準を維持する 

・ 一貫性があり達成可能な細分化要件を確立する 

・ 定量的指標と定性的洞察を統合し、実施実態を把握する 

・ プロセスを合理化し、可能な限り既存の AMS システムを活用することで、報告の負担を軽減する 

・ 適切なセキュリティプロトコルを用いて倫理的なデータ管理を確保する 

・ AMS の人員とシステム内に持続可能なデータ収集力量を構築する 

 

6.5.4 データソースと分析のアプローチ 

 

APASTI 2026-2035の効果的なモニタリングと評価には、AMSの多様な実施状況及びイノベーション

システムに特有の変化と、測定可能な地域の進捗状況を捉えるデータソースを戦略的に組み合わせる

ことが必要である。 

 

行政データ、ビッグデータセット、構造化調査といった定量データソースは、研究アウトプットや

技術導入といった主要指標の進捗指標を表す。これらのデータソースは、AMS全体や期間をまたいだ

体系的な比較を可能にし、実施方法や広範なSTIの背景に見られるパターンや傾向を明らかにする。 

 

定量データソース：構造化調査、公式データセット、リンクデータセット、ビッグデータ。 

 

調査、文書レビュー、利害関係者へのインタビューといった定性データソースは、利害関係者のエ

ンゲージメント、実施プロセス、制度の変遷過程、及び様々な国におけるイニシアチブの成果を形作

る文脈的要因に関する指標についての知見を与えてくれる。定性データソースは、定量的手法によっ

て特定された統計的傾向の根底にある因果的推進要因と文脈的要因を理解するのに役立つ。 

 

定性データソース：デスクトップ調査／文書レビュー、文献レビュー、フォーカスグループディス

カッション、利害関係者へのインタビュー／主要情報提供者へのインタビュー、公開調査。 

 

APASTIを評価する際は、定量データ収集手法と定性データ収集手法の両方を含む混合手法が用いられ

る。定量データと定性データソースを併用することで、評価者は変化の程度を測定するとともに、変

化が生じるプロセスを理解することができる。このアプローチは、APASTIの成功を評価するにあた

り、堅牢性の高いエビデンスの基盤の構築に役立つ。 
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6.5.5 データの制約と限界 

 

本セクションは、APASTIのモニタリングと評価に影響を与えるデータ収集上の制約と限界について

詳しく述べる。継続的なモニタリングと評価を行う際は、データ収集における課題を理解することが

不可欠である。 

 

表 30：APASTI 2026-2035 のデータの制約と限界 

 

主な制約と限界 
説明 インパクト 

資源とM&E力量が十分
でないため、サンプル数
が限られる 

• 堅牢で一貫性のあるデータモニタ
リングプロセスと収集に投資する
ための資源とモニタリング・評価
能力が十分ではない 

• データ収集プロセスが対象
者に合わせて特化していな
い、又は具体的なものでは
ない 

• 影響を受ける特定の個人集団に関す
る情報が正確に収集されず、APASTI
の実施による真の影響を特定するに
あたり、情報が利用されない可能性が
ある。 

言語の壁と貢献へのアク
セス性 

・ 言語能力の違い、翻訳又はロー
カライズされた資料の不足、通
訳や多言語サポートへのアクセ
スの制限などにより、理解とコ
ミュニケーションが難しい。 

• 収集されたデータ及び情報の限界及
び品質に関する懸念 

• 情報がアクセス可能な形式で提供さ
れ、問題を理解し解釈するためには
十分なサポートを必要とする 

定量データセットを収集し
アクセスする力量 

• 既存の評価データの量は限られて
いる。 

• 利用可能な時系列情報は限られて
おり、データ収集頻度も低いた
め、複数期間にわたるAPASTIの業
績を分析することが困難である。 

• 定性データを収集、分析、解釈す
る力量が限られている 

• 特に性別、年齢、地理的位置に
ついては、細分化されたデータ
セットは利用できない。 

・ 実施された APASTIの効果を知るため
に実施できる分析のレベルは限定的で
あり、特に優先対象集団への影響につ
いてはその傾向が顕著である。 

APASTI利害関係者の多様
性と規模がもたらす合意
形成の課題 

• 幅広い利害関係者がいることは、
専門技能のレベル並びに政策、戦
略、及び運用の視点が多様性を持
つことを意味し、これは利害関係
者のエンゲージメントにおいて課
題を生み出す可能性がある。 

• ASEAN加盟国が多数参加するた
め、データプライバシーと共有
に関する懸念が生じる可能性が
ある。 

• 画一的なアプローチでは、利害
関係者の実施経験を完全に把握
することはできない 

• 状況に合わせた複数のエン
ゲージメントアプローチが
必要となる 
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データ収集方法のば
らつき 

• AUSNETが活用されていないた
め、データ収集は各AMSによっ
て実施されたり、一貫性がなかっ
たりする。 

• 地域の優先事項が変化し、指標や
活動が変更され、あるいは削除さ
れる。 

・ AMS全体のデータ網羅性が不十分だ
と、影響について完全な全体図を得
ることはできず、実施状況にはばら
つきが見られることになる。複数の
情報源から、最低限のデータ品質基
準に沿って、多面的データ収集アプ
ローチを採用する。 

・ データ収集が常に困難な場合は、代
替指標の開発が必要となる場合があ
る。 

帰属と配分 ・ 観測された成果について、貢献し
た複数のプログラム、イニシア
チブ、又は要因間で公平かつ正
確に配分することが課題とな
る。 

・ 明確なデータガバナンスプロセス
を定め、確立する必要がある。例
えば、誰がどのデータソースを収
集する責任を負うのか、誰がデー
タを管理・分析するのか、どこに
保管するのか、誰が実際にデータ
にアクセスできるのかなどであ
る。 

 

6.5.6 データギャップへの対応方法 

 

APASTI 2026-2035のモニタリングと評価におけるデータギャップに対処するためには、効果的かつ

包括的なモニタリングと評価を支える明確なデータ戦略を確立することが不可欠である。前回の実施

期間では、報告方法の不一致や方法のばらつき、特に細分化されたデータに関する問題が見られ、こ

れがAPASTIの進捗と影響について包括的な評価を行う障害となっていた。このリスクに対処するた

め、3本柱を持つデータ収集アプローチを設計した。このアプローチの概要は以下の通りであり、既存

のデータギャップを埋め、的を絞った能力構築を行い、収集される情報の質を向上させることができ

る。 

 

 

具体的な活動 

 

・ APASTI 指標全体にわたる現在利用可能なデータを包括的に調べ、重大なギャップを特定する 

・ 成果とインパクト測定における戦略的重要性に基づき、データギャップの優先順位付けを行う 

・ 最低データ基準と細分化要件（都市部と農村部、ジェンダー、分野、機関の種類）を確立する 

 

このアプローチでは、データニーズを理解することが基本となっている。APASTI指標

全体にわたって利用可能なデータを徹底的に調べ上げ、重要なデータギャップを特定す

る。特定したならば、戦略的重要性に基づいて格差の優先順位をつけ、最低限のデータ基

準と細分化要件を作り出す。この方法は、AMSの様々な施行状況、特に社会的包摂、都

市部と農村部のSTIアクセスのギャップ、デジタルリテラシー、ジェンダー・ダイナミク

スに関連する指標について、より詳細なデータを提供するのに役立つ。 
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AMSのデータ収集能力と実施状況は国によって異なるため、以下の情報は、APASTI 2026-2035に向け

た堅牢なデータ収集のための段階的アプローチを示すことに注意されたい。このアプローチはAPASTI

の実施期間全体を通じたデータ収集能力の段階的な強化（モニタリングと評価を効果的にするために

必要）を反映しており、3つの段階に分類されている。以下の表31は、データの段階的な実施について

さらに詳しく示す。 

 

表 31：データ収集戦略の段階的実施 

 

段階 説明 例 趣旨 

1 即時利用が可能なデータ：容易

に入手可能であり、最小限の労

力で収集できるデータ。 

基本的な人口統計情報、既存

の行政データ、及び容易にア

クセスできる調査結果。 

モニタリングと評価活動を開始す

るための基礎データセットを確立

する。 

2 中程度の労力を要するデータ：追

加調査、インタビュー、様々な情

報源からのデータ統合など、収集

にある程度労力を要するデータ。 

詳細なプロジェクト成果、途中

の業績指標、中程度の処理又は

分析を必要とするデータ。 

データセットを拡張して包括的な

指標を多く追加することで、プロ

グラムの影響に関する深い洞察を

提供する。 

3 高度なデータ：新たなデータ収集

イニシアチブ、高度分析、複雑な

データセットの統合など、多大な

開発労力を要するデータ。 

縦断的研究、高度細分化（例え

ばジェンダー、地域、分野）、

及び新技術による高解像度デー

タ。 

包括的かつ詳細なデータセットを実

現し、APASTIのすべてのイニシア

チブの徹底的な分析と評価の役に立

つ。 

 

 

具体的な活動： 

 

・ AMS 全体で標準化された定義とデータ収集プロトコルを開発する 

・ 過去のデータが入手できない場合、新しい指標のベースライン評価手順を確立する 

・ 関連する二次データソース（グローバル指標、研究データベース、業界報告書）を特定・統合し、直

接の測定が困難な場合には代替指標を開発する 

・ 一元化された段階指標アプローチを構築する：第 1 段階（即時利用可能なデータ）、第 2 段階（中程

度の労力で入手できるデータ）、第 3 段階（データアクセスには多大な開発労力が必要） 

 

 

 

 

 

このアプローチの第二段階はデータ標準の調和であり、これはAMS全体の一貫性

と比較可能性を促進する鍵となる。これには、標準化された定義とデータ収集プロ

トコルを開発し、指標のベースライン評価の確立すること、及び二次データソース

の統合が含まれる。 



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2025-PD-ASE01 

139 

 

 

具体的な活動 

 

・ データ収集について大きな問題を抱えるAMSに支援を行い、標準化されたデータ収集と報告に関する

連絡担当に対し研修を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ能力の構築は、このアプローチの最終段階であり、効果的なデータ収

集と報告に必要な人材と組織的資源を重要視している。このアプローチの構

成要素は、大きなデータ問題に直面しているAMSに対し、対象を絞った研修

と支援を提供し、標準化されたデータ慣行を実施するために必要なスキル

を、指定された担当者に習得させる。 

主要行動 
 
実施の進捗と効果を適切にモニタリングする上でデータ収集が重要な役割を果たすことを踏ま

え、以下の段階的なアプローチを実施する。 

 

・ 不可欠なモニタリング・評価インフラを構築する 

・ AMS の技術能力構築を支援し、関連する利害関係者がインパクトを実施し、それを正確に測

定するために必要なツールを利用できるようにする 

・ データギャップを経時的に、段階的に解消する 

 

以下はこの段階的アプローチにおける主要行動である。 

 

・ 施行活動リストと成果指標（ベースラインデータの入手可能性と情報源、対象、データ収集プ

ロトコルを含む）を見直し、確認する 

・ モニタリングと評価プロセスを実施する機関についてモニタリングを行い、必要なデータ容量

を評価する 

・ 指標の進捗状況をモニタリングするために、データ収集テンプレートと指針文書を作成する。 

・ テンプレートと指針文書に基づき、レビューを開始する 
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付録 G 

戦略的管理 
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積極的な戦略的管理により、APASTIは主要戦略を潜在的な機会及びリスクに合わせ、変化する状況

に適応し、10年間の実施期間を通じて生じたかもしれない新たな可能性を捉えることができる。これ

は先見的なアプローチであり、長期の目的及び目標の達成を保証するだけでなく、新たなトレンドや

環境の変化に適応する対応も可能にする。以下はリスク管理の主な構成要素である。 

 

・ リスクと機会の特定とは、APASTI の成功に影響を与える潜在的なリスクと機会を体系的に認識し、文

書化するプロセスをいう。 

・ 管理戦略とは、特定されたリスクの発生可能性又は影響を低減する対策を実施するプロセスをいう。

リスク軽減責任者は、各リスクの管理責任を負う。 

 

表32は、APASTIの主な機会とリスク、軽減戦略、及び責任者を示す。表に記載されたもの以外に

も、APASTI 2026-2035の成功の妨害となり得る新たなリスクと機会を特定するために、内部環境と外

部環境を継続的に観察する必要がある。そのためには、世界的な傾向、技術開発、規制の変更、目標

や目的の達成に影響を与える社会政治的要因などを常に把握する必要がある。 

 

表 32：主な機会とリスクについての管理戦略 

 

機会とリスクの分類 管理戦略 

資金調達 

十分な資金と資源を確保する能力（特
に開発途上国への依存や不安定な地政
学的背景において） 

多様な資金源の検討と、その有効性を評価する定期的な見直しなど、包括的な
資金提供戦略を開発し、維持する。資金提供戦略の責任は、明確にASEAN 
COSTIが負う。 

資金提供戦略を定期的に見直し、その有効性を評価し、新たな機会や優先順位
の変化に基づいて必要な調整を行う。 

責任者：COSTI及び小委員会 

構造化され調整された手法を確立し、AMSと主要利害関係者間の継続的な対
話と連携を促進し、プロジェクトの優先順位と資金提供決定の整合性を確保
し、幅広い関与と支援を促進する。 

責任者：ASEAN事務局 

平等な参加と便益配分 

ASEAN加盟国間で利益の公平な共有と参
加の確保、共同イニシアチブの有効性と
地域の連携に広く影響を与える。 

COSTIと小委員会が実施する主要なプロセスと活動には、関連するAMS（場
合によっては全てのAMS）、特に発展途上国の代表者が参加し、彼らのニー
ズと視点が考慮されるようにする。 

AMSの連携と共同実施アプローチを促進する具体的なKPIを設定し、継続的
にモニタリングする。 

責任者：ASEAN事務局の支援を受けたCOSTI 

地域プロジェクトにおける参加型計画プロセスを実施し、資源配分の決定にお
いてコミュニティに権限を与え、責任と透明性を推進する。 

責任者：ASEAN事務局の支援を受けたCOSTI 
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機会とリスクの分類 管理戦略 

ジェンダー平等と社会的包摂 

STIの高度政策意思決定の中で女性
や他の集団の存在を確保するととも
に、集団への機会提供となるプロジ
ェクトに適切な資金配分をする。 

以下を含め、APASTI 2026-2035の主要側面全体にわたり、社会的包摂とジェ
ンダー主流化の原則をさらに強く統合する。 

・ ガバナンス：APASTIのガバナンス構造において、女性やその他の少数
派集団の存在を向上させるための目標を設定する。これには、STI政策
の意思決定の高位の役割を持たせることも含める。 

・ 資金調達及び資源の確保に関する戦略的推進要因：資金提供を求める提
案の主な優先順位付け基準の一つとして、ジェンダー主流化と社会的
包摂を重視する。 

・ APASTI実施活動：APASTI活動の策定と実施において、社会的包摂とジ
ェンダー主流化の要件を統合する（例えば、能力構築プログラムを活
用し、研究、リーダーシップ、起業への女性の参加を高める。若者そ
の他の少数派集団におけるSTEM分野のスキル不足に対処するため、民
間部門や学術部門との連携で、研修制度や指導制度などのイニシアチ
ブを促進する）。 

・ モニタリングと評価：ASEANのSTI関連機関が実施するプロジェクト全
体において、性別、年齢、その他の主要な社会統計指標ごとに分類さ
れたデータセットを組み込む。 

責任者：ASEAN事務局の支援を受けたCOSTI 

APASTIの継続的な適切性 

急速な技術進歩や将来の危機（パ
ンデミックなど）は、APASTI内の
特定の要素が持つ継続的な適切性
と有効性に影響を与え、最終的に
は進展を阻害し、その有効性を低
下させる可能性を持つ。 

APASTIの適切性に関する知見とフィードバックを収集するため、民間部門、学術
界、市民社会、若者など、様々な分野の利害関係者との継続的なエンゲージメン
トを促進する。 

責任者：ASEAN事務局 

科学技術イノベーションにおける新たな進展を、予測研究や動向分析の検討
を含め、定期的にレビュープロセスを実施する。レビュープロセスでは、ガ
バナンス、資金提供、モニタリングと評価、利害関係者のエンゲージメント
など、APASTIの実施計画に必要な修正についても検討する。 

責任者：ASEAN事務局の支援を受けたCOSTI 

BACが適切な資源と支援を受け、COSTIに適切かつタイムリーな見識を提供し、
APASTIの戦略的方向性と必要な調整に役立てられるようにする 

責任者：COSTI及びBAC 

APASTIの行動とイニシアチブが、時代遅れとなり得る特定の技術に焦点を当て
るのではなく、既存のSTI構造と推進要因の構築と強化に重点を置くようにす
る。これは、変化に対応する強靭性と俊敏性の構築に役立つ。 

責任者：すべての管理機関 
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リスクの特定 管理戦略 

リソース提供 

必要な分野での熟練した人材と専門家
の確保（例えば、人材の維持、イニシ
アチブの実行、技術進歩への対応
力）。 

大学、研究機関、民間部門とのパートナーシップを構築し、専門技能とリソ
ースを活用し、知識共有と連携を促進する。 

責任者：BAC及び小委員会 

知識共有を奨励して特定の個人や集団への依存を軽減し、移行期間中に実施可
能な代替資源や一時的なソリューションを特定する。 

さらに、APASTIの実施に関係して参加する様々なAMS出身の新規職
員に対し、APASTIの目的と目標を十分理解させるために、効果的な
研修を行う。 

責任者：すべての管理機関 

ボランティアの貢献を認識し、これを評価・表彰する制度を確立し、APASTI
の効果的な実施に向けた意欲と献身を促進する 

さらに、ボランティアが時間を有効に活用できるよう、明確な責任分担と優
先事項を確立する。 

責任者：ASEAN事務局 

APASTIの一貫した導入 

AMS全体でAPASTIを十分に導入し効
果的に活用すれば、地域目標達成に向
けて一貫した実施と影響力を高めるこ
とができる。 

成功したイニシアチブやベストプラクティスに注目した表彰制度を確立し、
他機関の追随を促すとともに、行動計画に関連する課題とソリューションを
AMS間で共有できるピアラーニングの機会を促進する。 

責任者：ASEAN事務局 

調整された実施アプローチ 
 
プロジェクトの実施には効果的な
調整と統合的なアプローチ（他の
部門の組織との連携を含む）を採
用することで、活動とAPASTIの目
的に強固に整合させ、効率性と相
乗効果を向上させる。 

開始時点からリアルタイムで整合性を確保し、期待される成果を明確に理
解できるようにするために、提案フォーム、デジタルワークフローシステ
ム、報告要件を標準化する。 

責任者：ASEAN事務局 

プロジェクトでは部門横断的なチームの協力を奨励し、協力の文化を育
む。会議やワークショップを定期的に開催すると、サイロ化を打破し、目
的を共に理解できるようになる。 

責任者：すべての管理機関 

フィードバック体制が提案フォームや報告手続に関する情報を集め、部門
横断的な共有KPIを含めることで、改善の継続に焦点を当てたレビュープ
ロセスを確保する。 

責任者：ASEAN事務局 

 

 



 

JST アジア・太平洋総合研究センター   APRC-FY2025-PD-ASE01 

144 

 

リスクの特定 管理戦略 

コミュニケーションと異文化理解 
 
AMSには多様な言語と文化が存在するた
め、誤解、誤った解釈、及びエンゲージ
メントの欠如が生み出され、最終的には
連携とイニシアチブの成功に影響を及ぼ
すことがある。さらにイニシアチブの有
効性の低下、利害関係者の信頼の低下、
及び地域統合の機会損失となり得る。 

フィードバック体制を継続的に活用すれば、利害関係者はコミュニケーシ
ョン方法に関する懸念を表明し、あるいは説明を求めることが可能であ
る。するとコミュニケーションが不十分な部分が分かり、タイムリーな調
整が可能になる。 

責任者：ASEAN事務局 

ASEANの大学ネットワークと連携して、現地の文化や社会的背景に関する
情報を翻訳・収集を支援するなど、コミュニティ主導のアプローチを実施
するとともに、NGOやその他のネットワークを活用して、この実施をサポ
ートする。さらに、コミュニティ内に文化連絡担当者を配置して異文化理
解を促進し、コミュニケーション上の複雑な課題の仲介を行う。 

責任者：小委員会 

プロジェクトの成功 

目標を達成した、スケジュールを守っ
た、あるいは予算内に収まったプロジェ
クトは、影響力が強くなり、より広範な
目的・目標達成能力に対する利害関係者
の信頼・確信を高める。 

プロジェクトの進捗状況を継続的にモニタリングするために、実施活動に関
する体系的な評価方法の設定、イニシアチブの適切性、有効性、インパク
ト、及び持続可能性の測定、並びにプロジェクトの目的とスケジュールの整
合性の測定などの堅牢なAPASTIマネジメント・評価の枠組みを実施する。こ
れには、プロジェクト開始時に明確な中間目標とKPIを設定して測定可能な成
功目標を提供するとともに、中間目標が達成されない場合に問題を警告する
早期警戒システムを構築することが含まれる。これにより、進捗状況の追跡
と問題の特定が容易になる。 

責任者：COSTI、APASTIタスクフォース及び小委員会 

プロジェクト完了後、徹底的な実施後レビューを行い、うまく機能したもの
としなかったものについて調べる。プロジェクト完了報告書にこの情報を記
録し、得られた教訓を広く発信することで、将来のプロジェクトに役立て、
プロジェクト管理を全体的に向上させることができる。 

責任者：ASEAN事務局の支援を受けた小委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要行動 
 

戦略的管理は、発生する可能性のある不確実性や課題を乗り越える上で役立つため、

APASTI 2026-2035の成功に不可欠である。潜在的なリスクと機会を体系的に特定し、管理戦

略を策定することで、すべての利害関係者は新たな動向や環境の変化に適応しながら、長期的

な目標を確保することができる。 

 
効果的な戦略的管理を可能にするための主要行動を以下に挙げる。 

 

・ ガバナンス体制の確定後、必要に応じて直ちに管理戦略グループ及び責任担当者グルー

プ、又はそのいずれかを見直し、更新する必要がある。 

・ 内部要因及び外部要因について積極的なモニタリングを続け、リスクと機会、及び関連す

る管理戦略を再評価する。 
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